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貞
享
三
年
三
月
、
泉
屋
彦
兵
衛
名
義
を
以
つ
て
寄
進
せ
ら
れ
た
。
口
径
壼
尺
五
寸
、

昭
和
十
七
年
供
出
。
原
寓
侃
、
岡
山
縣
川
上
郡
成
吼
町
大
字
吹
屋
輝
宗
延
命
寺
蔵
。
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営
着
手

大
疏
水
坑
道
の
掘
堅

選
鍍
精
錬
と
従
業
人

大
疏
水
坑
道
の
完
成
と
繁
榮

第
一
次
純
管
の
終
了

第
一
次
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の
成
果
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以
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松
山
領
の
曹
川
上
郡
丸
山
村
に
濁
し
た
北
方
銅
山
と
と
も
に
、
近
代
の

こ
の
村
域
に
稼
行
さ
れ
た
吉
岡
（
吹
屋
）
銅
山
は
、

こ
れ
に
北
接
し
た

年
に
町
制
を
布
い
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
は
概
し
て
天
領
に
隔
し
た
。

並 町 屋 吹

吉
岡
銅
山
は
岡
山
縣
川
上
郡
成
吼
町
大
字
吹
屋
に
あ
る
。
吹
屋
は
昭
和
三
十
年
に
成
羽
町
に
編
入
さ
れ
た
が
、

明
治
二
十
二
年
坂
本
村
及
び
中
野
村
の
一
部
等
を
合
併
し
、
同
一
―
―
十
二

吉
岡
鎖
山
を
形
成
し
て
ゐ
る
。

吉
岡
銅
山
の
開
創
の
時
代
は
明
確
に
は
知
り
難
い

。
正
徳
二
年
（
国
暉

ピ
ニ
十
月
泉
屋
吉
左
衛
門
の
名
で
、
代
官
平
岡
彦
兵
衛
よ
り
の
諮
問
に

答
へ
て
、
泉
屋
が
同
鎖
山
を
請
負
う
た
次
第
を
述
べ
た
口
上
書
の
中
に
、

寛
永
以
前
の
こ
と
を
「
往
古
か
取
明
候
山
二
て
最
初
取
明
之
山
師
相
知

①
 

レ
不
申
候
」
と
い
つ
て
ゐ
る
。
ま
た
吹
屋
の
蕉
家
大
塚
氏
の
所
蔵
文
書

で
天
明
八
年
（
這
直
戸
七
）
四
月
に
寓
し
た
と
い
ふ
覺
書
に
は
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
経
営

ゃ
A

不
明

序

戸



た
と
い
ふ
説
も
、

へ
ら
れ
た
偲
承
と
も
見
ら
れ
て
、
歴
史
事
賓
と
認
め
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。

④
 

さ
し
て
根
握
あ
る
も
の
で
な
い

。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
説
と
は
別
途
に
、
吉
岡
の
産
銅
が
古
く
平
安
時
代
に
朔
り
得
る
の
で
な
い
か
と
い
ふ
可
能

性
も
あ
る
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
初
期
に
錯
錢
料
に
充
常
さ
れ
た
銅
・
鉛
の

主
産
地
は
長
門
・
周
防
雨
國
で
あ

っ
た
が
、
天
長
・
承
和
頃
よ
り
減
少
す
る
欣
態
で
あ
っ
た
の
で
、
政
府
は
銅
山
の
新
た
な
開
稜
に
努
力
し
た
。
貞

大
同
年
間
開
稜
と
博
へ
る
鎮
山
は
諸
國
に
あ
っ
て
、

い
ふ
同
様
の
説
を
併
記
し
て
ゐ
る
。

之
中
州
名
所
」

等
に、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
鰹
営

こ
れ
は
江
戸
時
代
諸
鎖
山
を
渡
り
歩
い
た
鎖
夫
に
よ
り
博

瞭
な
記
載
法
で
あ
る
が
慶
長
・
元
和
頃
以
前
の
こ
と
を
記
し
て
、

R
 

草
創
之
始
暦
敷
腕
と
相
知
不
申
」
と
あ
る
。

四
百
餘
年
前
よ
り
稼
行
さ
れ
た
と
博
へ
「
銅
山

と
こ
ろ
が
同
鎮
山
は
大
同
二
年
(
Ogs
疇
戸
）
の
開
稜
に
か
A

る
と
い
ふ
説
が
あ
り
、

え
、
ま
た
大
塚
氏
文
書

の
寛
政
一
三
一
年
（
戸
噂
戸
七
）
十
月
の
吉
岡
銅
山
名
義
及
び
一
ニ
ッ
道
具
建
置
由
来
書
や
文
化
元
年

⑤
 

(
Ogs
疇
戸
八
）
十
一
月
の
吉
岡
銅
山
相
績
次
第
書
上
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
。
さ
ら
に
土
肥
経
平
の
選
し
た
「
備

「
夫
木
集
」

に
牧
め
た
大
江
匡
房
の
備
中
白
銀
山
を
詠
じ
た
和
歌
を
、

吹
屋
の
銀
山
で
あ

る
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
前
記
の
大
塚
文
書
文
化
元
年
十
一
月
の
も
の
に
は
、
吉
岡
銅
山
は
往
古
銀
山
で
あ
っ
た
と

ま
た
吹
屋
銅
山
が
往
古
銀
山
で
あ
っ

こ
の
説
は
「
備
中
誌
」
等
に
見



ら
ば
、 室

町
時
代
に
備
中
は
但
馬
・
美
作
・
備
前
諸
園
と
と
も
に
銅
を
出
し
た
こ
と
は
確
賓
な
記
録
に
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
産
銅
は
備
中
の
何
れ
の
鎖
山
か
ら
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
勿
論
確
か
に
ど
の
鎖
山
と
は
断
定
出

来
な
い

。
同
國
に
は
江
戸
時
代
稼
行
さ
れ
た
銅
山
に
は
吉
岡
以
外
に
も
北
方
・
小
泉
・
坂
本
そ
の
他
敷
箇
所
を
敷

へ
る
。

し
か
し
こ
れ
等
の
中
で
吉
岡
は
天
和
元
年
（
這
遭
↑
二

泉
屋
が
稼
行
に
着
手
し
た
と
ぎ
に
、
幾
百
年
稼
行
さ

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
営

長
門
と
額
を
同
じ
く
し
、
鉛
は
千
四
百
斤
と
あ
る
。

⑤
 

観
十
二
年
（
疇
讀
巳
二
月
に
備
中
・
備
後
雨
國
に
命
じ
て
錨
錢
料
銅
を
採
進
せ
し
め
た
の
も
そ
の
現
れ
で
あ
っ
た
。

営
時
は
銅
・
鉛
は
採
銅
所
と
稲
し
た
官
営
の
鎖
業
所
で
採
掘
精
錬
し
た
が
、

或
は
他
の
指
定
を
受
け
た
國
の
租
調
庸
等
の
租
税
を
も
つ
て
供
典
さ
れ
た
。
備
中
國
採
銅
所
の
場
合
は
同
國
の
租

穀
を
も
つ
て
採
銅
料
に
充
嘗
し
た
。
そ
し
て
役
夫
の
鰹
費
を
國
に
請
求
す
る
際
に
は
、
先
づ
産
銅
高
を
注
記
し
て

國
へ
送
付
し
、
國
で
こ
れ
を
調
査
し
た
上
で
、
産
銅
高
に
相
應
す
る
紐
費
を
支
給
し
た
の
で
あ
る
。

和
四
年
（
這
直

□

六
月
の
太
政
官
符
に
見
え
る
備
中
國
解
に
よ
る
と
、
備
中
の
採
銅
使
（
採
銅
所
長
官
）
弓
削
秋
佐

述
さ
れ
て
を
り
、

「
延
喜
式
」
に
よ
る
と
、
た
母
年
の
採
送
額
は

そ
の
鰹
費
は
採
銅
所
の
所
在
し
た
國

し
か
る
に
仁

は
銅
敷
の
賓
検
を
受
け
ず
、
早
く
鰹
費
を
支
給
せ
よ
と
請
求
し
、
園
と
使
の
間
で
争
論
を
起
し
て
ゐ
る
こ
と
が
陳

⑥
 

そ
こ
で
太
政
官
の
裁
断
を
上
申
し
た
の
で
あ
る
。

備
中
國
銅
八
百
斤
と
な
っ
て
を
り
、
長
門
國
は
銅
二
千
五
百
十
六
斤
餘
、
鉛
千
五
百
十
六
斤
餘
、
豊
前
國
は
銅
は

し
ヵヽ



五
十
年
史
話
」
に
も
、

そ
の
性
質
上
深
く
討
究
す
る
に
退
な
く
、

一
部
の
簡
箪
な
筆
燭
が
あ
る
の
み
で
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
経
螢

れ
た
古
銅
山
と
博
へ
、

そ
れ
を
示
す
や
う
な
奮
坑
の
状
態
で
あ
っ
た
し
、

つ
い
て
は
信
憑
す
る
に
足
り
る
事
賓
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
江
戸
時
代
を
通
じ
て
備
中
第
一
の
銅
山
で

あ
っ
た
こ
と
も
事
賓
で
あ
る
か
ら
、
平
安
時
代
以
来
の
備
中
の
産
銅
地
と
し
て
吉
岡
を
考
へ
る
の
は
、
或
は
員
相

さ
て
本
銅
山
の
経
螢
に
就
い
て
は
、

に
近
い
も
の
か
と
思
は
れ
る
。

そ
の
全

「
別
子
開
坑
二
百

ま
た
少
く
と
も
江
戸
初
期
の
紐
螢
等
に

正
保
以
後
廷
賓
に
至
る
間
に
も
注
目
す
べ
ぎ
も
の
が
あ
る
や
う
だ
が
、
詳

し
く
は
不
明
で
あ
る
。
天
和
以
後
幕
末
に
至
る
間
に
、

そ
の
初
の
住
友
家
の
二
回
に
亙
る
稼
行
、
後
の
大
塚
家
の

二
回
の
稼
行
及
び
京
都
銀
座
の
鰹
螢
等
は
主
な
も
の
で
あ
る
。
大
塚
家
の
稼
行
に
就
い
て
は
永
山
卯
一
郎
氏

の

⑦
 

「
早
川
代
官
」
に
紹
介
も
あ
る
が
、
住
友
家
の
鰹
営
に
至
っ
て
は
、
そ
の
家
史
「
垂
裕
明
鑑
」
に
極
め
て
断
片
的

抽
象
的
で
甚
だ
粗
采
な
記
載
が
あ
る
の
外
は
、
之
に
依
撼
し
た
「
住
友
物
語
」
は
も
と
よ
り
、

貌
は
未
だ
曾
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
偲
て
こ
A

に
は
新
た
に
住
友
家
所
蔵
の
吉
岡
銅
山
に
閥
す

る
一
切
の
資
料
—
|
「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
・
「
備
中
銅
山
控
」
・
「”
臼
亨叫尤
緑
四
未
年
か
諸
願
拍
」
．

「
m叶
御
銅
山
覺
」
・
「
備
中
銅
山
公
用
帳
」
・
「
"
[
御
運
上
控
帳
」
．
「
た
か
ら
の
山
」
（
諸
國
銅
山
記
）
等
を
精
査
考

究
し
、
傍
ら
大
塚
家
所
蔵
の
資
料
を
探
り
、
そ
の
鰹
螢
の
賓
際
を
詳
密
具
陸
的
に
論
述
し
て
、
本
鰹
螢
の
賓
態
を

四



④ 

「
声
備
中
銅
山
公
用
帳
」
辰
十
月

R
座
長
年
中
ふ
天
明
八
申
年
迄
、
備
中
國
川
上
郡
吹
屋
村
吉
岡
御
銅
山

③
文
化
元
年
十
一
月
の
吉
岡
銅
山
相
績
次
第
書
上
を
天
明
八
年
の
覺
に

① 
註

請
負
人
覺
゜

そ
の
住
友
鎖
業
史
上
将
又
日
本
鎖
業
史
上
に
於
け
る
意
義
を
明
ら
か
な
ら
し
め
た
い
と
思

比
較
す
れ
ば
、
寛
永
以
前
の
記
事
が
後
者
に
到
し
大
い
に

整
備
さ
れ

て
ゐ
る
。
こ
の
中
に
は
か
な
り
根
披
あ
る
と
思
は
れ
る
部
分
も
あ
る

忠
の
著
で
、
享
保
末
年
頃
の
作
の
や
う
で

あ
る
。

る
「
歌
枕
備
中
民
談
」
に
は
、
神
職
の
高
谷
と

い
ふ

人
の

説
を
引
い

て
玉
島
の
十
町
ほ
ど
東
に
あ
り
、
嘗
時
も
白
銀
山
と
い
ふ
所
と
な
し

て
ゐ
る
。
い

づ
れ
に
し
て
も
吹
屋
と
な
す
べ

き
證
捩
は
な
い
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
営

と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
同
書
と
餘
り
年
を
隔
て
ず
に
成
っ
た
と
思
は

れ

「
備
之
中
州
名
所
」
で
は
匡
房
の
詠
じ
た
白
銀
山
は
吹
屋
村
の
金
山

等
を
参
考
し
て
作
為
さ
れ
た
貼
が
多
い
。

「
備
中
府
志
」
は
平
川
親

が
、
已
に
そ
の
記
事
に
も
明
記
し
て
ゐ
る
や
う
に

把
握
す
る
と
共
に
、

⑤
 

ふ。

「
備
中
府
志
」

泉
屋
吉
左
衛
門
口
上
書
。

五

所 墓 氏 塚 大



察
し
て
置
く
必
要
が
あ
ら
う
。

も
ふ
さ
は
し
い
。

住
友
純
管
以
前
の
吉
岡
銅
山

「
た
か
ら
の
山
」
に
よ
る
と
、
元
緑
十
六
年
夏
大

勝
の
そ
れ
は
最
大
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
塚
家
中
興
の
家
祖
と
な
す
に

同
家
墓
地
に
は
、
宗
勝
・
宗
俊
の
墓
碑
が
荘
巌
に
螢
ま
れ
、
特
に
宗

家
の
過
去
帳
に
よ
る
と
、
最
も
古
き
は
元
緑
十
五
壬
午
六
月
死
の

き
も
の
は
、
享
保
七
年
よ
り
寛
保
二
年
ま
で
の
稼
行
で
あ
る
。
大
塚

に
お
い
て
賜
れ
る
筈
で
あ
る
。
大
塚
家
の
第
一
次
経
営
と
も
い
ふ
べ

⑦
大
塚
家
の
経
営
に
つ
い
て
は
銀
座
の
そ
れ
と
と
も
に
本
叢
書
の
績
篇

⑥ ⑤
 

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
営

「
三
代
賞
録
」
貞
観
十
二
年
二
月
廿
五
日
丁
未
の
條
゜

「
類
緊
三
代
格
」
寛
平
元
年
十
月
廿
一
日
太
政
官
符
。

大
塚
理
右
衛
門
宗
勝
で
あ
り
、
前
述
の
第
一
次
紐
螢
者
は
寛
保
元
年

し
も

三
月
死
の
理
右
衛
門
宗
俊
で
あ
ら
う
。
大
塚
家
の
居
住
地
の
下
谷
の

こ
れ
に
就
い
て
先
づ
参
考
す
べ
ぎ
は
、

①
 

江
戸
の
勘
定
奉
行
へ
提
出
し
た
吉
岡
銅
山
産
銅
増
盆
意
見
書
の
記
載
で
、

盃
緑
十
五
年
(Ogg
這
干
ご

正
月
住
友
家
よ
り

⑤
註
⑦
に
亙
る
ま
で
の
本
文
並
に
註
補
訂
。
—
（
小
葉
田
）I

の
利
右
衛
門
は
恐
ら
く
大
塚
氏
で
あ
ら
う
。
宗
俊
の
と
き
大
い
に
鎮

の
に
理
右
衛
門
•
利
右
衛
門
は
混
用
自
署
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
連
署

門
と
と
も
に
利
右
術
門
が
連
署
し
て
ゐ
る
。
大
塚
家
文
書
の
後
の
も

の
た
め
拝
借
銀
を
代
官
へ
願
ひ
出
た
五
右
衛
門
の
願
書
に
、
政
右
衛

で
あ
る
が

「
銅
座
公
用
留
」
所
牧
の
同
十
四
年
九
月
、
水
貫
普
請

山
界
に
進
出
し
た
が
、
先
代
宗
勝
の
と
き
そ
の
基
礎
は
已
に
出
来
て

ゐ
た
の
で
あ
る
。

住
友
家
の
吉
岡
銅
山
紐
螢
を
究
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
之
に
先
立
ち
、
少
し
く
そ
れ
以
前
の
銅
山
の
状
況
を
観

こ
れ
に
よ
る
と
、
住
友
家
の
紐
螢
開
始

緑
十
一
年
九
月
よ
り
吉
岡
を
請
負
っ
た
の
は
吹
屋
の
庄
屋
五
右
衛
門

塚
理
右
衛
門
は
小
泉
銅
山
を
請
負
つ
て
ゐ
る
。
住
友
家
の
後
に
、
元



年
か
掘
申
候
間
符
敷
凡
百
ヶ
所
餘
在
之
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
鰹
螢

，，， 

｀ ~ 編繭

又
ハ
往
古
相
稼
候
間
符
口
者
悉
ク
潰
れ
、

深大るへ博と地詳焚山銅りよ上丘山銅岡吉

向のそ。山金黄は陵丘前手左 。む望を面方

。るあで深大が側

七

間
符
之
名
計
語
博
候

も
の
も
あ
る
状
態
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

＜
埋
没
し
て
間
符
名
の
み
語
り
博
へ
る

さ
れ
て
居
り
、
其
の
外
に
も
尚
坑
口
全

次
の
や
う
に
申
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

此
御
銅
山
之
儀
者
、
場
所
廣
ク

第
一
絃
筋
多
御
座
候
二
付
、
先

も
御
座
候
、
惣
而
土
山
二
而
御
座
候
故
、
絃
筋
土
之
底
を
通
、
山
面
、
は
絃
筋
顕
れ
不
申
二
付
、
此
御
山
之
儀
、

（

マ

、

）

土
中
案
内
不
鍛
練
二
て
ハ
、
中
ミ
様
子
知
れ
か
た
＜
御
山
二
而
御
座
候
。

こ
A

に
「
先
年
か
掘
候
」
と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
、
少
く
と
も
近
世
初
期
幕
府
直
轄
領
と
な
っ
て
以
来
の
こ
と
を

指
す
も
の
と
思
は
れ
る
。
慶
長
五
年
（
這
譴
[
二

に
小
堀
新
介
正
次
が
松
山
城
に
人
り
御
代
官
所
と
し
て
備
中
の
幕

百
箇
所
に
餘
る
間
符
即
ち
鎖
坑
が
掘
開

山
は
廣
範
圏
に
掘
り
荒
さ
れ
て
、
既
に

の
頃
は
、
長
期
に
亙
る
採
鎖
の
為
め
、



、
自
寛
永

二
十
年
七
月
十
八

日
（
正
保
―――
年）

一

至

正

保

四

年

（

慶

安

元

年

）

経

螢

期

間

運

上

経

大
坂

天
野
屋
新
左
衛
門

螢

者

銅

屋

庄

右

衛

門

石

州

者

伊

逹

作

左

衛

門

備

中

松

山

唐

木

祐

五

郎

成

羽大

坂

屋

慶

順

R
 

を
畢
げ
て
ゐ
る
。

こ
れ
を
表
示
す
れ
ば
次
の
通
り
に
な
る
が
、
尚
大
塚
家
文
書

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
経
営

領
を
支
配
し
、

よ
り
松
山
へ
、

料
に
よ
っ
て
、

正
次
の
子
政
一
が
こ
れ
を
樅
い
だ
と
い
は
れ
る
が
、
元
和
―
―
―
年
（
国
暉
年
ニ

二
月
池
田
長
幸
が
鳥
取

同
年
七
月
山
崎
家
治
が
困
幡
の
若
櫻
よ
り
成
吼
へ

移
封
せ
ら
れ
、

っ
た
や
う
で
あ
る
。
家
治
は
寛
永
十
五
年
（
声
直
」
六
）
に
肥
前
の
天
草
へ
韓
じ
、
吹
屋
は
一
時
は
松
山
の
預
り
地
と

な
っ
た
が
、
寛
永
十
九
年
幕
領
と
な
っ
た
ら
し
い

。
寛
永
以
後
の
鰹
螢
に
就
い
て
は
、
住
友
家
並
に
大
塚
家
の
資

R
 

そ
の
概
要
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

の
慶
長
年
中
か
銅
吹
初
と
記
し
た
も
の
に
、
正
保
以
前
の
紐
螢
者
と
し
て

備

中

矢

掛

村

笠

岡

小

川

氏

松

山柳

井

新

左

衛

門

矢

掛

村

武

谷

千

右

衛

門

五
年

（
三
年
）

出
銅
千
貫
目

一＿付
五
拾
貫
目

こ
の
時
、
吹
屋
は
山
崎
領
と
な

八



西
暦
一
六
）

（
七
七
年

二、

明
暦
元
年
よ
り
寛
文
五
年
に
至

る
問
の
運
上
は

住
友
家
の
資
料
に
は
壼
箇
年
に
銀
戴
百
五
拾
枚
又
者
三
百
三
拾
枚
宛
と
見
え
て
ゐ

「
た
か
ら
の
山
」
に
よ
る
と
、

吉
岡
の
主
要
間
符
の
―
つ
に
な
っ
て
ゐ
る
上
六
枚
は
天
野
屋
が
開
坑
し
、

（
右
イ
）

じ
く
本
拾
枚
は
濱
田
屋
の
手
代
廣
嶋
七
郎
左
衛
門

・
同
八
郎
右
衛
門
が
取
明
け
た
と
博
へ
て
ゐ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
螢

の
吹
屋
村
検
地
帳
で
は
、

廷
賓
二
年
に
同
村
内
の
字
千
本
及
び
大
龍
間
歩
で
、

る。

備
考

一
、
本
表
は
住
友
家
の
資
料
を
主
睦
と

し
て
作
製
し
、
括
弧
（

、

自

延
費
六
年
（
五
年
）

七

（

至

同

七

年

）

二
年

三
ケ
年
分

）

一

銀

四

千

五

百
枚

九

晶
地
二
町
八
反
五
畝

延
賓
五
年

ま
た
同

）
内
は
大
塚
家
の
資
料
に
よ
っ
て
補
ひ
、
又
相
違
黙
を
示

し
た
。

岡
山

千

田

瀬

兵

衛

、
、
自
延
賽
二

年
九
月
（
元
年
）

プ

（

至

同

四
年
九
月
）

年

三
ケ
年
分

）

一

銀
四
千
三
百
枚

江
戸

二

見

屋

源

兵

衛

、

自

寛
文
十
年
九
月

五

（
至
廷
費
元
年
九
月
）

二
年

壼
ケ
年

銀
千
三
百
八
拾
一
＿
一
枚
餘

（
三
ヶ
年
四
千
百
五
拾
枚
）

大

坂

屋

喜

兵

衛

尾

張

屋

新

八

山

本

灌

右

衛

門

江
戸

田

中

市

郎

兵

衛

自
萬
治
元
年

至
寛
文

五
年

四、

八
年

（
三
度
―
―
八
年
切

八
ケ
年
分

）

一

銀

千

七

百

枚

平

野

屋

清

右

衛

門

濱

田

屋

庄

兵

衛

大
坂

、
自
明
暦
元
年
（
四
月
）

（
至
同
四
年
四
月
）

二
年

壼
ヶ
年

）

（

銀
三
百
六
拾
枚

堺

納

屋

次

右

衛

門

、
自
慶
安
元
年
（
慶
安

二
年）

一
至
承
應
元
年
（
至
承
應
二
年
）

一

五
年

壷
ヶ
年銀

三
百
枚

（
大
坂
）天

野
屋
八
右
衛
門



は
ヽ

（
後
略
） 住

友
の
吉
岡
銅
山
第
一

次
鰹
螢

右
に
見
る
や
う
に
、
寛
永
二
十
年
以
来
諸
方
の
鎖
山
師
に
よ
っ
て
三
年
乃
至
八
年
間
づ
A

断
績
的
に
鰹
螢
さ

れ
、
そ
の
運
上
は
次
第
に
壻
加
し
、
殊
に
寛
文
十
年
（
疇
菖
[
二
に
於
ぃ
て
は
る
醸
従
来
の
最
高
額
の
四
倍
以
上
に

も
及
ん
だ
。
こ
れ
は
常
時
競
争
者
が
現
は
れ
た
為
め
で
あ
る
が
、
其
の
後
も
同
様
の
情
況
で
あ
っ
た
の
か
、
尚
そ

れ
以
上
に
も
増
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
山
が
相
営
の
老
山
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
所
謂
西
園
第
一
の
銅
山
と
目
さ
れ
て
、
相
嘗
額
の
産
銅
を
期

待
さ
れ
て
ゐ
た
為
め
で
あ
ら
う
。
併
し
賓
情
は
必
ず
し
も
常
に
期
待
に
は
副
は
な
か
っ
た
ら
し
い

。
こ
れ
に
就
い

て
天
和
四
年
（
這
囀
叫
二
正
月
附
の
住
友
家
の
再
稼
行
願
書
に
は

一
御
山
掘
申
間
符
者
、
本
か
山
底
ね
先
年
よ
り
只
今
二
至
り
段
ミ
掘
込
申
候
二
付
、

水
わ
き
出
、

水
貫
壼
ヶ
所
も
無
御
座
候
。
唯
今
之

延
賓
以
後
も
運
上
が
増
額
の
傾
向
を
と
つ
て
請
負
は
れ
た
と
い
ふ
こ
と

井
之
こ
と
く
二
罷
成
、

か
せ
き
二
障
申
候
。
此
水
取
捨
申
造
用
銀
大
分
入
申
候
故
、
先
山
師
共
も
過
分
損
仕
候
。

一
右
御
山
之
儀
者
西
図
壼
番
之
銅
山
御
重
寅
所
二
而
御
座
候
虞
二
、

通
二
御
座
候
得
者
、
水
た
4

ゑ
か
せ
ぎ
難
成
候
間
、
末
ミ
中
絶
可
仕
と
奉
存
候
。
（
後
略
）

と
て
、
先
づ
湧
水
に
よ
る
鰹
螢
難
を
指
摘
し
、
次
に
は
又
既
述
の
如
ぎ
運
上
増
加
の
状
況
を
記
し
て

二
十
七
歩
が
荒
地
に
編
入
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

1
0
 

④
 

こ
れ
は
開
坑
や
小
屋
建
設
等
の
た
め
で
あ
ら
う
。



註

和
四
年
正
月
の
住
友
家
の
再
稼
行
願
書
（
「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山

承
け
て
起
っ
た
の
が
住
友
で
あ
る
。

に
敷
回
の
中
絶
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
、

る
。

第
一
山
か
せ
き
一
圃
不
存
白
人
、

化
元
年
十
一

月
附
吉
岡
銅
山
相
績
次
第
書
上

書
を
姑
く
か
く
稲
す
る
こ
と
＼
二
す
る
|
ー
：
「
備
中
銅
山
控
」
牧
鈴
）

田
控
」
＇
~
裏
表
紙
に
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
と
記
し
た
逸
題

ま
た
這
般
の
消
息
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
こ
の
困
難
の
後
を

或
者
手
前
不
如
意
成
族
も
御
座
候
而
、
仕
届
ケ
不
申
候
。

と
運
上
多
額
に
よ
る
鰹
螢
難
を
述
べ
、
引
績
ぎ
更
に

（
後
略
）

申
候
。
如
此
先
年
御
請
負
仕
候
者
共
者
、
凡
三
ヶ
年
限
、
其
内
半
途
二
仕
廻
申
者
も
御
座
候
。

と
鎖
山
紐
螢
に
到
す
る
無
鰹
瞼
或
は
資
金
の
貧
弱
に
よ
る
失
敗
者
の
あ
っ
た
こ
と
を
も
攀
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ

こ
れ
に
よ
っ
て
観
る
と
、

吉
岡
銅
山
の
紐
螢
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
代
々
の
鎮
山
師
も
常
に
順
調
で
あ
っ

た
わ
け
で
な
い
ら
し
い

。
前
後
七
代
の
経
営
者
の
内
四
代
迄
が
一
―
―
年
と
い
ふ
短
期
経
営
で
あ
っ
た
り
、
各
代
の
問

①

門

贔

叫

尤
禄
四
未
年
か
諸
願

tll.
”臼
御
銅
山
覺゚

R
代
官
所
よ
り
の
照
會
に
到
し
、
正
徳

二
年
十
月
住
友
家
よ
り
回
答
し

た
答
申
書
（
「
備
中
銅
山
公
用
帳
」
．
「
備
中
銅
山
控
」
牧
録
）
及
び
天

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
鰹
螢

（
前
略
）
其
後
段
ミ
御
運
上
増
二
奉
願
、

並
に
大
塚
家
所
蔵
の
天
明
八
年
四
月
附
吉
岡
銅
山
請
負
人
覺
及
び
文

延
賓
七
未
年
迄
御
請
負
申
者
共
、
所
ミ
方
ミ
之
者
迄
大
分
損
掛



住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
網
螢

に
は
、
銅
山
と
な
っ
た
四
百
年
餘
以
前
に
、
銅
屋
庄
右
衛
門
が
銅
を

始
め
て
吹
立
て
た

や
う
に
記
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
書
上
は
前
述
し
た

や
う
に
作
為
整
理
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
そ
の
一
っ
と
考
へ
ら
れ

る
。
ま
た
寛
政
三
年
十
月
の
吉
岡
銅
山
名
義
及
び

三
ッ
道
具
建
置
の

し
た
と
あ
る
が
、

「
備
中
府
志
」
に
、

小
金
山
（
黄
金
山
）
城

の
開
基

第
一
次
純
螢
着
手

石
塔
と
よ
ん
だ
と
あ
り
、
兼
久
は
戦
國
末
期
の
武
将
で
あ
る
か
ら

尼
子
氏
の
将
吉
田
六
郎
兼
久
の
墳
墓
が
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
其
場
所
を

由
来
書
に

大
同

二
年
の
開
蒻
時
よ
り
慶
長
年
中
迄
は
石
塔
銅
山
と
稲

R
大
塚
家
所
蔵
の
文
化
元
子
年
十

一
月
の
吉
岡
銅
山
相
綾
之
次
第
書
上

訂
ー
小
葉
田
ー
）

し
か
も
従
来

延
賓
八
年
（
国
譴
戸
六
）
の
こ
と
で
、

（
「
た
か
ら
の

山
」

に
よ
る
と
云
々

以
降
本
文
並

に
註
補

候
』
と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
」
以
降
本
文
補
訂
。
ー
（
小
葉
田
）
ー

）
と
が
知
ら
れ
る
。
ー
（
小
葉
田
）
ー
尚

由
」
と
見
え
る
か
ら
元
文
の
頃
に
も
石
塔
銅
山
の
稲
が
残
っ
て
ゐ
た

住
友
家

の

「
諸
國
銅
山
見
分
邦
」
に
「
同
國
石
塔
銅
山
鑓
筋
之
末

ノ

「
こ
A

に
『
先
年
か
掘

④

成
羽
町
吹
屋
公
民
館
所
蔵
「
延
費
五

丁
巳
年
備
中
國
河
上
郡
吹
屋
村

検
地
帳
」
。

住
友
家
が
吉
岡
銅
山
に
着
目
し
て
、
始
め
て
そ
の
紐
螢
を
願
ひ
出
た
の
は
、

常
主
は
友
信
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
願
書
以
下
一
件
資
料
は
不
幸
に
も
今
日
博
は
ら
ぬ
た
め
、
詳
細
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
運
上
は
一
箇
年
銀
千
七
百
拾
枚
（
七
十
―
―
一
貫
五
百
―
―
―
十
匁
）
、
年
季
は
従
来
の
例
に
従
ひ
取
敢
へ
ず
三
年

①
 

と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
翌
天
和
元
年
正
月
よ
り
採
掘
に
か
A

つ
た
。
代
々
の
経
営
難
の
後
を
承
け
、

よ
り
更
に
多
額
の
運
上
を
以
つ
て
之
に
嘗
ら
ん
と
し
た
住
友
家
に
は
、
果
し
て
如
何
な
る
目
算
が
あ
っ
た
で
あ
ら

る
。
な
ほ
、
吉
岡
釦
山
と
同
鎮
脈
に
圏
す
る
坂
本
村
銅
山
に
就
き

石
塔
銅
山
の
名
稲
を
戦
図
以
前
に
涜
つ
て
考
へ
る
の
は
矛
盾
で
あ



住
友
家
の
鎖
山
紐
螢
に
開
し
て
は
、

R
 

か
れ
て
ゐ
る
が
、
右
の
申
立
て
に
よ
れ
ば
、

さ
う
で
は
な
く
て
、
既
に
相
常
の
紐
験
を
積
ん
で
ゐ
た
こ
と
が
考
へ

④
 

ら
れ
る
し
、
更
に
子
友
芳
時
代
の
元
緑
六
年
（
疇
讀
干
二

五
月
の
稼
行
継
績
願
書
に
は

る
。

R
 

う
か
。
こ
れ
に
就
い
て
参
考
に
な
る
の
は
、
後
の
天
和
四
年
正
月
の
再
稼
行
願
書
に
、
前
記
の
や
う
に
無
鰹
瞼
者

乍
憚
私
義
者
諸
國
―
―
而
山
か
せ
き
能
た
ん
れ
ん
仕
り
、
大
分
仕
入
銀
仕
置
、
手
廣
ク
か
せ
ぎ
仕
候
故
‘

と
申
立
て
A

ゐ
る
こ
と
で
、

て
従
来
の
鎮
山
師
が
悩
ん
だ
困
難
を
克
服
し
て
、
大
ぎ
な
成
果
を
牧
め
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

私
敷
代
御
料
私
領
敷
ヶ
所
銅
山
仕
来
り
申
鍛
錬
を
以
云云

な
ど
4

も
揚
言
し
て
ゐ
る
程
で
あ
る
か
ら
、

る
。
即
ち
寛
文
頃
以
後
陸
奥
に
お
い
て
、

十
和
田
鉛
山
、

そ
の
鎖
山
紐
螢
は
甚
だ
早
か
っ
た
と
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

（
ト
キ
）

立
石
・
鶉
の
二
銅
山
、
出
利
に
お
い
て
幸
生
・
三
枚
・

槙
澤

・
板
木
澤
・
加
久
知
・
七
拾
枚
の
諸
銅
山
を
鰹
螢
し
、

住
友

の
吉
岡
銅
山
第

一
次
紐
埜

そ
の
他
に
も
な
ほ
稼
行
し
た
と
推
測
さ
れ
る
諸
山
も

一
部
に
吉
岡
銅
山
の
稼
行
を
以
つ
て
そ
の
喘
矢
と
す
る
か
の
や
う
に
も
説

こ
れ
で
見
る
と
、
住
友
家
は
紐
験
と
資
力
と
に
充
分
の
自
信
を
‘
持
ち
、

御
山
無
恙
唯
今
迄
相
勤
申
候

或
は
小
資
本
家
の
失
敗
を
攀
げ
た
後

こ
れ
に
よ
っ



従
っ
て
そ
の
資
力
が
如
賓
に
窺
ひ
得
ら
れ
る
で
あ
ら

⑥
 

又
そ
の
資
力
は
、
友
信
の
父
友
以
の
頃
大
阪
で
肩
を
並
べ
る
富
家
も
な
か
っ
た
と
さ
へ
博
へ
ら
れ
、
寛
文
二
年

（這
冨
〗
六
）
の
友
以
逝
去
後
幾
何
も
な
く
、
分
家
し
た
ば
か
り
の
末
子
平
兵
術
友
貞
が
十
人
雨
替
に
指
定
さ
れ
た
こ

R
 

と
な
ど
か
ら
も
大
様
推
察
せ
ら
れ
る
が
、
友
信
の
代
で
本
銅
山
請
負
に
近
い
頃
の
具
臆
的
な
一
例
を
畢
げ
る
と
、

延
賓
―
―
―
年
住
友
以
下
嘗
時
の
銅
貿
易
商
仲
間
が
、
幕
府
よ
り
輸
出
用
と
し
て
足
尾
の
銅
五
萬
貫
目
の
彿
下
げ
を
受

け
た
際
、
仲
間
の
代
表
者
六
軒
が
そ
の
代
金
の
引
常
と
し
て
差
出
し
た
五
千
雨
分
の
家
質
中
、
他
の
五
軒
は

一
軒

嘗
り
三
百
雨
乃
至
七
百
八
十
雨
分
で
あ
る
に
射
し
、
住
友
は
一
軒
で
二
千
二
百
七
十
雨
分
を
負
擁
し
て
居
り
、

く
て
そ
の
銅
は
、
主
要
な
銅
貿
易
商
十
一
軒
で
、
従
来
の
輸
出
の
賓
績
に
應
じ
て
配
分
し
た
結
果
、
住
友
は
一
萬

八
千
六
百
六
十
六
貫
餘
と
い
ふ
全
額
の
三
分
の
一
以
上
も
得
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
賓
績
が
従
来
―
―
一
百
萬
斤

の
全
國
貿
易
高
の
中
、
住
友
は
他
の
如
き
多
き
も
四
十
萬
斤
、
少
ぎ
は
四
、

か

五
萬
斤
な
ど
A

い
ふ
の
と
は
凡
そ
比

R
 

較
を
絶
し
、
賞
に
全
高
の
一
―
―
分
の
一
餘
百
十
二
萬
斤
に
も
及
ん
で
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
又
同
五
年
以
来
は
幕
命
を

受
け
て
幕
府
の
長
崎
に
於
け
る
足
尾
銅
直
接
交
易
の
賣
上
代
金
約
一
萬
雨
の
為
替
方
を
、
大
坂
屋
と
二
軒
で
櫓
常

す
る
こ
と
A

な
っ
た
が
、

R
 

る
。
此
等
に
よ
っ
て
も
住
友
の
銅
業
界
に
於
け
る
地
位
、

こ
の
場
合
も
住
友
の
差
出
し
た
家
質
は
八
千
八
百
雨
で
、
大
坂
屋
の
四
倍
に
及
ん
で
ゐ

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
鰹
螢

①
 

少
く
な
い
の
で
あ
る
。

一
四



切
り
し
て
別
の
坑
を
切
ら
う
と
し
た
の
は
、

十
五
年
（
訊
這
戸
七
）
の
産
銅
増
盆
意
見
書
に
、

一
五

一
箇
所
の
疏
水
坑
道
も
な
か
っ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
か

―
つ
は
農
民
の
反
到
を
避
け
た
た
め
か
も
知
れ
ぬ
。

か
く
て
、
住
友
家
は
吉
岡
銅
山
の
鰹
営
に
常
つ
て
は
、
多
額
の
資
金
を
投
入
し
て
、
敷
箇
所
の
間
符
を
採
掘
し

4
f

、
力
こf
 

や
が
て
天
和
―
―
―
年
（
這
這
戸
ニ
―
―
―
月
よ
り
は
、

「
御
山
末
々
仕
績
」
け
ん
た
め
と
て
吹
屋
村
農
民
の
諒
解
を

⑩
 

得
て
、
水
貫
即
ち
疏
水
坑
道
の
掘
繋
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
疏
水
坑
道
の
着
工
は
、
吉
岡
入
山
以
来
二
年

餘
も
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
恐
ら
く
鎖
毒
間
題
其
の
他
で
、
吹
屋
村
農
民
と
の
交
渉
な
ど
に
手
間
取
っ
た

為
め
で
、
住
友
と
し
て
は
賓
は
嘗
初
よ
り
豫
定
し
た
計
饗
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
鎮
水
は
何
時
の
世
に
も
何
慮

の
山
で
も
農
民
と
の
間
に
悶
着
を
惹
起
す
る
も
の
で
、
現
に
こ
の
吉
岡
銅
山
で
も
、
白
長
山
に
就
い
て
は
、
元
緑

（

マ

、

）

御
百
性
衆
山
稼
致
せ
不
申
候
。
銅
者

有
之
由
先
年
か
申
博
候
古
間
符
二
而
御
座
候
。
」
と
言
っ
て
ゐ
て
、
有
望
な
間
符
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
農
民
の
反
到

に
よ
っ
て
採
掘
出
来
な
か
っ
た
事
賓
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
な
ほ
、
白
長
山
に
劉
し
元
緑
―
―
-
、

の
従
来
の
鰹
螢
は
、
敷
百
年
に
亙
る
採
掘
に
も
拘
ら
ず
、

⑪
 

ら
、
採
掘
に
容
易
な
地
表
部
の
良
鎖
は
も
と
よ
り
、
組
坑
も
手
の
居
く
限
り
の
適
常
な
と
こ
ろ
は
、
殆
ん
ど
掘
り

盤
さ
れ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
住
友
が
従
来
よ
り
更
に
多
額
の
運
上
納
入
を
以
つ
て
、
之
が
糎

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
鰹
螢

う゚

「
是
ハ
田
地
―
―
障
申
由
二
而
、

四
年
に
寸
法

一
陸
吉
岡
銅
山



① 
註 あ

る
。

る
。
さ
れ
ば
請
負
年
季
―
―
―
年
の
如
ぎ
は
、

あ
っ
て
、
若
し
後
者
が
賞
現
さ
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
に
は
奮
坑
に
到
す
る
更
に
有
効
な
排
水
と
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
螢

営
に
乗
り
出
し
た
の
は
、

そ
こ
に
常
然
何
等
か
の
新
企
劃
に
よ
っ
て
期
待
し
た
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
嘗
永
績
的
に
未
顕
の
富
鎖
を
採
掘
し
得
る
こ
と
A

な
る
。
練
逹

と
資
力
と
を
自
負
し
た
程
の
住
友
は
、
必
ず
や
こ
の
雨
者
を
考
慮
し
て
、
遠
大
の
計
甕
を
立
て
A

ゐ
た
と
思
は
れ

併
し
な
が
ら
、
賓
際
に
常
つ
て
見
る
と
、
豫
想
は
裏
切
ら
れ
た
。
曾
坑
の
採
鎮
が
湧
水
の
為
め
に
左
程
思
は
し

く
な
か
っ
た
ら
し
い
上
に
‘
疏
水
坑
道
の
工
事
は
非
常
な
岩
石
の
層
に
遭
遇
し
、
相
常
の
費
用
を
か
け
た
け
れ
ど

も
、
進
捗
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
か
ら
、

七
月
以
降
は
こ
れ
を
中
止
し
て
仕
舞
っ
た
。
従
っ
て
現
状
の
ま
A

で

⑫
 

進
ん
だ
の
で
は
、
将
来
は
次
第
に
罷
費
が
か
さ
み
、
高
額
運
上
と
相
侯
つ
て
、
牧
支
相
償
は
な
い
や
う
に
な
る
と

⑬
 

豫
測
さ
れ
、
為
め
に
見
込
薄
と
し
て
、
同
年
末
に
は
一
應
年
季
通
り
銅
山
を
返
上
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
・
「
備
中
銅
山
控
」
の
天
和
四
年

正
月
附
再
稼
行
願
書
。
尚
「
垂
裕
明
鑑
」
及
び
「
別
子
開
坑
二
百
五

0

0

 

十
年
史
話
」
に
天
和
元
年
二
月
（
史
話
の
元
和
は
誤
植
）
採
鎖
に
着

手
し
た
と
記
し
て
ゐ
る
の
は
誤
り
で
あ
り
、
更
に
史
話
に
は
出
願
を

も
と
よ
り
唯
取
敢
へ
ず
従
来
の
例
に
従
っ
た
ま
で
に
過
ぎ
な
い
の
で

疏
水
坑
道
に
よ
る
完
全
な
干
水
と
の
二
者
の
外
は
な
い
の
で

一
六



住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
経
営

上
御
運
上
銀
五
千
三
百
枚
差
上
申
候
。

る
や
う
に
も
解
さ
れ
よ
う
が
、
松
木
兵
助
は
資
金
難
の
開
係
で
、
請

負
通
り
稼
行
し
た
の
で
は
な
く
、
早
く
中
止
し
て
仕
舞
っ
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
又
同
家
の
天
明
八
年
四
月
の
吉
岡
銅
山
請
負
人
覺
と
い

ふ
文
書
に
は
、
和
泉
屋
は
十
八
年
間
稼
行
し
た
と
言
っ
て
ゐ
る
の
か

ら
見
て
も
、
こ
の
同
年
は
天
和
元
年
の
こ
と
A

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

と
あ
っ
て
、
和
泉
屋
の
「
同
年
ヨ
リ
」
の
同
年
は
或
は
亥
年
を
受
け

一
、
同
年
ヨ
リ
貞
享
元
子
年
迄
大
坂
和
泉
屋
吉
左
衛
門
御
請
負
申

上
申
候
。

但
銀
元
差
支
御
代
官
都
築
長
左
衛
門
様
御
支
配
之
節
御
山
差

あ
る
）
松
木
兵
助
御
請
負
仕
候

一
、
天
和
元
年
酉
年
ョ
リ
亥
年
迄
、
南
部
（
都
の
誤
讀
か
誤
植
で

相
績
次
第
書
上
に
は

れ
て
ゐ
る
吹
屋
の
大
塚
家
の
文
書
の
文
化
元
年
十
一
月
附
吉
岡
銅
山

る
が
、
こ
れ
は
史
料
の
誤
讃
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
書
に
牧
録
さ

の

「
早
川
代
官
」
に
は
住
友
の
稼
行
を
天
和
三
年
以
来
と
解
し
て
ゐ

。

延
賽
八
年
二
月
と
明
記
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
二
月
は
右
の
天
和
元
年

二
月
の
二
月
が
京
入
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
因
に
永
山
卯
――
一
郎
氏

一
七

る
こ
と
4

な
っ
た
の
で
、
そ
れ
も
松
木
兵
助
は
賓
際
に
稼
行
す
る
に

が
十
八
年
の

や
う
に
記
し
て
ゐ
る
が
、
別
の
と
こ
ろ
に
は
元
祁
十
一

年
迄
稼
行
し
た
こ
と
を
言
っ
て
ゐ
て
、
誤
脱
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

共
、
銀
元
無
レ
之
埓
明
不
レ
申
候
二
付
、
御
代
官
都
築
（
勢
と
あ
る

ら
し
く
、
意
味
不
通
の
嫌
ひ
が
な
い
で
は
な
い
が
、

此
等
に
よ
る

と
、
住
友
は
延
賓
八
年
に
稼
行
を
願
ひ
出
た
が
、
入
札
か
何
か
の
開

係
で
奈
良
の
松
木
兵
助
が
稼
行
す
る
こ
と
4

な
り
、
そ
れ
が
資
金
難

で
稼
行
頷
挫
の
為
め
、
請
負
愛
更
と
な
り
、
住
友
が
改
め
て
稼
行
す

至
ら
ず
、
住
友
が
天
和
元
年
の
初
め
か
ら
稼
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た

ら
う
こ
と
は
、
右
の
請
負
人
覺
の
三
箇
年
間
の
運
上
額
銀
五
千
三
百

と
言
つ
て
ゐ
て
、
そ
の
文
に
は
終
り
の
と
こ
ろ
に
多
少
誤
脱
が
あ
る

請
替
仕
候
様
泉
屋
吉
左
衛
門
御
運
上
銀
五
千
三
百
枚
云
云

は
誤
り
）
長
左
衛
門
様
御
支
配
之
節
御
山
御
取
上
被
遊
候
。
御
山

天
和
元
年
酉
年
ヨ
リ
同
亥
年
迄
奈
良
松
木
兵
助
御
訥
負
仕
候
得

而
し
て
同
書
に
は
又

る。）
五
ケ
年
切
以
上
十
八
年
」
と
言
ひ
、
酉
年
即
ち
元
緑
六
年
迄
の
合
計

い
の
で
あ
る
。

（
尤
も
同
文
書
に
は
「
又
元
緑
爪
巳
年
ヨ
リ
酉
年
迄



⑥
 

@ 

行
石
丸
定
次
に
よ
る
大
阪
十
人
雨
替
の
指
定
は
寛
文
初
年
で
、
中
に

大
名
之
用
逹
こ
と
あ
る
。
而
し
て
「
大
阪
市
史
」
に
よ
れ
ば
、
町
奉

⑦
理
助
家
の
友
良
の
「
先
祖
俸
書
」
に
平
兵
衛
友
貞
に
就
い
て
「
寛
文

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
経
営

⑤
第
拾
壷
輯
「
別
子
稼
行
以
前
の
住
友
鎮
業
」
参
照
。

「
年
々
諸
用
留
八
番
」
の
明
和
五
年
十
二
月

二
十
五
日
の
條
、
良
山

（
友
芳
）
五
十
回
忌
追
福
記
。
尚
住
友
の
一
分
家
（
理
助
家
）
の
「
先
祖

博
書
」
に
友
以
に
註
し
て
、
「
銅
職
日
繁
榮
、
家
名
聞
＿
一
諸
國
f

家
人シ

テ

満
一
＿
敷
百
＿
京
大
阪
抱
1

一
家
屋
鋪
敷
多
↓
或
時
大
佛
殷
足
場
材
木
買
得
。

嵯
峨
繹
迦
堂
再
建
。

な
し‘

゜

R
同
右
。

以
＿
一
残
木
一
京
木
屋
町
別
荘
建
云
云
」
と
あ
る
の

も
ま
た
こ

A

に
参
考
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

寅
年
父
良
入
死
、
同
年
今
橋
二
丁
目
分
家
（
中
略
）
為
1

一
金
銀
雨
替
諸

④
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
・
備
中
銅
山
控
゜

捩
と
な
っ
た
「
垂
裕
明
鑑
」
は
必
ず
し
も
そ
の
や
う
に
は
言
っ
て
ゐ

「
住
友
物
語
」
・
「
別
子
開
坑
二
百
五
十
年
史
話
」
。
但
し
二
書
の
憑

つ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

枚
が
住
友
の
史
料
に
見
え
る
一
箇
年
千
七
百
拾
枚
の

三
倍
以
上
に
常

ら
う
。
尚
大
塚
家
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
住
友
家
の
年
限
内
の
運
上
は

れ
が
如
何
に
高
額
で
収
支
相
償
は
な
か
っ
た
か
ゞ
知
ら
れ
る
で
あ

十
三
萬
斤
餘
の
出
銅
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
4

な
り
、
従
っ
て
そ

る
。
然
る
に
運
上
銅
は
出
銅
高
の
大
陸
十
分
の
一
程
度
の
も
の
が
多

和
泉
屋
平
兵
衛
の
名
が
見
え
、
鴻
池
年
表
に
こ
れ
を
寛
文
―
―
―
年
の
こ

と
4

し
て
ゐ
る
。

を
得
て
ゐ
る
。

R
年
々
帳
無
番
。

控
」
・
「
備
中
銅
山
控
」
所
牧
）
。

よ
り
銅
百
貫
目
の
債
格
銀
五
百
五
十
匁
と
し
て
銅
に
換
算
す
る
と

一
萬
三
千
三
百
六
十
九
貫
餘
即
ち
八
萬
三
千
五
百
五
十
六
斤
餘
と
な

い
か
ら
、
こ
の
八
萬
―――

千
五
百
五
十
六
斤
の
運
上
に
到
し
て
は
、
八

⑲
運
上
銀
千
七
百
十
枚
は
七
十
―
―
一貫
五
百

――
―
十
匁
で
、
之
を
後
の
例
に

⑲
⑪
天
和
四
年
正
月
附
再
稼
行
願
書
（
「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用

⑤ 

も
の
仲
間
が
連
署
し
て
居
り
、
又
事
賓
十
一
人
が
彿
下
げ
銅
の
割
嘗

ハ
人
は
家
質
を
差
出
し
た
代
表
者
で
、
彿
下
げ
願
書
に
は
二
十
五
名

ハ
人
で
彿
下
げ
を
受
け
た
や
う
に
記
し
て
ゐ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

「
銅
異
國
賣
覺
帳
」
。
「
別
子
開
坑
二
百
五
十
年
史
話
」
に
特
定
銅
商

一
八



の
憤
重
な
熟
議
の
結
果
で
あ
ら
う
が
、

利
盆
を
牧
め
得
る
こ
と
必
定
で
あ
る
。

併
し
こ
の
短
期
鰹
螢
に
於
け
る
一
時
的
嵯
践
に
よ
り
、

よ
り
も
稲
多
い
。

四

こ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
住
友
が
常
時
の
鎖
業
家
中
に
異
色
あ
る
存
在
で
あ
っ

こ
れ
は
住
友
の
如
ぎ
鰹
瞼
と
資
力
と
を
併
せ
有
つ
者
に
し
て
始
め
て
企
て

銀
五
千
―
―
―

百
枚
と

な
っ
て
ゐ
て
、

右
の

一
箇
年
千
七
百
十
枚

の
三
倍

大
疏
水
坑
逍
の
掘
竪

一
九

舞
ふ
や
う
で
は
、
経
瞼
と
資
力
と
を
自
負
し
た
住
友
の
面
目
は
何
虞
に
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
果
然
住
友
家
で
は

引
績
ぎ
直
ち
に
思
ひ
直
し
た
。
即
ち
こ
の
山
に
は
既
に
な
に
が
し
か
の
資
金
を
投
じ
た
こ
と
で
は
あ
る
し
、
何
と

言
っ
て
も
西
閾
第
一
と
い
は
れ
た
銅
山
で
あ
る
。
敷
百
年
末
採
掘
の
老
山
と
は
言
へ

‘
坑
底
に
は
尚
莫
大
な
富
鎮

が
存
在
す
る
こ
と
は
確
賓
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
疏
水
坑
道
さ
へ
完
成
す
れ
ば
、
新
山
同
様
に
な
し
得
て
、
相
営
の

得
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

計
壷
を
立
直
し
、

こ
の
ま
A

で
は
折
角
の
賓
山
も
遂
に
際
山
と
な
る
外
は
な
い

。
こ
A

に
於
い
て
改
め
て

①

R

 

一
大
疏
水
坑
道
掘
繋
の
工
事
を
起
す
こ
と
に
決
し
た
。
こ
れ
は
俊
英
な
営
主
友
信
以
下
主
脳
部

た
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
鰹
営

こ
A

で
こ
の
ま
A

挫
折
し
て
、
忽
ち
初
志
を
醗
し
て
仕

⑬

註

⑩
に
同
じ。



よ
か
ら
う
と
こ
れ
を
抑
制
し
た
か
ら
、

と
こ
ろ
が
、

こ
れ
に
劉
し
て
は
営
局
の
方
が
危
濯
遠
巡
し
た
ら
し
い

。
先
づ
以
つ
て
年
季
は
五
箇
年
と
す
る
が

取
敢
へ
ず
五
年
と
い
ふ
こ
と
に
し
て
、

⑤
 

あ
る
。
元
禄
元
年
（
這
'
[
二
十
月
の
稼
行
椴
績
願
書
に
こ
の
間
の
消
息
を
次
の
や
う
に
述
べ
て
ゐ
る
。

の
自
信
が
な
く
て
は
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
に
非
常
な
決
意
の
程
が
窺
は
れ
る
の
で
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
紐
螢

こ
れ
は
山
の
将
来
に
劉
す
る
見
通
し
と
、
自
ら
の
手
腕
資
力
に
餘
程

是
に
於
い
て
返
上
に
引
績
き
、
天
和
四
年
正
月
今
度
は
一

躍
十
箇
年
期
限
と
い
ふ
遠
大
の
計
襲
の
下
に
、
疏
水

坑
道
掘
繋
を
第
一
目
標
と
し
て
再
稼
行
を
願
ひ
出
た
。
大
謄
鎖
山
の
採
掘
椴
績
の
場
合
は
、
鎖
夫
の
離
散
防
止
や

其
の
他
の
諸
準
備
の
為
め
、
常
然
年
季
内
に
相
嘗
の
餘
裕
期
間
を
以
つ
て
綴
績
を
願
ひ
出
づ
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
に

拘
ら
ず
、
期
限
切
れ
の
翌
月
に
至
っ
て
漸
く
再
稼
行
の
願
書
を
提
出
し
て
ゐ
る
の
は
、
返
上
の
期
限
が
迫
つ
て
も
、

尚
容
易
に
見
通
し
が
つ
か
ず
、

調
査
に
調
査
を
重
ね
、
熟
議
考
案
を
練
る
に
時
日
を
要
し
た
こ
と
を
示
す
も
の

①
 

で
、
か
く
て
後
漸
く
に
し
て
一
大
決
意
を
固
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
嘗
時
の
鎖
山
紐
螢
の
年
季
は
、
寛
永

以
来
の
例
や
今
後
の
例
で
も
知
ら
れ
る
や
う
に
、

五
年
三
年
を
普
通
と
し
た
も
の
で
、
平
野
屋
・
濱
田
屋
の
雨
人

に
よ
る
八
箇
年
鰹
螢
と
い
ふ
の
も
、
嘗
初
か
ら
八
年
を
請
負
う
た
も
の
で
は
な
く
、
三
回
の
紐
螢
を
合
せ
て
八
年

④
 

と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
今
断
然
十
箇
年
の
年
季
を
以
つ
て
請
負
を
願
ひ
出
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
そ

改
め
て
願
書
を
提
出
し
た
の
で

二

0



り
、
只
今
迄
二
大
通
り
百
四
拾
間
小
切
風
廻
六
拾
間
程
掘
明
申
候
。

R
 

而
し
て
、
こ
の
時
の
疏
水
坑
道
掘
緊
計
豊
は
次
の
や
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

得
者
、

（
力

X
力
）

備
中
國
川
上
郡
吹
屋
村
銅
山
之
儀
、
先
年
御
請
仕
稼
申
候
虞
、
敷
百
年
相
績
之
御
山
故
、
間
符
共
愈
深

鋪
二
罷
成
、
水
甚
出
御
山
稼
不
罷
成
、
既
及
断
絶
候
。
然
共
西
國
一
番
之
結
構
成
御
山
捨
り
可
申
段
残

多
奉
存
候
二
付
、

十
ヶ
年
切
二
御
請
仕
大
水
抜
仕
度
之
旨
、
服
部
六
左
術
門
様
御
代
官
所
之
節
奉
願
候

先
五
ケ
年
切
二
仕
候
様
二
と
被
仰
付
‘

大
水
貫
積
り

一
谷
か
銅
出
申
間
符
迄

此
間
際
百
八
拾
間

天
和
四
子
年
か
嘗
辰
極
月
迄
之
御
定
二
而
大
水
抜
切
掛

此
外
二
間
符
か
間
符
迄
或
者
一
―
―
拾
間

又
者
五
拾
間
水
貫
敷
ヶ
所
御
座
候

此
入
用
金
凡
―
―
―
千
五
百
雨

こ
の
計
豊
は
営
時
と
し
て
は
容
易
な
ら
ぬ
も
の
で
、
餘
程
の
覺
悟
を
要
し
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

今
度
の
請
負
に
就
い
て
は
、
貞
享
元
年
（
這
囀
戸
二
子
八
月
請
負
人
泉
屋
彦
兵
衛
、
請
人
泉
屋
吉
左
衛
門
（
友
信
）
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
営



し
た
銅
千
貫
目
に
付
運
上
銅
百
貫
目
と
い
ふ
場
合
、

こ
の
千
貫
目
は
賓
は
山
師
取
分
即
ち
住
友
の
取
分
を
い
ふ
の

さ
て
今
度
の
経
営
に
お
い
て
は
、
疏
水
坑
工
事
を
第
一
と
す
る
が
、

納
す
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
営

同
吉
右
衛
門
（
友
芳
）
の
名
義
で
、
代
官
服
部
六
左
衛
門
宛
に
次
の
主
な
箇
條
を
含
む
一
札
を
納
れ
て
請
負
契
約
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。

一
、
水
貫
普
請
の
目
的
で
五
箇
年
の
季
限
で
許
可
さ
れ
る
こ
と
。

一
、
運
上
は
掘
出
し
た
銅
千
貫
目
に
付
、
銅
百
貫
目
と
し
、

て
代
銀
で
上
納
し
、

そ
の
代
銀
五
百
三
十
匁
宛
の
計
算
で
、
毎
月
上

一
、
御
番
所
御
入
用
米
百
九
石
二
斗
の
分
を
、
年
々
の
三
分
一
直
段
云
碑
t
訥
鱈
応
戸
”
↑
麟
虹
咋
年
呼
れ
）
を
以
つ

ま
た
御
番
所
小
屋
は
代
官
所
よ
り
の
差
圏
を
受
け
、
泉
屋
よ
り
建
設
し
、
そ
の
破

損
修
覆
も
負
擁
す
る
。

可
能
性
も
出
て
来
る
し
、

こ
の
工
事
の
進
捗
す
る
に
つ
れ
て
採
鎖
の

ま
た
前
回
に
普
請
を
仕
掛
け
て
置
い
た
間
符
で
、
小
額
の
費
用
を
以
つ
て
採
掘
し
得
る

場
所
は
、
傍
ら
採
掘
す
る
こ
と
A

し
、
こ
れ
ら
の
産
銅
に
應
じ
て
運
上
を
納
入
し
よ
う
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
掘
出

で
あ
っ
て
、
従
っ
て
産
銅
高
に
劉
し
て
は
運
上
高
は
十
一
分
の
一
と
な
る
勘
定
で
あ
る
。

運
上
を
産
銅
高
を
基
準
と
し
て
歩
合
制
に
よ
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
前
回
に
住
友
で
も
そ
れ
ま
で
の
例
に
従
っ
て



運
上
高
を
他
の
業
者
と
せ
る
形
式
の
下
に
一
箇
年
の
頷
を
豫
め
請
切
っ
た
の
と
は
、

異
な
る
も
の
が
あ
る

C

元
来
、

鎖
山
の
仕
法
に
直
山
と
請
山
の
別
が
あ
る
。
直
山
と
い
ふ
の
は
幕
府
や
藩
が
直
接

紐
螢
す
る
と
い
ふ
の
で
な
く
（
こ
の
や
う
な
直
螢
は
近
世
前
期
に
は
殆
ん
ど
存
在
し
な
い
）
奉
行
・
代
官
に
よ
っ

て
直
接
管
理
し
、
鎖
山
開
係
の
運
上
諸
役
を
ぢ
か
に
取
立
て
る
仕
組
の
山
で
あ
り
、
請
山
は
一
定
の
年
季
を
限
つ

て
運
上
高
を
豫
め
契
約
し
一
切
の
鎖
山
稼
行
を
業
者
に
請
負
は
す
山
で
あ
る
。

金
銀
山
で
も
次
第
に
多
く
採
用
さ
れ
、
銅
山
で
は
普
通
に
行
は
れ
た
と
思
は
れ
る
も
の
に
荷
分
法
が
あ
る
。
こ
れ

は
出
鑓
を
山
師
分
と
公
納
分
と
に
一
定
の
率
で
分
配
す
る
仕
法
で
あ
る
が
、
銅
山
で
は
一
般
に
山
師
分
十
に
劉
し

公
納
分
一
の
歩
合
で
あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。

慶
安
以
来
、

一
箇
年
の
運
上
銀
高
を
豫
め
契
約
し
て
請
負
っ
た
と
い
ふ
の
は
、
請
山
の
典
型
的
な
形
式
で
あ
る
。

金
銀
山
で
は
重
要
な
も
の
は
殆
ん
ど
直
山
法
を
採
用
し
た
が
、
銅
山
で
も
銅
鎖
業
の
稜
展
に
つ
れ
て
請
山
で
あ
り

な
が
ら
直
山
の
仕
法
を
加
味
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
即
ち
運
上
の
基
準
を
産
銅
高
に
置
く
こ
と
は
、
荷
分
法
の
仕

法
の
栂
承
で
あ
る
。
し
か
も
賓
は
産
銅
高
そ
の
も
の
よ
り
直
接
に
歩
合
を
計
算
す
る
と
い
ふ
よ
り
は
、
公
納
分
と

山
師
分
と
を

一
と
十
と
い
ふ
具
合
に
定
め
た
こ
と
は
、
荷
分
法
の
趣
意
に
よ
く
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
請
山
に
お

い
て
、
豫
め
運
上
を
契
約
す
る
こ
と
は
、
業
者
の
見
込
の
上
に
立
つ
て
を
り
、
殊
に
業
者
間
に
運
上
の
多
き
を
せ

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
距
螢

そ
の
趣
意
に
お
い
て
大
い
に

と
こ
ろ
で
直
山
の
運
上
法
と
し
て
、

し
か
し
銅
山
で
は
早
く
よ
り
請
山
が
多
く
採
用
さ
れ
た
。
吉
岡
で
も



時
の
代
官
服
部
六
左
衛
門
一
箇
の
配
慮
に
出
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い

。
次
い
で
九
月
下
旬
服
部
代
官
が

ぎ
な
が
ら
、
其
の
後
愈
ミ
認
可
の
段
に
な
っ
て
甚
し
く
手
間
取
っ
た
の
は
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
経
営

ら
す
と
い
ふ
仕
組
は
、

こ
の
年
季
縮
少
の
こ
と
は
、
或
は
嘗

そ
れ
だ
け
紐
螢

の
危
瞼
を
伴
ふ
。
従
っ
て
請
負
年
季
の
長
期
化
は
、

よ
い
よ
高
め
る
可
能
性
が
あ
っ
て
期
待
出
来
難
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
鰹
螢
の
合
理
化
の
た
め
に
は
直
山
法
の

⑦
 

仕
法
を
加
味
し
た
運
上
歩
合
制
が
望
ま
し
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
。

歩
合
制
の
採
用
に
伴
つ
て
、
常
局
が
採
鎮
・

産
銅
状
態
を
賓
検
監
督
す
る
た
め
、

む
し
ろ
投
機
性
を
い

下
役
人
の
派
遣
と
そ
の
駐
在

R
 

す
る
番
所
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
諸
入
用
が
請
負
人
の
負
櫓
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
番
所
と
い

ふ
の
は
床
屋
入
口
、
銅
荷
物
運
送
道
筋
、
他
領
境
抜
道
に
各
一

箇
所
づ
A

設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
役
人
は
各
番
所

毎
に
上
番
一
人
下
番
―
―
一
人
づ
A
‘

穂
計
十
二
人
居
り
、
之
に
劉
す
る
給
米
は
上
番
一
人
に
付
拾
石
と
―
―
一
人
扶
持
、

R
 

下
番
一
人
に
付
七
石
で
、
之
を
合
計
す
る
と
百
九
石
二
斗
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
願
書
を
提
出
し
た
の
が
正
月

⑩
 

で
、
請
負
願
人
名
義
は
泉
屋
彦
兵
衛
と
な
っ
て
居
り
、
い
よ
い
よ
願
出
通
り
認
可
さ
れ
て
請
書
を
差
出
し
た
の
は

八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
請
書
に
は
友
信
と
嗣
子
友
芳
と
が
請
人
と
し
て
名
を
列
ね
て
ゐ
る
の
で
あ
る

⑪
 

が
。
か
や
う
に
認
可
が
遅
延
し
た
の
は
、

こ
の
吉
岡
未
曾
有
の
大
計
事年
に
劉
し
、
嘗
局
で
も
相
営
問
題
と
し
て
、

裁
決
に
難
色
の
あ
っ
た
た
め
で
あ
ら
う
。
常
初
願
ひ
出
た
年
季
十
年
を
五
年
に
縮
め
て
願
書
を
提
出
せ
し
め
て
置

ニ
四



検
見
に
来
山
し
て
、
漸
く
入
山
の
運
び
と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
住
友
家
で
は
、

今
後

の
稼
行
の
賓
際
に
就
い
て
、

⑫
 

更
に
願
ひ
出
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
主
要
な
も
の
を
學
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
大
水
貫
之
儀
茶
木
間
歩
か
可
仕
候
。
此
壼
ヶ
所
一
日
も
無
憮
怠
為
切
可
申
候
。
火
燈
り
不
申
節
者
風

廻
シ
可
仕
候
。
其
外
五
拾
間
一
云
一
拾
間
之
水
貫
之
儀
者、

此
方
勝
手
次
第
段

ミ
切
可
申
候
御
事

C

る
。
そ
し
て
又
大
塚
家
の
資
料
に
よ
っ
て
、

こ
れ
で
前
の
積
り
書
の
「
谷
か
銅
出
申
間
符
」
の
間
符
が
茶
木
間
符
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
繹
で
あ

⑬
 

そ
れ
は
中
野
村
川
筋
へ
切
抜
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
大
水
貫
成
就
不
仕
内
者
、
千
枚
・
隅
東
大
根
戸
古
壺
水
鋪
者
稼
申
間
鋪
候
。
其
外
者
勝
手
次
第
―
―
稼
仕

度
候
。

不
入
壺
二
而
も
埋
申
間
鋪
候
。

一
山
内
間
歩
何
ヶ
所
二
て
も
、

下
候
御
事
。

こ
れ
で
疏
水
坑
道
開
繋
工
事
の
傍
ら
相
嘗
手
廣
く
採
掘
せ
ん
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
末
廣
間
歩
か
上
六
枚
東
迄
や
ら
い
仕
候
儀

者
、
喜
多
方
領
分

二
下
財
・
ゑ
ふ
引
•
水
取
・
日
用
・
か
な

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
網
愴

（
中
略
）

一
白
長
山
稼
申
節
者
用
水
二
障
無
之
様
二
可
仕
候
御
事
。

井
危
所
念
入
可
申
侯
御
事
。

二
五

又
者
普
請
等
諸
事
先
年
之
通
、
山
師
勝
手
次
第
稼
仕
候
様
二
被
仰
付
可
被



た
ヽ

こ
の
矢
来
は
吹
屋
・
北
方
の
領
堺
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
螢

め
女
等
御
山
稼
仕
候
も
の
敷
多
御
座
候
。
取
分
寒
風
之
節
者
難
儀
仕
候
間
、
や
ら
い
之
儀
御
免
可
被
下

こ
れ
で
見
る
と
吉
岡
の
稼
人
中
喜
多
方
即
ち
北
方
在
住
者
が
相
営
多
か
っ
た
や
う
で
あ
る
が
、
こ
の
北
方
と
い
ふ

⑭
 

の
は
、
吉
岡
の
北
隣
で
、
松
山
領
に
隔
し
、
吉
岡
と
一
連
の
鎖
脈
を
採
掘
し
て
ゐ
た
北
方
銅
山
が
あ
っ
た
。
ま

産
し
得
る
迄
に
は
、

つ
ま
り
鎖
幅
境
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
ら
う
。

か
く
て
愈
ミ
疏
水
坑
道
に
蓋
工
し
た
の
は
九
月
二
十
五
日
で
、
同
年
十
二
月
晦
日
迄
に
傍
ら
産
出
し
得
た
銅
は

⑮
 

六
千
九
百
八
拾
五
貫
目
即
ち
四
萬
―
―
―
千
六
百
五
十
六
斤
餘
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
尤
も
生
鑓
即
ち
原
鎮
よ
り
銅
を
製

⑯
 

日
敷
三
十
五
日
乃
至
五
十
日
を
要
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
右
の
高
は
九
月
二
十
五

日
以
後
三
箇
月
餘
り
の
間
に
採
掘
し
た
原
鎖
全
量
を
精
錬
し
て
得
た
額
で
な
い
こ
と
を
注
意
し
て
置
く
必
要
が
あ

る
。
次
い
で
翌
貞
享
二
年
正
月
よ
り
八
月
末
迄
の
製
産
銅
は
賦
萬
八
千
五
拾
貫
百
目
即
ち
十
七
萬
五
千
三
百
十
―
―
―

⑰
 

斤
餘
と
報
ぜ
ら
れ
て
居
り
、
平
均
月
産
額
は
前
年
の
一
萬
四
千
五
百
五
十
二
斤
よ
り
二
萬
一
千
九
百
十
四
斤
餘
へ

と
五
割
餘
の
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
後
同
年
末
迄
の
産
銅
は
不
明
で
あ
る
が
、
翌
貞
享
―
―
―
年
の
正
月

⑲
 

よ
り
七
月
迄
の
産
銅
は
十
八
萬
五
千
六
百
九
十
斤
餘
で
そ
の
月
産
額
は
約
二
萬
六
千
五
百
斤
と
な
り
更
に
好
調
を

呈
し
た
繹
で
あ
る
。

候
御
事
。

二
六



註

⑲
 

又
疏
水
坑
道
の
方
は
昨
年
九
月
以
来
本
年
末
迄
で
四
十
一
間
を
掘
竪
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
、
爾
後
年

五
年
目
の
元
緑
元
年
十
月
の
報
告
に
よ
る
と
、
常
時
迄
に
大
通
り

⑳
 

百
四
十
間
小
切
風
廻
六
拾
間
程
掘
り
明
け
た
と
い
ふ
。
従
っ
て
貞
享
三
年
以
来
は
九
十
九
間
で
、
月
割
約
三
間
に

営
り
、
以
前
よ
り
は
平
均
進
度
梢
良
好
で
あ
っ
た
と
は
言
へ
、
豫
想
外
に
岩
石
堅
く
、
為
め
に
多
額
の
紐
費
を
要

⑪
 

し
た
の
で
あ
っ
た
。

①
こ
の
間
の
消
息
は
天
和
四
年
正
月
の
再
稼
行
願
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
水
抜
工
事
装
願
の
理
由
と
し
て
、
右

御
山
之
儀
者
西
國
壼
番
之
銅
山
御
重
費
所
二
而
御
座
候
虞
二
水
貫
壺

候
間
末
こ
中
絶
可
仕
と
奉
存
候
併
谷
ふ
水
貫
仕
候
者
末
A
御
山
相
績

可
仕
候
御
了
簡
之
御
上
被
為

大
水
貫
積
り

一
谷
ふ
銅
出
申
間
符
迄

此
間
際
百
八
拾
間

仰
付
候
者
水
貫
仕
度
候

此
外
二
間
符
ふ
間
符
迄
或
者
三
拾
間

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
罷
螢

ケ
所
も
無
御
座
候
唯
今
之
通
二
御
座
候
得
者
水
た
4

ゑ
か
せ
き
難
成

々
の
進
捗
状
況
は
之
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、

百
年
相
績
之
御
山
故
、
間
符
共
愈
深
鋪
二
罷
成
水
甚
出
御
山
稼
不

罷
成
、
既
及
臨
絶
候
。
然
共
西
國
一
番
之
結
構
成
御
山
捨
り
可
申

段
残
多
奉
存
候

備
中
國
川
上
郡
吹
屋
村
銅
山
之
俊
、
先
年
御
請
仕
稼
申
候
慮
、
敷

に
こ
の
時
の
願
意
に
つ
い
て

仕
新
銅
山
同
前
二
罷
成
末
i
大
分
榮
可
申
候

又
者
五
拾
間
水
貫
敷
ヶ
所
御
座
候

此
入
用
金
凡
――
―
千
五
百
雨

二
七

右
此
水
貫
成
就
仕
候
得
者
間
符
之
中
井
之
こ
と

く
た
A

ゑ
申
水
干
水

と
述
べ
て
ゐ
る
こ
と
や
、
又
後
の
元
緑
元
年
十
月
の
稼
行
臨
績
願
書



天
野
屋
が
銅
千
貫
目
に
つ
き
運
上
銅
五
十
貫
を
上
納
す
る
こ
と
で
請

⑦
天
和
四
年
子
正
月
の
泉
屋
彦
兵
衛
願
書
（
備
中
銅
山
控

・
備
中
川
上

⑤

備

中

川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
゜

④
慶
長
年
中

ョ
リ
天
明
八
年
申
迄
、
備
中
國
川
上
郡
吹
屋
村
吉
岡
銅
山

行
臨
績
願
書
。

請
負
人
覺
（
大
塚
家
文
書
）
。

R
既
記
天
和
四
年
正
月
附
再
稼
行
願
書
。

に
大
い
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

友
信
は
難
波
の
人
傑
と
や
」
と
述
べ
て
ゐ
る
な
ど
も
、
彼
を
観
る
上
⑤

友
信
―
―-
+
―――

回
忌
追
悼
和
歌
集
の
紀
海
音
の
序
文
に
、

「
故
住
友
氏

R
既
記
天
和
四
年
正
月
附
再
稼
行
願
書
及
び
後
記
元
緑
元
年
十
月
附
稼

郡
吹
屋
村
御
山
用
控
）
や
大
塚
家
文
書
に
よ
る
と
、
正
保
年
間
大
阪

白
に
就
い
て
香
道
の
奥
俊
を
も
究
め
た
。
孫
入
江
育
齋
が
編
輯
し
た

つ
て
顆
は
れ
、
後
望
月
長
好
に
従
っ
て
和
歌
を
能
く
し
、
更
に
米
川
常

い
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
彼
は
ま
た
早
く
若
年
よ
り
狂
歌
を
以

う
に
、
子
友
芳
時
代
の
住
友
の
繁
榮
が
彼
の
後
見
に
負
ふ
と
こ
ろ
多

R
友
信
が
非
凡
の
オ
腕
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
に
も
多
少
燭
れ
る
や

と
述
べ
て
ゐ
る
こ
と
は
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
螢

R
元
緑
元
年
十
二
月
附
の
「
御
番
所
役
人
之
積
り
」
（
「
備
中
川
上
郡
吹

て
次
の
様
に
記
し
て
ゐ
る
。

一
床
屋
入
口

二
御
番
所

一
銅
荷
物
通
り
候
道
筋
二
改
御
番
所

一
他
領
境
抜
道
御
番
所

但
遠
見
役
人
共
々

壼
ヶ
所

右
番
人
メ
拾
賦
人

内
戸
い
は
翡
公
峠
摺
竺
註
涙
紐
持
な
し

此
給
米
扶
持
方
合
百
九
石
爪
斗

但

登

ケ

所

但

壷

ヶ

所

但

下 上下ヒ下上
番 番番蕃番番

三 登三壼 三壼
人人人人人人

屋
村
御
山
用
控
」
の
中
）

に
こ
の
番
所
及
び
役
人
と
入
用
米
に
就
い

「
今
度
の

請
負
に
就
い
て
は
、
」
以
降
の
敷
項
補
訂
。
I

（小
葉
田
）
1

は
業
者
側
の
抗
議
が
絶
え
ず
、
普
通
一
割
で
あ
っ
た
。

I
（
小
葉
田
）

際
、
番
所
に
お
い
て
上
納
銅
を
徴
牧
す
る
方
法
を
採
っ
た
。
二
割
で

槙
山
・
尾
去
澤
等
多
く
の
銅
山
が
開
褻
さ
れ
た
が

領
外
移
出
の

あ
る
。
奥
州
南
部
領
で
は
、
寛
文
頃
以
来
、
水
澤

・
白
根
・
狼
倉

制
が
行
は
れ
た
事
賓
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
運
上
率
が
低
過
ぎ
る
感
が

負
っ
た
と
い
ふ
。
零
細
な
銅
山
で
も
山
師
分
十
、
公
納
分
一
の
歩
合

ニ
八



⑪ 

節
銅
山
御
運
上
御
請
仕
候
例
ヲ
以
、
今
度
御
山
願
書
二
も
書
付
差
上

申
候
通
、
無
相
違
私
方
ふ
差
上
可
申
候
。
尤
右
之
外
二
御
番
所
被
仰

付
候
共
、
是
又
御
入
用
私
方
か
出
可
申
候
。

尚
大
塚
家
の
寛
政
三
年
十
月
附
の
吉
岡
銅
山
名
義
及
び

三
ツ
道
具

建
置
の
由
来
に
開
す
る

口
上
書
に
も
こ
の
こ
と
が
見
え
て
ゐ
る
が
、

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
．
「
備
中
銅
山
控
」
。

因
に
「
別

子
開
坑
二
百
五
十
年
史
話
」
に
は
、
こ
の
水
抜
開
整
に
つ
き
、

府
の
補
助
を
得
」
と
言
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
「
垂
裕
明
鑑
」
に
誤

ら
れ
た
の
で
、
同
書

は
そ
の
純
説
の
鎖
業
略
記
の
と
こ
ろ
に
第
二
次

経
螢
の
際
幕
府
よ
り
補
助
金
を
得
た
こ
と
を
第
一
次
紐
埜
と
混
同
し

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
鰹
螢

が
よ
く
わ
か
る
。

「
幕

⑲ 

二
九

中
川
上
郡
吹
屋
村
銅
御
山
大
水
貫
人
敷
覺
゜

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
の
貞
享
三
年
正
月
十

五
日
附
備

⑭
吹
屋
の
西
南
方
に
も
北
方
（
川
上
郡
備
中
町
）
と
い
ふ
と

こ
ろ
が
あ
る

（
吹
屋
村
銅
山
御
運
上
目
録
）
。

⑯
同
右
及
び
「
備
中
銅
山
控
」
の
貞
享
二
年
九
月
廿
八
日
附
覺
書
。

山
御
運
上
目
録
。

⑲
貞
享
―
―
―
年
銀
出
入
帳
゜

⑲
⑳
同
右
の
元
緑
元
年
十
月
附
稼
行
樅
績
願
書
。

泉
屋
吉
左
衛
門
の
下
に
支
配
手
代
安
田
彦
兵
衛
と
あ
っ
て
そ
の
開
係
⑰
「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
の
貞
享

二
年
八
月
附
吹
屋
村
銅

⑩
大
塚
家
文
書
の
天
明
八
年
四
月
附
吉
岡
銅
山
請
負
人
覺
に
は
大
阪
和

が
あ
る
や
う
で
あ
る
。

人
敷
に
多
少
の
相
異
が
あ
り
、
番
所
役
人
又
創
始
の
由
来
に
も
誤
解
⑮

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
の
貞
享
元
年
十
二
月
附
覺
書

が
、
銅
山
古
圏
に
よ
る
と
こ
れ
と
は
別
で
あ
る
。

⑬
大
塚
家
文
書
文
化
元
年
十
一
月
附
吉
岡
銅
山
相
績
次
第
書
上
。

右
御
役
人
衆
御
給
米
井
御
番
所
入
目
、
服
部
六
左
衛
門
様
御
代
官
之

⑫
「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」

・「
備
中
銅
山
控
」
。

て
記
述
し
て
ゐ
る
。
第
一
次
は
飽
く
ま
で
住
友
の
自
力
紐
螢
で
あ

る。



鑓
は
こ
れ
を
ク
サ
リ
と
讀
み
、
鉛
と
同
じ
く
原
鎖
の
事
で
あ
る
。

ゅ

こ
の
掘
り
出
し
た
ま
A

の
原
鎮
を
碑
ぎ
汰
つ
て

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
鯉
螢

選
鎖
精
錬
と
従
業
人

こ
A

で
少
し
く
方
面
を
韓
じ
、
営
時
の
選
鎖
精
錬
及
び
従
業
人
の
状
態
を
窺
つ
て
見
よ
う
。

①
 

（這
疇
i
二

九
月
廿
八
日
附
の
こ
れ
に
開
す
る
覺
書
が
あ
る
。

一
間
符
か
掘
出
申
候
生
鑓
百
三
拾
貫
目

但
拾
貫
目
二
付
直
段
壼
匁
か
戴
匁
迄
山
師
買
取
申
候
。

此
正
味
ゑ
り
鑓
百
貫
目

先
づ
貞
享
二
年

是
を
釜
二
而
燒
申
候
。
生
鑓
か
銅
二
仕
候
迄
二
日
敷
―
―
―
十
五
日
か
五
十
日
迄
掛
り
申
候
。

残
而
三
拾
貫
目
く
た
き
ゆ
り
物
二
仕
候
故
石
土
二
捨
り
申
候
。

不
要
の
土
石
を
去
り
、
選
鎮
を
得
る
繹
で
あ
る
が
、

そ
の
除
却
の
分
が
百
三
十
貫
に
封
し
て
三
拾
貫
即
ち
二
十
―
―
―

①
 

バ
ー
セ
ン
ト
餘
り
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
後
の
元
緑
九
年
（
這
道
i
六
）
の
「
備
中
銅
御
山
仕
様
之
覺
」
に
見
え
る

（
中
略
）

に
来
た
と
ぎ
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
そ
の
要
毘
を
摘
記
し
よ
う
。

五

こ
れ
は
新
任
の
代
官
後
藤
覺
右
衛
門
が
始
め
て
吹
屋

1
0
 



比
率
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
餘
に
比
す
る
と
、
常
時
の
原
鎮
の
歩
附
は
餘
り
良
好
で
な
か
っ
た
や
う
に
も
一
應
は
考
へ

ら
れ
る
が
、
更
に
次
の
記
述
を
見
る
と
、

一
ゑ
り
鑓
百
貫
目
釜
二
而
焼
申
候
得
者
、

一
ゑ
り
鑓
百
貫
目
燒
申
候
を
荒
吹
二
仕
候
得
者

一
床
尻
銅
―
―一
貫
目

こ
A

に
見
え
る
荒
吹
は
「
鼓
銅
圏
録
」
に
記
す
鉛
吹
の
こ
と
で
、

こ
と
も
同
書
に
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
。

ま
た
右
の
記
述
に
よ
る
と
、
生
鑓
即
ち
原
鎖
十
貫
目
か
ら
銅
約
八
百
五
十
目
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
経
営

は
銅
約
一
貫
百
六
匁
を
得
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

残
而
八
拾
八
貫
九
百
四
拾
目
か
ら
み
二
成
捨
り
申
候
。

/
銅
拾
壼
貫
六
拾
目

一
か
わ
拾
三
貫
目

但

此
員
吹
銅
八
貫
六
拾
目
但

必
ず
し
も
左
様
に
は
速
断
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

七
拾
貫
目
二
成
申
候
。
残
而
三
拾
貫
目
程
軽
ク
成
申
候
。

か
わ
拾
貫
目

二
付

銅
六
貫
訳
百
目
宛

生
鎧
拾
貫
目

二
付

八
百
五

拾
目
宛

ゑ
り
鍵
拾
貫
目
二

付

壼
貫
百
六

匁
宛

そ
の
他
床
尻
銅
・

か
わ
・
員
吹
•

か
ら
み
の

ゑ
り
鍵
即
ち
選
鎖
十
貫
目
か
ら



と
員
吹
銅
を
合
計
し
た
四
十
―
―
一
貫
目
を
得
る
わ
け
で
あ
る
が
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
罷
螢

元
緑
九
年
九
月
‘
．
大
阪
で
代
官
所
の
役
人
へ
提
出
し
た
「
備
中
銅
御
山
仕
様
之
覺
」
は
床
壼
枚
吹
に
就
い
て
か

な
り
詳
細
な
説
明
で
、

こ
の
銅
は
次
の
日
に
役
人
が
検
査
し
、
銅
山
師
方

二
日
程
か
A

る
と
い
ふ
。
燒
鎮
は
燒
出
し
と
よ
ぶ
人
夫

こ
れ
は
嘗
時
の
標
準
的
な
採
鎮
よ
り
精
錬
に
至
る
情
況
に
近
い
も
の
か
と
思
は
れ
る
。

生
鑓
五
十
荷
即
ち
六
百
貫
目
を
砕
女
が
粉
砕
し
選
鎮
し
て
、
残
り
正
味
譴
は
四
十
荷
、

味
鑓
を
砕
女
場
よ
り
鑓
持
が
燒
寵
へ
運
び
、
燒
鎮
す
る
。
燒
鎮
は
燒
大
工
が
之
に
嘗
り
鼈
手
子
が
手
博
ひ
、
燒
木

三
百
貫
目
、
炭
五
貫
目
程
を
用
ひ
、

日
敷
凡
そ
二
十
一
、

五
百
貫
目
と
な
る
。
正

の
手
で
床
に
運
ば
れ
る
。
燒
鎖
四
十
荷
は
床
一
間
で
壼
吹
に
八
荷
づ
A

五
回
に
分
け
て
一
聾
夜
で
吹
か
れ
る
。

れ
が
五
つ
吹
で
あ
る
。
吹
く
も
の
は
鉛
大
工
一
人
で
、
吹
子
二
挺
に
吹
子
差
（
鉛
手
子
と
も
い
ふ
）
二
人
を
要
し
、

す

は

ひ

吹
床
を
作
る
に
用
ひ
る
炭
灰
を
作
る
炭
灰
一
人
が
付
く
。

こ
れ
が
荒
吹
で
あ
る
が
、
木
炭
凡
そ
百
六
十
貫
目
を
費

か
は

し
、
剥
ぎ
と
っ
た
跛
は
七
十
貫
目
程
で
、
そ
の
跡
に
床
尻
銅
が
合
計
八
貫
目
程
出
来
る
。
跛
七
十
貫
目
は
員
吹
床

一
間
で
一
夜
一
吹
に
し
、

へ
引
取
り
、

吹
銅
三
十
五
貫
目
程
を
得
る
。
員
吹
大
工
一
人
、
手
子
二
人
、
炭
灰
一
人
が
之
に
営

り
、
木
炭
凡
そ
六
十
貫
目
程
を
使
用
し
た
。
従
っ
て
生
鑓
六
百
貫
目
、

正
味
鑓
五
百
貫
目
よ
り
正
味
銅
は
床
尻
銅

十
六
貫
目
宛
を

一
箇
と
し
、
成
吼
へ
出
し
成
吼
よ
り
川
恐
を
以
つ
て
倉
敷
へ
出
し
、
大
阪
へ
海
上
登

①
 

ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

こ



本
拾
枚

の
出
鑓
に
就
い
て
の
歩
附
大
法
の
記
載
が
あ
る
。

で
あ
る
。

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

さ
て
こ
れ
に
よ
る
と
、
原
鎖
選
鎖
各
十
貫
目
に
付
い
て
は
七
百
十
六
匁
除
と
八
百
六
十
匁
と
に
な
っ
て
、
貞
享

二
年
の
覺
書
の
場
合
に
比
し
餘
程
歩
附
が
悪
く
、
前
の
原
鎖
と
後
の
選
鎮
と
が
略
匹
敵
す
る
状
態
で
あ
る
。

れ
ば
こ
4

に
自
ら
前
の
選
鎖
が
問
題
に
な
る
繹
で
、
前
の
原
鎖
は
銅
鎮
以
外
の
土
石
等
の
含
有
が
相
嘗
多
か
っ
た

か
、
或
は
そ
の
選
鎖
標
準
が
高
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
り
、

目
を
産
し
て
ゐ
る
に
封
し
、
後
者
は
五
百
貫
目
に
付
ぎ
僅
か
に
八
貫
目
で
あ
り
、

三
貫
目
か
ら
員
吹
銅
八
貫
六
十
匁
即
ち
跛
十
貫
目
に
付
き
銅
六
貫
二
百
目
を
得
て
ゐ
る
に
到
し
、
後
者
が
跛
七
拾

貫
目
か
ら
員
吹
銅
一
―
―
十
五
貫
目
、

諸
國
銅
山
記
の
「
山
の
い
か
さ
ら
」
に
、
元
緑
八
、

盆
平
均
の
意
）

こ
れ
は
床
壼
枚
吹
つ
ま
り
生
鍵
五
十
荷
凡
そ
三
千
七
百
五
十
斤

④
 

よ
り
の
正
味
銅
斤
高
を
記
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
今
そ
の
大
概
を
示
す
と
、

な
ら

恐
鋪
平
し

元
緑
八
年

二
月

こ
れ
は
正
味
銅
な
る
床
尻
銅
に
就
い
て
観
る
時
、
前
者
が
選
鎖
百
貫
目
に
付
ぎ
―
―
一
貫

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
螢

即
ち
十
貫
目
に
付
き
五
貫
目
し
か
得
て
ゐ
な
い
こ
と
か
ら
も
證
し
得
ら
れ
る
の

三
百
七
十
斤

九
年
頃
の
事
賓
を
記
し
た
と
思
は
れ
る
吉
岡
銅
山
諸
間
符

二
百

七
、
八
十
斤
よ
り

二
百
四
十
斤
ま
で

さ
す

い
づ
れ
に
し
て
も
前
の
鎖
石
が
優
良
で

又
跛
に
就
い
て
は
、
前
者
が
十



新
古
か
ら
み
拾
物

同

取
合
せ

元
緑
八
年
極
月
よ
り

同
九
年
三
月
ま
で

但
シ
立
の
五

挽
坪

元
緑
十
年
五
月
床
屋
拾
物

鉛
ず
り
買
拾
物

床
大
工
拾
物

百
八
十
斤

二
百
二
十
斤

百
五
十

八
斤
七
分

二
百
十
一
斤

開
東
立
の
八
挺
巳
言
丘
戸

□

丘
這

日
よ
り

千
荷

龍
井
山

船

鋪

元
緑
九
年
八
月

i

――日
よ
り

同
年
十
月
晦
日
ま
で

元
緑
九
年
十

一
月
よ
り

同
十
年
二
月
廿
五

日
ま
で

釜
山

藤
の
本

元
緑
九
年
―――
月
十

――
―日
よ
り

船

鋪

中

通

り

同

年
九
月
晦
日
ま
で

中
拾
枚

但
上
鉛
の
み
選
べ
ば
四
百
五
、
六

十
斤
あ
り

元
緑
八
年
七
月
よ
り

同
九
年
五
月
九
日
ま
で

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
経
営

一百
五
十
斤

二
百
二

十
斤

三
百

三
、
四
十
斤

上
鉛
は
一
―
―百
斤
程

二
百
五
、
六

十
斤

二
百
八
、
九
十
斤
よ
り
根
戸
に
て
二
百
五
、
六
十
斤

二
百
六
、

七
十
斤
よ
り

二
百
四

十
斤
ま
で

二
百
十
斤
よ
り

三
百
三

十
斤
ま
で

二
百
三
、
四
十
斤

一四



次
に
山
内
の
従
業
人
穂
敷
は
六
百
一
デ
一
十
五
人
で
、

一
山
師
家
内
人
敷
―
―
―
拾
五
人

―――一人

一
百
五
拾
七
人

一
三
拾
人

一
戴
百
八
人

間
符
四
ヶ
所
鑓
番
人

鑓
く
だ
ぎ
場
役
人

炭
燒
木
支
配
人

賣
物
方
手
代
中
間
共

床
屋
大
工
手
子

く
た
き
ゆ
り
物
女

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
紐
螢

一
四
拾
六
人

一
六
拾
爪
人

一
山
内
下
財
人
敷
六
百
人

一
九
人

一
戴
人

一
五
人

一
拾
六
人

内

水
樋
引

得
符
引

掘
子

床
屋
役
人

R
 

そ
の
内
諄
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
五



一
鑓
く
だ
き
申
者
を
砕
女
と
申
て
下
財
之
妻
子
二
致
さ
せ
申
候
。

一
鋪
之
水
を
樋
と
申
物
二

而
取
捨
申
候
。
此
者
を
水
引
と
申
候
。

一
鑓
鋪
二
而
掘
候
場
所
仕
道
普
請
遣
申
を
得
歩
引
と
申
候
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
鰹
螢

一
四
拾
七
人

老
人
井
子
共

こ
れ
で
見
る
と
、
山
師
家
内
と
い
ふ
の
は
螢
業
主
常
傭
の
職
員
で
、
監
督
の
地
位
に
あ
る
者
の
謂
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
山
師
家
内
と
い
ふ
如
き
親
愛
性
の
響
ぎ
濃
い
稲
呼
で
呼
ん
だ
黙
は
、
嘗
時
の
雇
傭
開
係
を
窺
ふ
べ
ぎ
も
の

と
し
て
甚
だ
興
味
深
い
。
こ
れ
に
劉
し
下
財
と
は
臨
時
扉
の
稼
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
下
財
は
か
く
山

内
稼
人
の
穂
稲
で
あ
る
の
外
、
輩
に
掘
子
の
み
を
意
味
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
は
、
既
述

の
如
く
前
年
九
月
の
願

書
に
、
下
財
・
ゑ
ふ
引
•
水
取
・
日
用
・
か
な
め
女
等
と
並
記
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る

。

要
は
掘

子
こ
そ
下
財
の
根
幹
だ
か
ら
で
、
事
物
の
名
稲
の
轄
化
に
よ
く
見
る
例
で
あ
る
。

尚
此
等
稼
人
の
作
業
に
就
い
て
は
、

考
の
為
め
摘
記
し
よ
う
。

又
前
記
「
備
中
銅
御
山
仕
様
之
覺
」
に
具
罷
的
な
説
明
が
あ
る
か
ら
、
参

一
鑓
鋪
二
而
掘
申
者
を
横
番
共
又
掘
子
と
も
申
候
。
右
買
鑓
二
仕
候
故
横
番
自
身
明
り
へ
追
上
ケ
申
候
。

一
五
拾
人

日
用

一
六



内

一
鍵
燒
申
者
を
燒
大
工
と
申
候
。
外

二
鼈
手
子
と
申
候
。

一
右
鑓
燒
吹
申
者
を
鉛
大
工
と
申
壼
人
二
而
吹
申
候
。

一
吹
子
指
申
者
を
鉛
手
子
と
申
而
吹
子
爪
挺
戴
人
二
し
て
指
申
候
c

こ
れ
で
大
騰
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
右
の
吹
子
と
は
調
、
手
子
と
は
手
博
、
助
手
の
意
味
で
、
燒
大
工
・
鉛
大

工
及
び
其
の
手
子
が
前
の
床
屋
大
工
手
子
に
相
営
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

一
燒
寵
か
床
屋
へ
出
シ
申
人
足
燒
出
シ
と
申
候
。

（
炭）

一
吹
床
二
持
候
炭
を
臼
二
而
は
た
ぎ
申
者
を
寸
灰
と
申
候
。

な
ど
A

あ
る
の
は
、
右
の
日
用
・
老
人
・
子
供
に
包
含
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

以
上
の
外
山
内
工
事
の
賓
況
を
窺
ふ

べ
ぎ
も
の

と
し
て
は
、
貞
享
三
年
正
月
十
五
日
附
の
備
中
川
上
郡
吹
屋
村

銅
御
山
大
水
貫
人
敷
覺
が
あ
っ
て
、
疏
水
坑
道
掘
緊
櫓
嘗
穂
人
員
と
其
の
内
諄
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
即
ち
左
の
通

り
で
あ
る
。

一
壼
ヶ
所

大
水
貫
切
地

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
経
営

一
鍵
砕
女
場
か
燒
鼈
へ
は
こ
び
申
人
足
を
鑓
持
と
申
候
。

そ
し
て
外
に

一七



こ
れ
で
見
る
と
、
坑
道
の
掘
進
に
は
掘
子
五
人
又
は
四
人
を
以
つ
て
し
て
ゐ
る
が
、
普
通
一
般
に
は
四
人
を
以

R
 

つ
て
一
組
と
な
し
、
之
を
鎚
一
挺
前
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

尚
此
等
の
稼
人
中
北
方
に
居
住
す
る
も
の
が
相
営
多
か
っ
た
こ
と
は
既
に
之
を
見
た
が
、
も
と
よ
り
そ
の
大
部

分
は
矢
張
り
吹
屋
村
に
住
ん
で
ゐ
た
で
あ
ら
う
。

一
壼
人

一
壼
人

一
壼
人

一
壺
人

一
六
人

得
ふ
引
四
人

掘
子
四
人

一
壼
ヶ
所 得

ふ
引
四
人

掘
子
五
人

中
間
九
郎
左
衛
門

小
屋
番
孫
右
衛
門

し
か
も
彼
等
に
諸
國
よ
り
の
渡
り
者
が
多
か
っ
た
こ
と
は
今
更

間
歩
役
人
太
郎
右
衛
門

間
歩
大
工
次
右
衛
門

水
引

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
鰹
螢同

風
廻
切
地

一八



ハ
悪
水
掛
等
多
、
中
々
農
業
計
二
而
、
渡
世
難
相
成
、
過
半
銅
山
稼
二
而
、

ヽ

中
に

言
ふ
ま
で
も
な
く
、
後
に
吉
岡
よ
り
伊
豫
の
立
川
に
移
り
、
別
子
銅
山
稜
見
の
端
緒
を
つ
く
つ
た
切
上
り
長
兵
衛

⑦
 

や
そ
の
友
源
四
郎
・
久
右
衛
門
等
の
如
き
も
、
共
に
阿
波
人
で
あ
っ
た
。
又
嘗
時
の
銅
山
宗
旨
改
帳
の
書
式
例
を

見
て
も
、
各
人
の
右
肩
に
本
國
何
図
何
村
と
出
身
地
を
注
記
す
る
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
銅
山
宗
旨

改
帳
に
よ
る
と
、
彼
等
は
宗
旨
改
に
到
し
て
は
吹
屋
村
の
西
本
願
寺
宗
正
善
寺
或
は
本
教
寺
と
丸
山
村
の
禰
宗
延

⑥
 

命
寺
と
に
蘭
し
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
穂
人
敷
は
同
じ
く
貞
享
二
年
十
一
月
の
調
査
で
は
四
百
二
十
四
人
、
翌

三
年
三
月
の
調
査
で
は
四
百
五
十
二
人
と
あ
る
。
さ
う
す
る
と
、
前
の
同
年
九
月
附
覺
書
の
人
敷
と
一
致
し
な
い

が
、
そ
れ
は
覺
書
の
人
敷
は
稼
人
全
臆
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
に
到
し
、
宗
旨
改
帳
の
人
敷
は
山
内
の
稼
人
小
屋

居
住
者
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
宗
旨
改
帳
に
は
未
稼
慟
の
幼
年
者
若
干
を
も
含
む
筈
で
、
従

つ
て
賓
際
の
稼
人
だ
け
に
就
い
て
観
る
と
、
雨
者
の
敷
の
差
は
更
に
大
ぎ
く
な
る
が
、

一九

そ
の
差
額
の
人
員
は
即
ち

里
方
居
住
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

こ
の
吉
岡
銅
山
に
里
方
居
住
の
土
着
稼
人
の
多
か

っ
た
こ
と
は
、
大
分
後
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
土
地
の
告
家
大
塚
氏
の
寛
政
三
年
（
這
渭
干
ヒ
）
五
月
の
稼
行
請
書
の

「
吹
屋
村
之
義
者
、
御
高
七
拾
石
餘
之
村
方
二
而
、

百
姓
鼈
百
軒
二
及
ヒ
、
男
女
多
勢
住
居
仕
、
御
田
畑

座
候
。
」
と
言
っ
て
ゐ
る
一
節
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
経
営

先
年
ョ
リ
御
百
姓
相
績
仕
候
儀
二
御



⑤
 

①
 

註

覺゚

R 

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
の
各
年
度
宗
旨
改
書
。

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
所
牧
貞
享
二
年
九
月
廿
八
日
附

で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。

あ
る
。

I
（
小
葉
田
）

I

の
肩
書
で
本
教
寺
と
あ
る
よ
り
す
れ
ば
、
雨
寺
は

同
一
寺
院

の
改
名

の
歩
附
は
、
こ
ぼ
れ
或
は
捨
て
ら
れ
た
ず
り
等
に
就
い
て
の
も
の
で

善
寺
と
あ
る
に
劉
し
、
元
緑
七
年
の
そ
れ
に
は
正
善
寺
と
全
然
同

八
丁
を
立
て
た
と
こ
ろ
よ
り
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
以
下

④
開
東
立
ノ
八
挺
と
は
開
東
間
符
の
中
の
掘
場
の
名
稲
て
、
八
挺
は
樋

（
小
葉
田
）
ー

「
元
腺
九
年
九
月

r

云
々
」
以
降
採
鎖
・
精
錬
に
開
す
る
項
補
訂
°
|

①
②
 
「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
所
牧
゜

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
紐
営

併
し
こ
の
宗
門
改
帳
に
見
ら
れ
る
山
内
居
住
者
の
敷
も
、
貞
享
四
年
に
は
一
躍
六
百
四
十
六
人
と
な
っ
て
、

R
「
備
中
銅
山
公
用
帳
」
・

「
備
中
釦
山
控
」
の

正
徳
四
年
（
午
年
）
五

月

十
九
日
附
口
上
書
。

⑦

「
闘
御
銅
山
侵
」
中
の
豫
州
別
子
御
銅
山
未
来
記

3

R

山
内
稼
人
の
本
願
寺
宗
の
旦
那
寺
に
就
い
て
、
貞
享
三
年
、
元
緑
六

年
の
宗
旨
改
帳
は
西
本
願
寺
宗
正
善
寺
末
寺
西
本
願
寺
宗
吹
屋
村
正

し
い
増
加
を
見
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
人
員
敷
は
、
営
山
の
稼
行
成
績
を
考
へ
、

R
 

す
る
上
に
、
大
切
な
資
料
で
あ
る
。

別
子
の
場
合
と
比
較

四
〇

著



大
疏
水
坑
逍
の
完
成
と
繁
榮

大
疏
水
坑
道
工
事
が
豫
想
外
の
難
工
事
で
、
多
額
の
経
費
を
要
し
た
ら
し
い
こ
と
は
既
述
の
如
く
で
あ
る
が
、

併
し
な
が
ら
豫
測
通
り
百
八
十
間
の
掘
繋
で
完
了
す
る
と
せ
ば
、
残
る
と
こ
ろ
四
十
間
で
あ
り
、

進
度
月
割
約
三
間
を
以
つ
て
計
る
と
、

請
負
の
計
蟄
の
下
に
着
手
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
別
に
見
込
違
ひ
と
い
ふ
繹
で
も
な
い

。

二
箇
月
の
元
緑
元
年
十
月
、

住
友
家
は
更
に
来
年
よ
り
向
ふ
五
箇
年
間
の
稼
行
継
績
を
願
ひ
出
た
。
そ
の
新
運
上

は
出
銅
（
銅
山
師
分
）
千
貫
目
に
到
す
る
百
貫
目
に
付
い
て
銀
二
十
匁
増
で
、
即
ち
五
百
五
十
匁
を
要
求
さ
れ
た

①
 

と
こ
ろ
を
見
る
と
、
将
来
を
有
望
視
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
今
度
の
願
人
は
前
々
年
貞
享
三
年

R
 

（
這
這
干
六
）
以
来
彦
兵
衛
に
代
つ
て
嘗
山
に
詰
め
て
ゐ
た
手
代
の
助
七
と
勘
介
で
あ
り
、
住
友
家
の
嘗
主
も
友
信
は

⑤
 

既
に
貞
享
二
年
に
隠
退
し
、
若
年
の
友
芳
が
跡
を
嗣
い
で
ゐ
た
。
何
故
に
ま
た
こ
の
重
大
な
事
業
の
進
行
中
、
漸

く
三
十
九
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
壮
年
で
且
つ
手
腕
家
で
あ
っ
た
友
信
が
隠
退
し
、
僅
か
十
六
歳
の
友
芳
が
跡
を

こ
の
あ
た
り
の
史
料
鋏
け
て
、
詳
細
な
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
螢

は
る
断
片
的
な
零
細
な
資
料
を
綜
合
し
て
推
究
す
る
に
、

承
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。

I -

ノ‘

四

そ
れ
は
銅
の
精
錬
及
び
貿
易
と
共
に
金
銀
雨
替
を
営

一
年
餘
り
の
工
事
で
あ
る
。

そ
こ
で
期
限
前

た
ま
た
ま
博

そ
れ
に
こ
の
事
業
は
も
と
も
と
年
季
十
箇
年

こ
れ
は
従
来
の



住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
鰹
螢

み
、
諸
大
名
の
用
逹
を
勤
め
て
ゐ
た
賓
弟
友
貞
の
江
戸
為
替
手
違
事
件
に
連
坐
し
て
、
幕
府
の
譴
責
を
蒙
む
る
に

至
っ
た
為
め
で
あ
る
ら
し
い

。
何
分
相
手
に
諸
大
名
が
ゐ
る
だ
け
に
立
場
は
不
利
で
あ
る
。

こ
の
事
に
閥
聯
し
て
辮
滑
な
ど
の
為
め
で
あ
ら
う
家
産
傾
き
、

し
か
も
ま
た
恐
ら
く

一
時
は
危
殆
に
頻
す
る
如
き
状
態
と
も
な
っ
た
や

④
 

う
で
あ
る
か
ら
、
自
然
本
事
業
の
紐
螢
に
は
並
々
な
ら
ぬ
苦
心
を
要
す
る
こ
と
A

な
っ
た
の
で
あ
る
。
併
し
本
腰

を
据
ゑ
遠
大
の
計
豊
で
着
手
し
た
こ
の
事
業
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
住
友
は
最
早
簡
輩
に
こ
れ
を
手
放
し
は
し
な
か

っ
た
。
希
望
を
将
来
に
托
し
、
窟
窮
の
中
に
手
段
を
盤
し
て
、
稼
行
綴
績
を
願
ひ
出
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
願

ひ
出
の
翌
々
十
二
月
友
芳
を
請
人
と
し
て
請
書
を
提
出
し
て
ゐ
る
こ
と
よ
り
、
早
速
認
可
を
得
た
こ
と
を
知
る

⑤
 

が
、
爾
来
困
難
な
事
情
の
下
に
不
撓
不
屈
鋭
意
工
事
を
績
行
す
る
こ
と
二
年
有
餘
、
豫
測
し
た
百
八
十
間
の
工
程

と
一
年
餘
り
の
歳
月
と
を
以
つ
て
し
て
は
、
尚
目
的
を
逹
し
得
な
か
っ
た
と
は
言
へ
、
元
緑
四
年
（
這
慣
戸
ニ
―
―
月

初
旬
に
至
り
、
全
長
二
百
間
一
尺
餘
を
掘
繋
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

R
 

得
た
の
で
あ
る
。

こ
4

に
漸
く
待
望
の
大
疏
水
坑
道
を
完
成
し

そ
の
結
果
は
長
年
月
に
亙
り
井
水
の
如
く
湛
へ
て
ゐ
た
鎖
水
を
一
氣
に
放
出
せ
し
め
得
て
、
今

迄
の
鎖
山
師
が
い
づ
れ
も
手
を
下
し
得
な
か
っ
た
多
く
の
間
符
を
干
水
し
、
こ
れ
よ
り
莫
大
な
量
の
鎖
石
を
採
掘

し
得
る
こ
と
A

な
っ
た
。

に
よ
っ
て
揚
水
し
た
。

し
か
し
深
い
鋪
は
疏
水
坑
の
水
準
よ
り
も
な
ほ
低
く
掘
下
つ
て
ゐ
た
か
ら
、
多
敷
の
樋

こ
れ
と
共
に
又
川
端
に
あ
る
閥
係
で
川
水
流
入
し
、

四
十
年
麿
坑
と
な
っ
て
ゐ
た
六
枚
間

四



R
 

と
な
っ
て
居
り
、
非
常
な
成
績
を
翠
げ
得
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
又
山
内
稼
人
の
敷
の
如
ぎ
も
、

れ
に
伴
つ
て
増
加
し
、
宗
門
改
帳
登
録
人
敷
は
元
緑
二
年
の
六
百
七
人
、
三
年
の
五
百
五
人
へ
の
減
少
に
到
し
、

四
年
に
は
再
び
六
百
五
十
人
、

五
年
に
は
六
百
七
十
八
人
、
六
年
に
は
更
に
飛
躍
し
て
九
百
六
十
六
人
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
鰹
営

跡 符間 枚
,. 
ノ‘

同

六
年

同

五

年

検
す
る
に
、

元
祗
四
年

一
四
六
、

―
―
六
・
八
貫

筋
六
十
間
餘
に
板
を
張
り
、
水
の
浸
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
坑
内
を
浚

⑦
 

こ
れ
よ
り
も
相
嘗
額
の
鎖
石
を
採
掘
し
得
た
や
う
で
あ
る
。

五
七
、
三
三
九
・
三
貫

―
―
二
、

0
0
1

（
三
五
八
、

・
一
貫

四

（九―――-、

――七

0
斤
餘
）

（七

0
0、
0
0
0斤
餘
）

三―
1
0斤）七

年
に こ

か
し
翌
年
に
は
再
び
浸
水
し
た
。
今
こ
れ
を
賓
際
の
産
銅
額
に
就
い
て

渫
し
、

し

符
も
、
得
意
の
鍛
錬
を
以
つ
て
、
同
五
年
正
月
よ
り
五
月
に
亙
り
、
川



る
こ
と
の
侍
り
て
、
お
ほ
け
な
く
お
ほ
や
け
の
つ
み
を
か
う
ふ
り

④
友
信
の
元
腺
九
年
の

和
歌
（
住
友
家
蔵
）
の
詞
書
に
、

「
い
さ
4

か
な

R

既

記

「
良
山
五
十
回
忌
追
幅
記
」
。

R
同
右
及
び
同
控
所
牧
の
「
貞
享
三
年
九
月
六
日
二
書
上
ヶ
之
覺
」
。

願
書
。

① 

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」

の
元
緑
元
年
十
月
附
稼
行
臨
績

註

惟
ふ
に
、 住

友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
経
営

速
出
願
嘗
四
年
五
月
に
聴
許
を
得
、

云
云
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

友
信
の
隠
居
は
何
等
か
の
理
由
で
幕

邊
の
忌
諒
に
隈
れ
た
為
め
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
間
の
消
息
を
解

明
す
る
―
つ
の
手
が

4

り
は
、
友
貞
の
系
統
に
廟
す
る
住
友
家
の
一

ん
と
誹
佛
に
ち
か
ひ
て

し
に
、
ほ
と
な
く
つ
み
ゆ
る
さ
れ
て
け
れ
は

此
事
と
け
侍
ら
は
、
い
か
な
る

山
に
も
い
り
て
後
の
よ
を
ね
か
ひ
な

い
よ
揺
ぎ
な
く
確
立
さ
れ
、
住
友
繁
榮
の
一

層
大
き
な
礎
石
が
据
ゑ
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

久
し
く
家
に
と
ち
こ
も
り
侍
る
こ
ろ
、

世
の
は
か
な
さ
を
観
し
て
、

八
月
入
山
の
運
び
と
な
り
、

鎖
を
採
掘
し
得
る
に
至
っ
た
の
み
で
は
な
く
、

宿
望
の
吉
岡
銅
山
の
大
疏
水
坑
道
が
、

こ
A

に
鎖
業
上
の

住
友
の
優
勢
な
地
位
が
い
よ

別
に
前
年
に
は
曾
て
吉
岡
に
働
い
た
稼
人
切
上
り
長
兵
衛
に
よ

り
、
伊
豫
の
別
子
山
に
有
望
な
銅
鎮
の
存
在
が
報
ぜ
ら
れ
、
探
査
の
結
果
そ
の

言
ふ
と
こ
ろ
が
確
認
さ
れ
て
、
早

か
く
長
年
月
の
不
断
の
努
力
の
末
漸
く
完
成
し
、
所
期
の
如
く
多
量
の
銅

こ
の
時
の
こ
と
を
「
先
年
か
銅
大
分
出
大
榮
仕
候
」

と
言
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

元
緑
四
年
と
い
ふ
年
は
、
住
友
家
に
と
つ
て
は
誠
に
意
義
深
く
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ
た
。

四
四

そ
れ
は

R
 

は
九
百
七
十
四
人
を
算
す
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
後
ち
元
緑
十
五
年
の
吉
岡
銅
山
産
銅
増
盆
意
見
書
に
も
、



住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
経
螢

⑤ 

四
五

及
び
丑
七
月
廿
五
日
附
（
元
緑
十
年
）
代
官
所
現
場
役
人
報
告
書
。

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
の
未
・
申
．
酉
年
御
運
上
目
録

為
替
閣
係
者
の
損
害
辮
償
の
為
め
、
家
産
を
傾
け
た
こ
と
4

思

は

れ

⑦

同

右

。

「
貞
享
元
年
酉
正

月
江
戸
為
替
間
違
成
＿
＿
不
納
云
5

レ
之
出

I

示
言
竺
身
上
分
散
ス
」
と

あ
る

記
（
年
々
諸
用
留
八
番
収
録
）
に
、
友
芳
の
家
督
相
績
賞
時
の
事
を
「
御

兼
、
危
き
御
身
帯
に
及
候
由
、
其
跡
式
を
良
山
様
御
若
年
に
て
御
相

績
被
成
候
御
事
故
、
千
辛
萬
苦
紙
筆
に
盪
し
難
く、

御
公
儀
様
御
沙

汰
に
被
為
及
候
御
出
入
（
／
違
渭
件
）
も
敷
條
有
之
候
得
共
、
御
家
業
御

再
興
之
御
丹
誠
御
動
ミ
被
遊
、
東
都
御
勤
と
し
て
年
々
御
出
府
御
悌

怠
無
御
座
候
云
・
H

」
と
あ
る
こ
と
A

照
合
し
て
考
へ
る
と
、

友
信
は

し
て
又
賓
兄
と

し
て
友
貞
の
請
人
と

な
っ
て
ゐ
た
筈
で
あ
る
か
ら
）

幕
府
の
譴
責
を
蒙
り
、
為
め
に
翌

二
年
隠
居
の
已
む
な
き
に
至
り
、
又

る
の
で
あ
る
。
貞
享
三
年
の
金
錢
出
納
を
記
し
た
無
名
帳
に
十

二
月

か
ら
翌
年
十
二
月
に
互
り
、
淡
路
町
其
の

他
四
箇
所
の
家
や
多
敷
の

書
畳
茶
道
具
類
を
賣
彿
つ
た
代
金
が
記
入
さ
れ
た
も

の
が
あ
り
、
そ

の
賣
上
代
金

の
穂
計
は
銀
で
約
百
十
五
貫
金
に
し
て
約

二
千
雨
に
上

御
請
仕
、
也
冬
迄
妥
元
二
相
詰
、
諸
事
差
引
仕
候
慮
、

彦
兵
衛
儀
大

坂
二
不
叶
用
事
御
座
候
而
罷
越
候
」
と
言

っ
て
ゐ
る

と
こ
ろ
に
よ
る

が
、
こ
れ
は
即
ち
本
事
件
の
虞
理
に
開
係
し
て
ゐ
る
こ
と
が
察
せ
ら

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
，
一
の
元
緑
元
年
十

二
月
附
の
請
書
。

R
「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
．

i

備
中
銅
山
控
」
の
元
緑
六
年

五
月
附
稼
行
樅
績
願
書
。

R
同
右
の
各
年
度
宗
旨
改
書
。

J

の
貞
享
元
年
の
友
貞
の
為
替
手
違
事
件
に
坐
し
て
（
嘗
然
本
家
と
⑤

゜

れ
よ
う

と
、
彦
兵
衛
は
貞
享
二
年
の
冬
に
銅
山
よ

り

蹄

阪

し
た

の
で
あ
る

父
即
壽
様
御
代
故
あ
り
て
御
家
業
御
衰
微
被
成
、
既
に
御
家
産
も
立

替
願
（
「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
の
中
）
に
「
泉
屋
彦
兵
衛

一
節
で
、
之
を
明
和
五
年
十
二
月

の
良
山
（
友
芳
）

五
十
回
忌
追
程

分
家
（
理
助
家
）
の
先
祖
博
書
に
友
貞
に
註
し
て

尚
貞
享
―
―
―
年
九
月
の
助
七
勘
介
雨
人
と
彦
兵
衛
と
の

山
請
負
人
交

の
と
し
て
注
目
す
べ
き
て
は
な
い
か
と
思
ふ
。

末
か
ら
翌
年
の
末
迄
に
、
家
財
の
一
部
を
整
理
し
た
こ
と
を
示
す
も

つ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
辮
償
の
資
に
常
て
る
為
め
貞
享
二
年
の



住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
紐
営

第

一
次
続
管
の
終
了

と
こ
ろ
で
、
大
疏
水
坑
道
完
成
後
十
四
萬
六
千
貫
餘
、

即
ち
九
十
一
萬
斤
を
超
え
る
大
産
銅
を
得
た
元
緑
六
年

（這
瑾
↑
六
）
と
い
ふ
年
は
、
第
二
回
の
五
年
の
請
負
年
季
が
終
る
年
で
あ
っ
た
。
勢
込
ん
だ
住
友
が
脇
よ
り
邪
魔
の

入
ら
ぬ
う
ち
に
と
、
期
限
に
先
立
つ
こ
と
七
箇
月
以
上
も
前
、
こ
の
年
五
月
に
早
く
も
ま
た
五
箇
年
の
稼
行
継
績

を
願
ひ
出
た
の
は
賓
に
も
と
肯
か
れ
る
。
そ
の
條
件
は
前
回
と
全
く
同
じ
く
、
願
人
名
義
も
矢
張
り
助
七
と
勘
介

右
之
通
跡
御
山
五
ヶ
年
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
捨
り
居
申
古
間
符
悉
吟
味
仕
、
末
々
御
山
永
ク
榮
申
様

ニ
仕
立
、
御
運
上
銀
大
分
差
上
ヶ
‘
私
も
立
身
仕
度
候
。

と
述
べ
て
ゐ
る
あ
た
り
、
壮
ん
な
意
氣
込
の
程
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。
山
を
行
末
永
く
榮
え
る
や
う
に
仕
立
て
、
運

で
あ
る
。
こ
れ
に
劉
し
時
の
代
官
平
岡
吉
左
衛
門
が
右
の
願
書
に
劉
す
る
奥
書
に

一
寸
注
目
す
べ
ぎ
言
葉

方
々
相
燭
入
札
二
も
申
付
候
ハ
ヽ
、
御
運
上
増
シ
候
而
御
請
仕
候
者
も
可
有
御
座
様
二
奉
存
候
へ
共
、

身
肱
薄
者
山
不
案
内
之
者
杯
御
請
仕
、
御
山
仕
損
シ
、
末
々
御
山
も
捨
り
申
様
二
仕
成
シ
申
候
而
ハ
‘

上
を
多
く
納
め
て
園
家
を
利
す
る
と
共
に
、

と
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
願
書
に

七

こ
れ
に
よ
っ
て
自
分
も
立
身
し
た
い
と
は
、

四
六



鎖
業
管
理
上
に
於
け
る
領
主
本
位
の
政
策
が
観
ら
れ
る
。

言
僻
を
吐
い
て
ゐ
る
。

とヽ

仰
付
可
然
奉
存
候
。

①
 

と
言
っ
て
、
勘
定
奉
行
へ
取
次
い
で
ゐ
る
の
は
、
甚
だ
興
味
が
あ
る
。
そ
の
住
友
の
資
力
と
手
腕
と
を
確
認
し
て

ゐ
る
毘
は
嘗
然
と
し
て
、
住
友
が
自
力
を
以
つ
て
巨
額
の
資
金
を
投
じ
、
長
年
月
を
費
し
て
、
拮
据
紐
螢
の
後
漸

く
に
し
て
大
疏
水
坑
道
を
完
成
し
、

さ
し
も
陵
滅
に
頻
し
た
老
山
を
回
生
さ
せ
る
に
至
っ
た
大
功
に
就
い
て
は
、

二
―
―
口
半
句
も
燭
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、

た
ゞ
嘗
局
の
、

ま
た
、

四
七

こ
れ
に
は
こ
の
頃
に
な
っ
て
幕
府
の
財
政
が
甚

し
か
も
極
め
て
近
視
眼
的
な
利
害
打
算
の
上
か
ら
の
み
論

難
し
、
住
友
と
し
て
は
、
営
時
な
ほ
紐
費
未
回
牧
の
欣
態
で
も
あ
っ
た
と
い
ふ
に
拘
ら
ず
、

こ
れ
に
劉
し
て
平
然

「
方
々
相
躙
入
札
二
も
申
付
侯
ハ
ヽ
、
御
運
上
壻
シ
候
而
御
請
仕
候
者
も
可
有
御
座
様
二
奉
存
候
。
」
な
ど

と
、
都
合
に
よ
っ
て
は
、
何
時
別
人
に
請
負
は
せ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
い
ふ
や
う
な
、
住
友
に
と
つ
て
は
不
本
意
な

こ
れ
は
代
官
か
ら
の
再
三
の
運
上
銀
値
上
げ
要
求
に
到
し
、
住
友
の
方
で
は
、
今
ま
で
の

毎
度
の
値
上
げ
で
、
現
在
で
も
既
に
高
額
に
過
ぎ
て
ゐ
る
と
の
見
地
か
ら
、
排
水
の
失
費
多
大
な
の
を
理
由
に
、

却
つ
て
値
下
げ
を
さ
へ
願
ひ
出
で
、
先
方
の
説
得
で
や
う
や
く
今
ま
で
通
り
の
額
を
承
認
す
る
と
い
ふ
態
度
に
出

②
 

た
為
め
に
も
よ
る
で
あ
ら
う
が
、
住
友
が
期
限
よ
り
七
箇
月
餘
り
も
前
か
ら
椴
績
願
書
を
提
出
し
た
と
い
ふ
の

は
、
か
う
い
ふ
嘗
局
の
一
方
的
な
御
都
合
主
義
の
請
負
替
の
危
瞼
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
嘗
時
の

住
友

の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
螢

如
何
二
奉
存
候
間
、
右
介
七
勘
介
奉
願
候
通
被



る。 と
年
々
著
し
く
下
降
し
、

十
年
も
上
半
期
分
の
み
に
就
い
て
見
れ
ば
、
二
萬
一
千
九
百
七
十
四
貫
三
百
目
即
ち
十

⑤
 

三
萬
七
千
三
百
四
十
斤
餘
で
あ
る
か
ら
、
前
年
と
略
同
額
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
産
銅
の
急
激
な
減
退

R
 

に
就
い
て
は
、
代
官
所
現
場
役
人
の
代
官
所
宛
十
年
七
月
二
十
五
日
附
報
告
書
に
左
の
如
き
一
節
が
見
え
て
ゐ

妥
許
銅
山
所
々
間
符
深
敷
二
罷
成
、
去
ル
亥
年
以
来
段
ミ
不
宜
、
就
中
嘗
春
か
次
第
荷
敷
減
申
候
二
付
、

下
財
等
も
過
半
隙
出
申
候
間
、
山
師
呼
寄
吟
味
之
上
、
間
符
中
詮
儀
仕
候
虞
二
、

九
年

八
年

七
年

賓
際
に
就
い
て
検
す
る
と

四
二
、
八
五
四
・
九
貫
（
二
六
七
、

ハ
七
、
三
八
三
・
六
貫
（
四
ニ

―
‘

1
0
0
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
鰹
螢

八
四
四
斤
）

一
四
七
•
五
斤
）

一
九
四
・
四
貫
（
六
二
六
、
ニ
―
五
斤
）

し
く
窮
乏
を
告
げ
た
や
う
な
事
情
な
ど
も
、
開
係
が
あ
っ
た
か
と
思
は
れ
る
。

R
 

兎
に
角
併
し
こ
の
願
書
は
翌
六
月
に
は
早
く
も
聴
許
さ
れ
た
。
か
く
て
住
友
は
引
績
ぎ
稼
行
に
い
そ
し
み
、
こ

の
年
の
末
迄
に
は
前
述
の
や
う
に
非
常
な
好
成
績
を
奉
げ
得
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
後
の
鰹
過
は
左
程
思
は
し
く

④
 

は
な
く
、
産
銅
最
高
記
録
を
示
し
た
こ
の
六
年
に
は
、
既
に
再
び
浬
水
に
悩
ま
さ
れ
て
ゐ
た
。
今
こ
れ
を
産
銅
の

開
東
釜
山
間
符
雨
所

四
八



か
漸
ミ
一
日
二
鑓
七
拾
荷
餘
出
申
候
。
此
通
二
而
者
禰
不
榮
御
座
候
。

荷
で
は
八
百
四
十
貫
で
あ
る
。
そ
し
て
鑓
五
十
荷
よ
り
銅
四
十
―
―
一
貫
を
得
る
と
す
れ
ば
、

四
九

こ
れ
で
観
る
と
、
坑
道
が
深
く
な
っ
た
開
係
で
八
年
以
来
次
第
に
振
は
ず
、
嘗
十
年
七
月
現
在
で
は
闊
東
・
釜

山
の
雨
坑
道
か
ら
一
日
漸
く
七
十
荷
餘
り
の
原
鎖
が
採
掘
さ
れ
る
程
度
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
今
こ
れ
を
前
に

引
い
た
元
禄
九
年
の
「
備
中
銅
御
山
仕
様
之
覺
」
を
参
考
す
る
と
、
壼
荷
は
十
二
貫
目
相
営
と
あ
る
か
ら
、

七
十

七
十
荷
で
は
約
六
十
貫
、

一
箇
月
約
千
八
百
貫
と
な
っ
て
、
前
記
十
年
の
前
半
期
分
の
一
箇
月
平
均
―
―
―
千
六
百
六
十
二
貫
餘
に
比
し
て
半
減

し
た
こ
と
A

な
る
。

こ
れ
即
ち
稼
人
の
過
半
敷
を
解
雇
し
た
の
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
が
、

嘗
山
の
将
来
に
到
し
て
既
に
希
望
を
喪
失
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い

。
か
く
て
翌
十
一
年
極
月
の
年

⑦
 

季
満
了
を
待
た
ず
、
同
年
秋
銅
山
を
返
上
し
、
今
後
は
有
望
な
新
稜
見
の
銅
山
た
る
別
子
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ

と
A

な
っ
た
。
尤
も
住
友
と
し
て
は
、
新
た
な
こ
の
悌
水
慮
理
の
為
め
、
更
に
新
疏
水
坑
道
を
考
へ
、
適
嘗
な
場

所
を
選
定
は
し
て
見
た
が
、

そ
れ
は
三
百
間
の
掘
緊
を
要
し
、
紐
費
莫
大
に
上
る
開
係
上
、
今
は
断
然
之
を
放
棄

R
 

し
て
、
別
子
に
専
念
す
る
を
得
策
と
し
た
の
で
あ
る
。
別
子
は
ま
た
そ
の
開
坑
以
来
年
々
異
常
な
活
況
を
呈
し
、

恰
も
こ
の
十
一
年
に
は
産
銅
二
百
五
十
三
萬
五
千
餘
斤
と
い
ふ
最
高
記
録
を
造
り
、
既
に
前
年
に
獲
得
し
た
日
本

産
銅
額
の
世
界
最
優
位
を
更
に
確
賓
な
ら
し
め
た
こ
と
も
、
亦
不
思
議
な
封
照
と
い
ふ
べ
ぎ
で
あ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
艇
螢

こ
の
こ
と
は
住
友
が



ノ＼

仰

⑤ ⑦
大
塚
家
所
蔵
の
天
明
八
年
四
月
の
吉
岡
銅
山
請
負
人
覺
及
び
文
化
元

却
多
ク
掛
り
其
上
只
今
稼
申
六
枚
間
歩
之
俵
水
底
二
罷
成
鎚
績
申
間
⑥ ⑤ 

次
の
や
う
な
文
言
が
見
え
て
ゐ
る
。

②

右

の
元
緑
六
年
五

月
の
稼
行
椴
績
願
書
に
到
す
る
代
官
の
末
書
中
に

③
元
緑
六
年
五

月
附
稼
行
脳
績
願
書
奉
行
奥
書
。

① 
註

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
経
螢

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
・
「
備
中
銅
山
控
」

の
元
緑
六
年

五
月
附
稼
行
絵
績
願
書
及
び
代
官
奥
書
。

「
右
之
者
共
奉
願
候
只
今
迄
掘

シ
候
銅
千
貫
目

二
付
御
運
上
銅
百
貫
目
此
代
銀
五
百
五
拾
目
宛
銀
―
―

而
致
上
納
候
此
度
奉
願
候
者
御
山
二
水
大
分
御
座
候
而
大
水
抜
二
失

敷
様
二

奉
存
候
間
御
運
上
銅
百
貫
目
此
代
銀
五
百
三
拾
目
二
被

付
被
下
候
様

二
と
願
書
差
出
シ
申
二
付
御
運
上
壻
シ
候
様

二
再

―――吟

味
仕
候

へ
共
右
之
通
失
却
多
掛
り
其
上
御
運
上
之
外
山
役
人
給
米
百

九
石
爪
斗
差
上
ケ
申
儀
二
御
座
候
故
御
運
上
壻
候
儀
難
罷
成
由
申
候

於
然
者
只
今
迄
之
通
御
運
上
銅
百
貫
目
二
付
代
銀
五
百
五
拾
目
宛
ニ

第
一
次
経
管
の
成
果

百
貫
目
二
付
代
銀
五

百
五
拾
目
宛
指
上
ケ
御
請
可
仕
由
申
候
」。

④
同
右
願
書
。

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」

の
戌
年
御
運
上
目
緑
及
び
丑
七

月
廿
五

日
附
（
元
緑
十
年
）
代
官
所
現
場
役
人
報
告
書
。

「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
の
丑
七
月
廿
五
日
附
代
官
所
現

場
役
人
報
告
書
。

年
十
一
月
の
吉
岡
銅
山
相
績
之
次
第
書
上
。

「
彗
翌
元
祗
四
未
年
か
諸
願
和
」
及
び
「

m叶
御
銅
山
覺
」
の
元

誅
十
五
年
吉
岡
産
銅
壻
盆
意
見
書
。

以
上
の
や
う
に
し
て
、
住
友
家
は
天
和
元
年
（
声
噂
戸
六
）
以
来
所
謂
老
山
深
鋪
（
疇
止
）
を
噸
た
れ
た
吉
岡
銅
山
を

連
績
紐
螢
す
る
こ
と
こ
A

に
前
後
十
八
年
、
元
緑
十
五
年
(
Ogs
這
[
七
)
正
月
住
友
よ
り
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
に
提
出

而
御
諮
仕
候
様
二
と
為
申
聞
候
虞

二
左
候
ハ
、

跡
；
之
通
御
運
上
銅

五
〇



底、
12

掘
下
り
候
、
先
年
か
銅
大
分
出
大
榮
仕
候
、

住
友
の

吉
岡
銅
山
第

一
次
紐
螢

北

山

明

場

横

絃

鼠

山

桐

ノ

木

八

枚

櫻

山

榔

山

上

白

石

下

白

石

苗

田

昔

好

水

山

河

原

八

朔

金

山

八

丁

泉

山

扇

平

千

代

平

五

十

枚

大

子

千

荷

呂

粕

瀬

戸

相

生

下

舟

敷

澤

山

上

六

枚

下

六

枚

跡 符 間 鋪 船

饂

井

納

戸

青

毛

染

山

新
十
枚

午
起

栗
直

十

枚

釜

山

日

吉

五

「
大
分
土

悦

典

長

門
ヽ

河

内

松

金

舟

敷

車

山

千

枚

閥

東

庭

山

末

廣

茶

ノ

木

た
と
述
べ
て
ゐ
る
。
今
参
考
の
為
め
其
等
の
間

符
名
を
畢
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

右
の
内
、
千
枚
以
下
新
十
枚
ま
で
十
一
箇
所
に
就
い
て
は
「
私
掘
明
銅
掘
出
し
申
候
間
符
」
と
い
ひ
、

土
底
ニ
ハ
未
銅
悔
二
御
座
候
得
共
水
凌
成
か
た
＜
掘
残
置
申

蕉
の
採
掘
間
符
は
賓
に
五
十
一
箇
所
を
採
掘
し

し
た
吹
屋
銅
山
増
産
の
意
見
書
に
は
そ
の
間
新



敷
利
山

梨
木
山

六

右

衛

門

山

良

玄

山

内
膳
山

竹
谷
山

本
拾
枚

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
経
営

し
て
ゐ
る
。

尾
山
上
下
四

武
兵
衛
山

中
拾
枚

た
ん
し
山

糠
目
山

岩
見
山

新
拾
枚

（

力

）

廻
門
山

そ
の
以
前
に
存
し
た
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い

。

竿
山

千
枚
鳴
戸
山

菟
山

彦
兵
衛
山

車

立
絃

候
。
」
と
記
し
、
青
毛
以
下
に
就
い
て
は
「
右
四
十
ケ
所
私
御
請
負
之
内
連
ミ
何
れ
も
稼
銅
掘
出
し
申
候
。
」
と
註

千
枚
以
下
十
一
箇
所
の
間
符
が
、
住
友
の
第
一
次
鰹
螢
に
お
い
て
主
な
採
鎖
の
到
象
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ら

う
。
掘
明
け
る
と
い
ふ
の
は
、
採
鎖
可
能
と
な
る
や
う
に
工
事
す
る
義
で
あ
る
か
ら
、
排
水
に
よ
っ
て
所
謂
水
坪

（
鋪
）
を
回
生
さ
せ
る
こ
と
も
、
崩
塞
し
た
坑
道
を
修
覆
す
る
こ
と
も
、
寸
法
切
り
に
よ
っ
て
古
間
符
に
新
た
に
坑

道
を
切
る
こ
と
も
、
掘
明
け
る
或
は
取
明
け
る
と
よ
ん
だ
。
全
く
新
見
立
に
よ
る
開
坑
ば
か
り
で
は
な
い
。

「
た
か
ら
の
山
」
に
吉
岡
銅
山
の
多
敷
の
間
符
名
を
列
記
し
て
ゐ
て
、
こ
れ
は
元
緑
十
五
年
以
後
の
住
友
の
第

二
次
純
螢
と
閥
連
し
て
記
録
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
間
符
の
開
設
や
稼
行
は
す
べ
て
住
友
の
第
一
次
紐
螢
乃
至

饂
高
月
山

比
菟
山

猶
絃
山

上
六
枚

泉
間
符

松
鏡
山

五
葉
山

人
頭
山

上
別
常

五

船
鋪

髭
谷
山

柳
瀬
山

櫻
山

太
師



こ
の
内
、
中
拾
枚
は
泉
屋
彦
兵
衛
代
に
取
明
け
、
大
鉛
を
切
出
し
て
、
最
高
の
時
は
六
、

き
）
も
採
掘
し
た
と
い
ふ
。

稼
致
さ
せ
不
申
候
云
云
」
と
述
べ
て
ゐ
る
が
、
「
た
か
ら
の
山
」
に
は
元
緑
―
―
-
、

み
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
他
、
瀬
戸
は
元
緑
元
年
に
、

車

・
澤
山
・
留
糟
山
・
桐
木
山
・
金
山
・
千
荷
山
・
櫻

山
・
饂
甲
山
•
藤
ノ
本
・
下
船
鋪
•
青
毛
等
は
元
緑
七
年
よ
り
同
九
年
に
か
け
て
、

て
ゐ
る
。

そ
の
大
部
分
は
寸
法
切
り
に
よ
っ
て
普
請
し
た
こ
と
が
見
え
、
即
ち
曹
坑
の
鎖
脈
に
劉
し
、
横
相
を
以

①
 

つ
て
、
新
坑
道
を
掘
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

而
し
て
此
の
間
貞
享
元
年
（
這
疇
叫
二

九
月
以
来
前
後
六
箇
年
半
の
歳
月
を
費
し
、

財
力
窮
乏
と
闘
ひ
つ
A
‘

遂
に
能
く
二
百
間
餘
に
も
及
ぶ
大
疏
水
坑
道
掘
繋
の
大
工
事
を
完
遂
し
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
営

地
盤
が
悪
く
中
止
し
た
と
あ
る
。

的
場

藤
ノ
本

留
粕
山

岸
山

釜
山

胄
毛

桐
木
山

閥
東

ま
た
白
長
山
は
、
元
緑
十
五
年
の
意
見
書
に
は
「
田
地
二
障
申
由
二
而
御
百
姓
衆
山

こ
れ
は
古
坑
道
よ
り
の
作
業
は
百
姓
が
反
到
す
る
の
で
、
新
坑
の
開
竪
を
試

瀬
戸

金
山

千
枚

納
戸
山

千
荷
山

六
枚

栗
山

櫻
山

千
代
平

四
年
に
寸
法
切
り
を
施
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
取
明
け
た
と
記
し

又
途
上
不
慮
の
事
件
に
よ
る

的
之
樋

白
長

下
船
鋪

五 七
百
荷
(
-
日
に
つ

又
別
に
五
箇

饂
井
山

饂
甲

澤
山



住
友

の
吉
岡
銅
山
第

一
次
樫
螢

月
を
費
し
て
六
枚
間
符
に
も
大
普
請
を
加
へ
た
こ
と
は
、
常
銅
山
史
上
未
曾
有
の
こ
と
A

し
て
特
筆
大
書
さ
る
べ

き
事
賓
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
こ
れ
に
要
し
た
経
費
は
相
嘗
な
も
の
で
、
元
緑
六
年
五
月
の
稼
行
織
績
願
書
に
も

「
年
ミ
大
水
抜
キ
入
用
金
井
二
川
普
請
失
却
未
得
取
返
シ
不
申
候
」
と
申
立
て
4

ゐ
る
程
で
あ
る
。

後
に
於
け
る
こ
れ
が
回
牧
は
果
し
て
如
何
様
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
本
事
業
に
到
す
る
究
局
的
批
判
の
憑
握
と
し

こ
れ
に
就
い
て
先
づ
考
ふ
べ
き
は
、
営
初
豫
定
さ
れ
た
疏
水
坑
道
工
事
の
鰹
費
は
一
―
―
千
五
百
雨
と
い
ふ
こ
と
で

あ
る
が
、
賓
際
は
左
程
も
要
し
な
か
っ
た
ら
う
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

を
参
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
、
同
書
に
は
新
計
叢
の
大
疏
水
坑
道
に
就
き
、
年
敷
八
箇
年
間
敷
三

百
間
に
劉
し
て
、
紐
費
三
千
二
、
三
百
雨
と
計
上
し
て
ゐ
る
。
第
一
次
の
疏
水
坑
は
中
野
川
筋
即
ち
現
在
の
白
石

長
屋
附
近
に
坑
口
を
開
く
も
の
で
、
凡
そ
海
抜
四
百
六
十
米
餘
の
線
で
あ
る
が
、

に
坑
口
を
求
め
ざ
る
を
得
ず
、
従
っ
て
こ
れ
を
坂
本
谷
側
に
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
に
距
離

②
 

し
か
も
一
層
の
低
部
を
開
堅
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

は
長
く
な
り
、

こ
A

に
こ
の
新
計
盪
が
裳
然
前
回
の
鰹
験
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

て
、
最
後
に
こ
の
貼
を
明
ら
か
に
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
爾

且
叉
豫
算
は
多
少
の
餘
裕
を
見
込
む

も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
ふ
時
、
之
と
劉
比
し
て

、
前
回
の
年
敷
六
箇
年
半
間
敷
二
百
間
の
工
事
費
が
大
罷
三
千
雨

こ
の
新
計
叢
は
さ
ら
に
低
位
置

こ
れ
は
元
緑
十
五
年
の
産
銅
増
盆
意
見
書

五
四



て
も
、

もヽ 程
度
を
出
で
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
の
推
測
は
許
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

誇
張
も
考
へ
ら
れ
な
い
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

百
七
十
斤
餘
と
な
る
が
、

さ
す
れ
ば
、

五
五

し
か
も
元
緑
十
五
年
に
は
「
近
年
米

諸
色
高
直
二
御
座
候
」
と
あ
る
や
う
に
、
元
詭
の
貨
幣
改
躊
等
に
よ
り
物
債
も
騰
貴
し
て
ゐ
た
。
尚
言
へ
ば
右
の

失
費
回
牧
未
演
の
申
立
て
は
、
今
後
の
運
上
引
下
げ
願
の
理
由
に
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
間
多
少
の

そ
こ
で
元
緑
六
年
度
迄
に
既
回
牧
の
分
に
就
い
て
検
討
す
る
に
、

工
事
完
成
後
四
年
五
年
雨
年
度
分
の
産
銅
額
は
、
之
を
合
し
て
十
六
萬
九
千
三
百
四
十
貫
餘
即
ち
百
五
萬
八
千
二

R
 

こ
れ
は
大
部
分
工
事
完
成
に
よ
る
産
出
と
考
へ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
吉
岡
に
於
け
る

常
時
の
銅
の
運
上
債
格
は
百
貫
目
銀
五
百
五
十
匁
で
あ
っ
た
か
ら
、
之
に
よ
っ
て
右
の
生
産
銅
を
評
債
す
る
と
、

銀
九
百
三
十
一
貫
三
百
七
十
匁
と
な
り
、
之
を
更
に
金
銀
の
公
定
標
準
相
場
た
る
金
一
雨
銀
六
十
匁
相
嘗
に
よ
っ

て
金
に
換
算
す
る
と
、
約
一
萬
五
千
五
百
二
十
三
雨
と
な
る
。

一
萬
四
千
十
一
雨
餘
と
な
る
か
ら
、
恨
り
に
水
抜
川
普
請
雨
工
事
費
の
穂
計
を
豫
算
通
り
三
千
五
百
雨
と
見

こ
の
約
四
倍
の
牧
盆
を
得
た
こ
と
4

な
る
の
で
あ
る
。
尚
、
営
時
の
銅
の
生
産
費
並
に
利
盆
に
つ
い
て
知

り
得
る
も
の
と
し
て
は
、
諸
國
銅
山
記
の
「
香
を
と
む
る
袖
」
に
見
え
る
次
の
項
で
あ
る
。
即
ち
元
緑
四
未
年
、

同
五
申
年
分
と
し
て
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
螢

こ
れ
よ
り
所
定
運
上
を
控
除
し
て



内

五

拾

三

貫

五

百

九

拾

九

匁

六

分

五

萬

利

百

斤

九

拾

爪

匁

八

厘

七

毛

七

百

斤

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
経
螢

未

正

か

七

迄

百

七

拾

爪

貫

九

拾

目

七

分

五

厘

出

来

銅

拾

四

萬

爪

千

九

百

九

拾

賦

斤

半

百

斤

二

付

百

賦

拾

三

匁

四

分

九

厘

五

内

四

拾

四

貫

三

百

八

拾

八

匁

残
百
斤
―
―
付

未

七

か

極

迄

戴

百

七

貫

戴

拾

四

匁

七

厘

出

来

銅

戴

拾

賦

萬

四

千

八

百

拾

壼

斤

八

歩

七

五

賣

利

五
六



百

斤

七

拾

匁

五

分

七

厘

五

毛

六

出

来

銅

四

拾

戴

萬

六

千

斤

一

百

貫

六

百

五

拾

戴

匁

爪

分

四

厘

残

百

斤

二

付

申

正

か

七

迄

出

来

銅

爪

拾

九

萬

四

千

八

百

八

斤

七

歩

五

百
斤
一
＿
付

八

拾

九

匁

賦

分

爪

厘

申

七

か

極

迄

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
鰹
螢

残

百

斤 百

斤

内

五

拾

八

貫

六

百

九

拾

戴

匁

戴

分

九

萬

利

爪

百

六

拾

―

―

―

貫

爪

拾

九

匁

戴

分

九

厘

百

斤

五
七



向
十
右
衛
門
が
老
後
往
時
を
回
想
し
た
手
記
の
中
に
、

と
あ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
紐
螢

残
百
斤
二
付

こ
れ
に
よ
る
と
元
緑
四
、

四
十
二
貫
七
百
九
十
六
匁
餘
、
金
に
し
て
一
萬
五
千
七
百
十
三
雨
餘
、
利
盆
（
賣
利
・
萬
利
が
こ
れ
に
常
る
）
合

計
二
百
―
―
―
十
貫
六
百
三
十
六
匁
餘
、
金
に
し
て
―
―
―
千
八
百
四
十
三
雨
餘
と
な
る
。
も
っ
と
も
各
年
度
の
出
来
銅
高

を
前
述
運
上
目
録
の
そ
れ
に
比
較
す
る
と
、

概
は
知
ら
れ
よ
う
。

ベ
ぎ
失
費
は
最
早
左
程
多
く
な
か
っ
た
ら
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。

こ
れ
に
就
い
て

一
っ
参
考
に
な
る
の
は
、
別
子
開
坑
常
初
の
成
績
で
、

餘
（
従
来
三
十
二
萬
百
八
十
一
斤
と
さ
れ
て
ゐ
た
の
は
誤
り
）
、
五
年
が
五
十
九
萬
六
千
二
百
七
十
九
斤
、
六
年
が
八

十
一
萬
八
千
百
九
十
五
斤
で
あ
る
か
ら
、
三
年
間
の
合
計
は
百
四
十
四
萬
六
千
四
百
九
十
二
斤
と
な
る
が
、

に
劉
し
、
吉
岡
銅
山
の
支
配
人
で
切
上
り
長
兵
衛
よ
り
別
子
銅
鎖
の
報
知
を
受
け
、
自
ら
之
を
踏
査
確
詔
し
た
田

百

斤

①
 

五
年
度
の
産
銅
額
合
計
は
百
八
萬
八
千
六
百
十
三
斤
餘
、
生
産
費
合
計
九
百

か
く
て
元
緑
四
、

四
年
度
は
九
千
六
百
餘
斤
、

五
年
度
は
二
萬
餘
斤
多
い
が
、

そ
の
大

五
年
度
の
産
銅
を
以
つ
て
既
に
相
営
の
回
牧
が
な
さ
れ
、
爾
後
尚
回
牧
す

そ
れ
は
元
緑
四
年
が
一
二
萬
二
千
十
八
斤

「
段
ミ
山
榮
二
三
年
之
内
め
つ
き
り
と
御
蔵
入
有
之
依
之

内
七
拾

――
一

貫

九

百

五

拾

六

匁

三

分

壼

厘

萬

利

五
八

こ
れ



立
川
銅
山
併
合
の
後
を
も
通
じ
、
明
治
に
至
る
百
五
十
年
間
に
、

れ、 視
て
も
嘗
時
第
一
流
の
好
成
績
で

、
営
時
之
を
凌
ぐ
も
の
は
、

五
九

こ
の
産
額
以
上
に
出
た
の
は
約
三
十
回
程
で
、

三
年
間
の
百
萬
斤
乃
至
百
敷
十
萬
斤
程

度
の
産
銅
で
非
常
な
牧
盆
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
の
は
甚
だ
注
目
す
べ
き
事
賓
で
あ
ら
う
。
し
か
も
翌
六

年
度
の
産
銅
に
至
っ
て
は
、
更
に
上
昇
し
て
十
四
萬
六
千
百
十
六
貫
餘
即
ち
九
十
一
萬
三
千
二
百
三
十
斤
を
示
し

④
 

た
。

こ
れ
は
賓
に
近
世
期
を
通
じ
吉
岡
銅
山
の
懸
絶
し
た
最
高
記
録
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
廣
く
全
國
的
に

足
尾
・
阿
仁
の
二
山
以
外
に
は
な
か
っ
た
と
思
は

こ
れ
に
略
近
い
年
産
高
の
賓
歴
を
持
つ
も
の
は
永
松
・
白
根
等
極
く
僅
少
を
敷
ふ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
れ
を
更
に
後
の
別
子
銅
山
に
就
い
て
見
る
時
、
年
産
始
め
て
百
萬
斤
以
下
に
落
ち
た
享
保
―
―
―
年
（
酒
濯
↑
七
-
以
降
、

甚
し
ぎ
は
六
十
萬
斤
に
も
満
た
ぬ
年
す
ら
敷
回
あ
っ
た
。
而
し
て
翌
七
年
以
来
は
年
々
減
少
し
た
と
は
言
へ
、

年
度
は
尚
六
十
二
萬
六
千
斤
を
超
え
、
そ
れ
は
享
保
十
五
年
以
後
立
川
併
合
直
前
に
至
る
十
八
年
間
の
別
子
の
平

均
年
産
額
に
略
匹
敵
し
て
居
り
、
こ
れ
と
八
、

九
雨
年
度
及
び
十
年
度
の
上
半
期
間
の
産
銅
穂
計
は
二
十
一
王
一
萬
二

千
四
百
七
貫
餘
（
百
四
十
五
萬
二
千
五
百
四
十
六
斤
）

萬
八
千
五
百
二
十
四
貫
（
二
百
一
予
一
十
六
萬
五
千
七
百
七
十
六
斤
）
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
後
に
こ
れ
に

0
:
 

(

)

⑤

 

劉
し
て
「
銅
大
分
出
大
榮
仕
候
」
と
言
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
最
早
失
費
は
回
牧
せ
ら
れ
、
更
に

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
営

を
算
し
、
之
に
六
年
度
分
を
合
算
す
れ
ば
、
賓
に
三
十
七

友
信
公
御
機
嫌
二
而
十
右
衛
門
助
七
二
家
督
被
下
云
云
」
と
述
べ
、

二、

又七



① 
註

「
右
の
内
、
千
枚
以
下
新
十
枚
ま

で
」
以
降
の
稼
行
間
符
に
つ
い
て

た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
続
螢

の
説
明
補
訂
。

I
i小
葉
田
）
ー

二
十
萬

こ
の
住
友
の
稼
行
以
前
の
こ
と
は
明
ら

R
 

或
程
度
の
利
盆
を
畢
げ
得
た
こ
と
を
知
る
で
あ
ら
う
。
元
緑
十
五
年
幕
府
の
産
銅
増
盆
要
請
に
應
じ
、
難
工
事
に

も
拘
ら
ず
、
新
た
に
ま
た
八
箇
年
計
聾
三
百
間
の
大
疏
水
坑
道
を
起
工
せ
ん
と
し
た
の
も
こ
れ
が
為
め
で
、
若
し

⑦
 

か
A

る
こ
と
は
考
へ
ら
る
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

尚
疏
水
坑
道
完
成
ま
で
こ
の
工
事
と
並
行
し
て
行
は
れ
た
蕉
坑
道
の
採
鎮
は
、
右
の
疏
水
坑
道
掘
繋
紐
費
と
は

別
箇
の
も
の
で
あ
り
、

た
や
う
で
あ
り
、

そ
し
て
そ
れ
は
績
行
さ
れ
た
限
り
牧
盆
が
あ
っ
た
筈
の
も
の
で
、

頃
の
年
産
ニ
―
―
―
十
萬
斤
程
度
を
果
し
て
何
時
ま
で
持
績
し
得
た
か
は
疑
問
と
し
て
も
、
兎
も
角
こ
れ
に
よ
っ
て
別

に
或
程
度
の
牧
盆
を
攀
げ
得
た
ら
う
こ
と
も
、

そ
の
産
額
が
貞
享
初
年

ま
た
こ
A

に
併
せ
考
へ
て
よ
か
ら
う
と
思
ふ
。

ふ
と
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
少
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
、

二
三
十
萬
斤
と
言

か
で
な
い
が
、
以
後
で
は
他
の
鎖
業
家
が
吉
岡
を
稼
行
し
て
逹
し
得
た
最
高
額
が
一
時
的
に
二
十
萬
斤
餘
で
あ
っ

又
貞
享
か
ら
二
十
敷
年
後
の
正
徳
頃
の
全
園
二
十
銅
山
の
産
銅
高
に
就
い
て
見
て
も
、

斤
以
上
と
い
ふ
の
は
僅
か
に
六
銅
山
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
見
て
も
、
営
時
と
し
て
は
こ
の
額
も
決
し
て
軽
視
し

こ
の
第
一
次
紐
営
の
成
績
が
思
は
し
く
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

ハ
〇



十
六
年
よ
り
賽
永
四
年
に
亙
る
詳
細
な
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

④
生
産
費
に
つ
ぎ
同
じ
く
「
香
を
と
む
る
袖
」
に
別
子
分
と
し
て
元
緑

の
産
出
銅
の
大
部
分
が
疏
水
坑
道
完
成
に
よ
る
所
産
た
る
こ
と
を
知

に
一
萬
一
千
五
百
斤
餘
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
今
度

つ
て
得
た
と
こ
ろ
が
年
産
最
高
僅
か
に
四
萬
七
千
餘
斤
、
最
低
は
賓

つ
て

よ
い

。
尚
又
第
二
次
経
営
の
賓
際
に
於
い
て
、
古
間
符
採
掘
に
よ

年
の
九
十
一
萬
斤
餘
で
あ
っ
た
こ
と
は
右
の
推
定
を
裏
書
す
る
と
言

掘
に
よ
り
年
産
二
十
萬
斤
と
し
て
ゐ
る
の
は
、
第
一
次
紐
螢
の
賓
績

符
採
掘
は
之
を
中
止
し
、
全
力
を
干
水
し
た
間
符
、
或
は
新
規
の
間

け
餘
分
の
産
出
と
な
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い

。
嘗
然
従
来
の
古
間

R
「
第
一
次
の
疏
水
坑
は
中
野
川
筋
云
々
」
以
下
補
訂
。

I
（
小
葉
田
）
ー

で
あ
る
が
、
疏
水
坑
道
完
成
後
も
こ
れ
が
そ
の
ま
A
樅
績
し
、
そ
れ
だ

符
に
傾
注
し
た
と
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
現
に
第
二
次
経
営
の
際
、

そ
の
豫
測
に
新
疏
水
坑
道
完
成
に
よ
り
年
産
九
十
萬
斤
、
古
問
符
採

に
掟
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
次
継
営
の
最
高
額
が
元
緑
六

り
得
る
で
あ
ら
う
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
罷
螢

二
年
の
頃
は
敦
記
の
如
く
年
産
約

一
十
萬
斤
の
銅
を
得
た

や
う

⑤
疏
水
坑
道
掘
繋
の
傍
ら
行
は
れ
た
古
間
符
等
の
採
掘
に
よ
り
、
貞
享

一
爪
貫
六
拾
賦
匁
六
分
壼

一
壷
匁
七
分
八
厘
爪
毛
六
七

一
壼
匁
八
分
―
―
一
厘
三
―
―
―
七

と
、
鍵
代
・
鋪
入
目
・
床
屋
・
萬
日
用
・
運
上
・
炭
代
・
燒
木
代
・

一
拾
七
匁
五
厘

0
壼

0
五

一
八
匁
五
分
壼
厘
爪
毛
壼
四

一
五
匁
三
厘
八
毛
八
九

一
壼
匁
壼
分
五
厘
九
毛
九
四

二
―
一
貫
百

四
匁
壼
分
八
厘

一
爪
匁
壺
厘
六
毛
爪
五

一
四
匁
六
分
八
厘

0
六
八

一
拾
八
匁
六
分
七
厘
七
毛
九
五

一
拾
爪
匁
九
分
七
厘
八
毛
壼

一
八
匁
九
分
壺
厘
壼
毛
四
六

一
六
匁
五
分
八
厘
六
毛
八
九
五

公
（
用
）

番
所

山
木

世
（
帯

萬
駄
（
或
は
萬
荷
物
）

銅
（
駄
）

燒
木

炭
代

運
上

萬
日
用

床
屋

敷
入
目

銅
代

元
祁
十
六
年
上
半
期
分
の
大
概
を
例
示
す
る
と

目
を
立
て
A

銅
百
斤
の
生
産
費
を
あ
け
て
ゐ
る
。

銅
太
（
銅
駄
）

．
萬
荷
物
・
小
買
物
・
世
帯

・
山
木

・
其
の
他
0
諸
費



と
同
様
の
語
を
以
つ
て
表
現
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
よ
り
見
る
と
、
そ
れ

及
び
三
ツ
道
具
建
置
由
来
書
に
は

「
胆
部
六
左
術
門
様
御
支
配
中

と
註
記
し
て
ゐ
る
が
、
同
じ
く
寛
政
三
年
十
月
の
吉
岡
銅
山
の
名
義

下
四
人
の
稼
行
に
就
い
て
、
特
に
「
右
御
請
負
中
幣
敷
盛
山
仕
候
」

績
次
第
書
上
に
寛
文
十
年
よ
り
延
貧
元
年
に
至
る
江
戸
の
大
坂
屋
以
R

自
カ
二
及
ハ
ス
依
テ
幕
府
ョ
リ
金
壼
萬
雨
ヲ
借
用
シ
之
ヲ
折
半
シ

ル
ニ
吉
岡
銅
山
ハ
韻
質
菩
艮
ナ
レ
ト
モ
鋪
内
深
遠
涌
水
甚
ク
其
排
水

て
後
、
「
雨
後
別
子
吉
岡
雨
銅
山
ヲ
開
キ
専
ラ
鎖
業
二
従
事
セ
リ
然

「
垂
裕
明
鑑
」
の
穂
説
の
鎖
業
略
記
の
條
に
は
別
子
の
稜
見
を
述
べ

R
吹
屋
の
酋
家
大
塚
家
所
蔵
文
書
の
文
化
元
年
十
一
月
の
吉
岡
銅
山
相
⑦
註
R
及
び
績
刊
「
吉
岡
銅
山
の
第
二
次
経
営
」
参
照
。

百
斤

内
爪
百
六
拾
三
貫
四
百
七
匁
爪
分
八
萬
利

但
九
六
〇
壼
四
八

候
」
と
あ
る
往
古
は
銀
座
稼
行
時
代
を
指
す
も
の
と
思
は
れ
る
）
、
寛

銅
百
六
拾
壼
萬
千
四
百
斤

合
銀
千
五
百
四
拾
七
貫
百
八
拾
爪
匁
壼
分
五

（
享
和
三
年
七
月
の
吉
岡
銅
山
坑
道
水
抜
切
通
普
請
手
嘗
銀
拝
借
願

吹
鍵
分
拾
六
萬
九
千
九
百
六
拾
五
カ
但
九
拾
壼
匁
訊
厘
九
毛
四
六

次
の
京
都
銀
座
稼
行
の
四
十
二
年
間
の
最
高
年
産
額
は
約

二
十
萬
斤

メ

餘
（
寛
政
―
―
―
年
五

月
の
祖
父
利
右
衛
門
御
請
負
中
出
銅
高
書
上
控
）

一
三
貫
三
百
四
拾
六
匁
壼
分

一
六
貫
百
四
拾
四
匁
ヒ
分
壼

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
紐
螢

一
五
貫
五
拾
七
匁
三
分
四
厘

歿
百
斤
二
付

出
銅
彩
敷
御
座
候
」
と
言
っ
て
、
住
友
か
稼
行
し
た
貞
享
年
間
の

出
銅

に
「
往
古
通
賦
拾
萬
斤
以
上
之
出
銅
相
成
候
様
無
相
違
出
精
可
仕

政
三
年
以
後
大
塚
家
稼
行
の
敷
十
年
間
の
最
高
年
産
額
は
天
保
六
年

の
十
八
萬
斤
で
あ
る
。

ハ
吉
岡
銅
山
ノ
排
水
工
費
二
充
テ
一
ハ
別
子
銅
山
ノ
創
業
資
本
ト
シ

拮
据
紐
営
ス
ル

ニ
吉
岡
銅
山
ハ
敷
百
年
ノ
老
山
ニ
テ
常
二
損
盆
相
償

手 給 銀
（
太
）

R
註
①
の
元
緑
十
五
年
吉
岡
銅
山
産
銅
増
盆
意
見
書
。

文
元
年
よ
り
寛
保
二
年
に
至
る
七
箇
年
間
の
平
均
年
産
額
は
十
萬
斤

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
し
、
又
住
友
の
稼
行
以
後
で
は
、
大
塚
家
の
元

は
住
友
の
嘗
時
の
年
産
二
、
三
十
萬
斤
程
度
の

成
績
と
大
差
が
な
か



期
間
連
績
紐
営
を
な
し
、
或
る
程
度
所
期
の
成
果
を
畢
げ
得
た
の
で
あ
る
。

銅
に
九
十
一
萬
三
千
一
『
臼
―
―
―
十
斤
と
い
ふ
や
う
な
、
営
銅
山
開
闘
以
来
の
懸
絶
し
た
大
記
録
を
作
り
、
常
時
と
し

て
、
相
嘗
量
の
銅
鎖
を
採
掘
し
、
永
績
は
果
し
得
な
か
っ
た
が
、

つ
て
、

装
的
に
本
銅
山
に
着
目
し
て
、

の
突
装
事
件
の
た
め
、

こ
れ
に
よ
り
本
銅
山
に
始
め
て
大
疏
水
坑
道
を
開
き
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
鰹
螢

一
時
は
甚
し
い
窮
境
に
立
ち
な
が
ら
も
、

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
の
経
営
は
大
罷
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

九

結

そ
の
起
死
回
生
を
企
て
、

五
n

さ

1n

そ
し
て
「
別
子
開
坑

二
百
五
十
年
史
話
」
が
遠
大
の
計
甕
を
以
つ
て

経
営
と
混
同
し
た
も
の
で
、
誤
謬
も
ま

た
甚
し
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

盆
策
に
基
い
て
賓
施
さ
れ
た
第
二
次
紐
営
を
第
一
次
の
十
八
年
間
の

つ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は
元
緑
十
五
年
以
来
十

五
年
間
幕
府
の
産
銅
壻

補
助
金
を
得
て
稼
行
し
た
に
拘
ら
ず
、
大
失
敗
し
た
か
の
や
う
に
言

ハ
ス
故

二
十

八
ケ
年
請
負

ニ
テ

休
業

ヲ
為
ス
」
と
、
幕
府
の
莫
大
な

か
く
て
一
時
的
に
も
せ
よ
、

し
か
も
一
般
に
比
し
て
は
尚
敷
倍
に
も
及
ぶ
長

そ
れ
は
自
ら
の
鰹
瞼
と
資
力
と
を
侍
み
、
自

な
ど
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
六
の
註
④
参
照
。

そ
の
産

貞
享

二
年
隠
退
す
る
の
餘
儀
な
き
に

至
っ
た
友
信
の

時
代
の
み
に
限

つ
て
観
察
し
、
之
を
失
敗
と
斯
じ
て
ゐ
る
の
は
ま
た
こ
れ
に
誤
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
住
友
家
は
友
信
の

代
に
家
産
一
時
傾
い
た
や
う
で

あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
別
に
あ
り
、
吉
岡
銅
山
網
螢
の
僅
か
な
失
費

困
難
を
豫
想
さ
れ
た
事
情
の
下
に
、

且
つ
叉
途
上
不
慮

不
撓
不
屈
よ
く
自
力
紐
営
を
敢
行
し
た
の
で
あ

老
山
深
鋪
を
歎
ぜ
ら
れ
た
常
山
を
回
生
せ
し
め

行
は
れ
た
こ
の
吉
岡
銅
山
の
第
一
次
経
営
に
開
し
、
故
あ
っ
て
早
く



彦
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

住
友
の
吉
岡
銅
山
第
一
次
紐
螢

て
は
、
全
國
的
に
観
て
も
最
上
級
の
成
績
を
拳
げ
得
た
こ
と
は
、
嘗
山
始
め
て
の
大
疏
水
坑
道
の
開
通
と
稼
行
期

間
の
長
期
と
共
に
、
獨
り
吉
岡
銅
山
史
或
は
住
友
鎖
業
史
の
み
の
問
題
で
は
な
く
、
大
ぎ
く
は
本
邦
鎖
業
史
の
上

に
も
、
注
目
す
べ
ぎ
足
跡
を
印
し
た
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

そ
し
て
又
、
本
銅
山
鰹
螢
中
‘
曾
て
こ
の
地
で
採
鎮
に
従
っ
た
鎮
夫
切
上
り
長
兵
衛
が
、
其
の
後
伊
豫
の
立
川

銅
山
に
移
り
、

た
ま
た
ま
吉
岡
銅
山
と
同
一
代
官
の
支
配
地
で
あ
っ
た
別
子
山
足
谷
に
、

し
、
遠
路
来
つ
て
之
を
嘗
山
支
配
人
に
報
ず
る
に
至
っ
た
こ
と
を
思
ふ
と
、
嘗
銅
山
の
鰹
螢
は
、
別
子
銅
山
の
鰹

螢
、
従
っ
て
後
来
の
住
友
繁
榮
の
因
を
な
し
た
も
の
と
し
て
、
重
大
な
意
義
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
本
銅
山
の
経
螢
は
、
紐
螢
そ
の
も
の
よ
り
言
ふ
も
、
将
又
そ
の
後
来
へ
の
意
義
よ
り
言
ふ
も
、
甚
だ
注
目
す
べ

扱
て
寛
文
年
間
よ
り
全
國
的
に
銅
山
の
開
殺
は
惹
速
に
進
ん
だ
が
、

採
ら
れ
た
。
近
世
初
期
の
金
銀
山
は
多
く
直
山
で
、
極
め
て
短
期
の
稼
行
を
輩
位
と
し
て
多
く
の
山
師
に
運
上
高

を
競
は
し
め
た
。

の
が
多
か
っ
た
。
銅
山
に
於
い
て
は
こ
の
法
は
あ
ま
り
行
は
れ
ず
、

①
 

れ
る
や
う
に
な
っ
た
。

―
-
、
三
年
を
期
と
す
る
請
山
法
が
多
く
採
ら

有
望
な
銅
鎮
を
稜
見

↓ヽカ
＜

う
け
や
な

そ
の
鰹
螢
法
と
し
て
は
一
般
に
請
山
法
が

そ
の
た
め
稼
行
に
勢
ひ
永
遠
性
。
企
劃
性
を
鋏
き
、
暴
掘
と
な
り
勝
ち
で
忽
ち
麿
山
に
な
る
も

ハ
四



ハ
五

こ
の

金
銀
山
の
場
合
も
多
く
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
銅
山
に
於
け
る
京
・
江
戸
・
大
阪
或
は
地
方
都
市
の
町

人
の
投
資
は
一
層
強
力
と
な
っ
た
。
寛
文
年
間
以
後
銅
貿
易
と
銅
鎮
業
と
の
関
連
は
密
接
な
も
の
が
あ
り
、
常
時

金
銀
流
出
を
防
止
せ
ん
と
す
る
幕
府
の
政
策
下
に
、
銅
は
輸
出
貿
易
を
支
へ
る
最
大
の
重
要
品
と
な
り
、

そ
の
量

は
激
増
し
て
い
っ
た
か
ら
、
銅
山
は
金
銀
山
に
代
る
主
要
鎖
業
と
な
っ
て
来
た
。
銅
鎖
業
は
主
と
し
て
大
阪
を
中

心
と
す
る
銅
屋
・
銅
吹
屋
を
頂
貼
と
し
て
痰
展
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
銅
屋
・
銅
吹
屋
中
の
有
力
者
で
あ
っ
た
住

友
は
じ
め
大
坂
屋
・
熊
野
屋
等
は
兼
ね
て
銅
山
師
と
し
て
手
山
を
持
つ
て
ゐ
た
。
就
中
、
住
友
・
大
坂
屋
は
全
図

に
お
い
て
は
有
力
な
山
主
の
下
に
輩
一
の
資
本
家
的
続
螢
を
行
ふ
こ
と
が
、
生
産
性
・
企
劃
性
に
お
い
て
も
一
層

①
 

優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
住
友
は
こ
の
吉
岡
銅
山
の
鰹
螢
に
あ
た
り
、
最
初
は
取
敢
へ
ず
請
山
従
来
の
例
に
徴
ひ
、
年
季
も
先

づ
三
年
、
定
額
運
上
の
制
に
よ
っ
て
請
負
っ
た
が
、
も
と
よ
り
有
望
銅
山
の
長
期
開
焚
を
目
途
と
し
て
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
第
二
回
請
負
年
季
に
入
る
や
、
本
銅
山
回
生
の
本
格
的
疏
水
坑
道
掘
堅
工
事
並
に
従
来
の
制
を
改

め
て
出
銅
に
劉
す
る
一
定
歩
合
の
銅
を
運
上
と
し
て
代
銀
納
す
る
こ
と
を
願
ひ
出
で
、
遂
に
許
可
を
得
た
。

運
上
法
は
嘗
吉
岡
銅
山
と
し
て
は
劃
期
的
の
こ
と
で
あ
り
、
鰹
螢
上
に
も
合
理
性
を
加
へ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

住
友

の
吉
岡
銅
山
第
一
次
網
螢

に
亙
り
多
敷
の
銅
山
を
稼
行
し
て
居
り
、

し

こ
の
他
に
も
大
阪
に
は
敷
多
く
の
銅
山
師
が
あ
っ
た
。
銅
山
の
隆
昌
期



①
①

小
葉
田
淳
著
「
鉱
山
の
歴
史
」
参
照
。

註

住
友
の
吉
岡
銅
山
第

一
次
紐
螢

か
し
て
こ
の
法
は
別
子
銅
山
開
坑
に
営
り
緞
承
せ
ら
れ
、
別
子
の
賓
質
上
の
永
代
稼
行
櫂
確
保
と
共
に
最
も
合
理

的
な
運
上
法
と
し
て
明
治
維
新
に
至
る
ま
で
績
け
ら
れ
た
。

以
上
の
如
く
吉
岡
銅
山
は
住
友
に
と
り
具
謄
的
に
そ
の
糎
螢
を
う
か
ゞ
ひ
得
る
最
初
の
も
の
で
あ
り
、

に
具
現
せ
ら
れ
た
事
業
経
螢
の
態
度
、

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

ー
終
ー
—
ー

/', 

＇ ノ‘

又
、
過

去
敷
代
に
亙
る
鎖
業
鰹
験
を
遺
憾
な
く
稜
揮
し
、
相
嘗
の
成
果
を
畢
げ
得
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
の
中

即
ち
、
鰹
験
に
基
く
自
信
・
周
密
雄
大
な
企
劃
．
稼
行
の
永
遠
性
・
雄
渾

な
氣
塊
・
強
靱
な
意
力
と
い
ふ
も
の
は
次
の
別
子
紐
螢
に
嘗
つ
て
も
永
く
受
け
つ
が
れ
、
住
友
の
特
色
と
言
は
れ



附

録

備

中

吉

岡

銅

山

闊

係

資

料



附

鋒

解

題

る
。
（
「
備
中
川
上
郡
吹
屋
村
御
山
用
控
」
所
牧
）

の
賓
際
に
つ
い
て
願
ひ
出
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

[--
）
返
上
の
己
む
な
き
に
至
っ
た
。

破
つ
て
運
上
の
歩
合
制
採
用
を
願
ひ
出
て
ゐ
る
。

解

天
和
四
年
の
再
稼
行
願
開
係

題

こ
れ
ら
願
書
・
請
書
は
こ
の
間
の
鰹
緯
を
知
る
根
本
資
料
で
あ

正
月
附
再
稼
行
願
書
・
八
月
附
稼
行
請
書
・
九
月
附
願
書
奥
書

住
友
は
延
賓
八
年
（
這
譴
」
二
、
嘗
時
西
國
一
と
い
は
れ
た
備
中
図
吉
岡
銅
山
の
鰹
螢
に
乗
り
出
し
、
常
山
は
じ

め
て
の
大
疏
水
坑
道
掘
繋
を
手
が
け
た
が
、
豫
期
に
反
し
非
常
な
岩
石
層
に
逢
著
一
旦
中
止
、
天
和
三
年
末
（
這
這

し
か
し
乍
ら
常
山
の
有
望
な
る
こ
と
を
見
込
ん
だ
住
友
は
再
び
疏
水
坑
を
掘

緊
す
べ
く
、
翌
四
年
（
貞
享
元
年
）
正
月
新
た
な
構
想
の
も
と
に
再
稼
行
を
出
願
し
た
。
こ
の
際
吉
岡
従
来
の
例
を

八
月
に
至
り
や
う
や
く
睛
書
を
提
出
し
得
た
が
、
こ
れ
は
吉
岡

未
曾
有
の
計
甍
に
劉
し
営
局
に
於
い
て
も
相
常
問
題
と
し
て
裁
決
に
難
色
の
あ
っ
た
た
め
で
あ
ら
う
。
次
い
で
九

月
下
旬
代
官
服
部
六
左
衛
門
が
検
見
に
来
山
、
漸
く
入
山
の
運
び
と
な
っ
た
。

こ
の
時
住
友
と
し
て
は
更
に
稼
行



右
所
牧
）

貞
享
二
年
九
月
の
覺

こ
れ
は
新
任
代
官
後
藤
覺
右
衛
門
が
は
じ
め
て
吹
屋
に
来
た
と
き
に
提
出
し
た
も
の
で
、
吉
岡
に
於
け
る
選
鎖
・

精
錬
の
歩
附
・
従
業
人
の
構
成
・
大
阪
に
於
け
る
銅
賣
直
段
な
ど
を
記
し
て
ゐ
る
。
後
出
元
禄
九
年
（
這
置
〗
六
）
の

「
備
中
銅
御
山
仕
様
之
覺
」
と
共
に
、
営
時
の
選
鎮
・
精
錬
・
従
業
人
の
状
態
を
知
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

元
緑
元
年
の
稼
行
網
綬
願
闘
係

附
録

解

十
月
附
綴
績
願
書
・
同
月
附
蠍
績
再
願
書
・
十
二
月
附
稼
行
請
書

元
禄
元
年

(
A
9↑
六
）
末
一
應
年
季
切
れ
と
な
る
の
で
、

工
事
は
多
少
の
障
碍
は
あ
っ
た
が
、

た
。
代
官
所
は
将
来
を
有
望
覗
し
た
の
か
運
上
の
増
額
を
命
じ
た
の
で
、
同
月
出
銅
（
峠
麟
）
千
貫
目
に
つ
き
運
上

銅
百
貫
目
代
銀
五
百
五
十
匁
と
従
来
よ
り
二
十
匁
増
で
再
願
し
、

題

十
月
、
向
ふ
五
箇
年
の
稼
行
抵
績
を
願
ひ
出
た
。
水
抜

ほ
ゞ
順
調
に
進
み
疏
水
坑
百
四
十
間

□

這
叩
）
小
切
風
廻
六
十
間
程
を
掘
繋
し

十
二
月
請
書
を
提
出
し
た
。
（
同
右
所
牧
）

（同



附

緑

解

（
同
右
所
牧
）

題

備
中
銅
御
山
仕
様
之
覺

元
禄
四
年
（
這
量
干
ニ
二
月
、
前
後
六
箇
年
半
の
歳
月
を
費
し
て
吉
岡
銅
山
最
初
の
全
長
二
百
間
餘
の
大
疏
水
坑

道
が
完
成
し
、
産
銅
は
豫
期
の
如
く
四
年
度
に
三
十
五
萬
八
千
餘
斤
、

五
年
度
七
十
萬
斤
、
六
年
度
に
は
賓
に
九

十
一
萬
三
千
餘
斤
を
攀
げ
た
。

こ
れ
は
嘗
時
全
國
的
に
視
て
も
第
一
流
の
成
績
で
あ
っ
た
。

こ
の
六
年
は
又
請
負

年
季
切
れ
の
年
に
嘗
つ
て
ゐ
た
の
で
、
勢
ひ
込
ん
だ
住
友
は
脇
よ
り
邪
魔
の
入
ら
ぬ
う
ち
に
と
期
限
に
先
立
つ
こ

と
七
箇
月
以
上
も
前
に
稼
行
綴
績
を
願
ひ
出
た
の
で
あ
る
。
兎
に
角
こ
れ
は
六
月
に
は
早
く
も
認
可
を
得
た
。

こ
れ
は
元
緑
九
年
九
月
、
大
阪
に
於
い
て
代
官
所
役
人
へ
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
床
壼
枚
吹
に
就
い
て
か
な

り
詳
細
な
説
明
を
加
へ
た
も
の
で
、
嘗
時
の
標
準
的
な
採
鎖
よ
り
精
錬
に
至
る
情
況
に
近
い
も
の
か
と
思
は
れ

る
。
（
同
右
所
牧
） 元

緑
六
年
の
稼
行
緞
績
願
書



備
中
銅
山
賃
銀
計
量
等
大
概

元
禄
八
、
九
、
十
年
頃
の
覺
で
、
採
鎖
・
精
錬
に
亙
る
各
工
程
の
賃
銀
形
態
、
鎖
石
・
燒
木
他
諸
材
料
諸
器
具
の

計
量
、
諸
間
符
の
歩
附
大
法
等
多
岐
に
亙
つ
て
居
り
、
具
暢
的
稼
行
を
知
る
上
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

右
諸
資
料
の
印
刷
に
営
つ
て
は
、
底
本
の
原
形
を
存
す
る
に
勉
め
、
常
字
・
誤
字
等
は
成
る
べ
く
菖
に
握
つ

た
。
又
場
合
に
よ
り
側
傍
に
（

銅
山
記
の
中
「
山
の
い
か
さ
ら
」
所
収
）

附

録

解

題

）
を
附
し
て
適
宜
註
記
を
加
へ
た
。

四

（
諸
國



附
録

天
和
四
年
の
再
稼
行
願
闘
係

乍

恐

御

訴

訟

申

上

候

拾
枚
宛
之
御
定
翌
酉
年
正
月
か
御
山
入
仕
去
亥
年
迄
三
ヶ
年
無
恙
相
勤
難
有
奉
存
候
御
事

一
御
山
掘
申
間
符
者
琴
か
山
底
、
12

先
年
よ
り
只
今
二
至
り
段
ミ
掘
込
申
候
二
付
井
之
こ
と
く
二
罷
成
水
わ
き
出
か

せ
き
二
障
申
候
此
水
取
捨
申
造
用
銀
大
分
入
申
候
故
先
山
師
共
も
過
分
損
仕
候
乍
憚
私
義
者
御
山
末
ミ
仕
績
申

度
奉
存
候
二
付
吹
屋
村
御
百
性
、
四
も
相
談
仕
谷
か
水
貫
可
仕
と
去
三
月
か
仕
掛
申
候
得
共
以
之
外
が
ん
せ
ぎ
ニ

而
金
銀
大
分
入
申
候
其
上
御
山
末
ミ
得
仕
績
不
申
候
故
水
貫
も
七
月
以
後
者
止
置
申
候
只
今
迄
之
通
二
御
座
候

而
者
造
用
銀
段
ミ
入
増
又
者
高
御
運
上
銀
差
上
ヶ
申
候
而
者
損
可
仕
様
奉
存
候
二
付
去
亥
極
月
限
二
御
山
差
上

ヶ
申
候
御
事

一
右
御
山
之
儀
者
西
國
壺
番
之
銅
山
御
重
賓
所
二
而
御
座
候
虞
二
水
貫
壼
ヶ
所
も
無
御
座
候
唯
今
之
通
二
御
座
候

得
者
水
た
A

ゑ
か
せ
き
難
成
候
間
末
ミ
中
絶
可
仕
と
奉
存
候
併
谷
か
水
貫
仕
候
者
末
ミ
御
山
相
績
可
仕
候
御
了

簡
之
御
上
被
為

仰
付
候
者
水
貫
仕
度
候

天
和
四
年

の
再
稼
行
願
閥
係

一
備
中
國
川
上
郡
吹
屋
村
銅
御
山
去
ル
延
費
八
申
年
私
奉
願
候
而
被
為

仰
付
被
下
壼
ヶ
年
二
御
運
上
銀
千
七
百



附
録

天
和
四
年
の
再
稼
行
願
開
係

大

水

貫

積

り

谷

か

銅

出

申

間

符

迄

此

間

際

百

八

拾

間

此

外

ニ

間

符

ヽ

間

符

迄

或

者

三

拾

間

又

者

五

拾

間

水

貫

敷

ヶ

所

御

座

候

此

入

用

金

凡

三

千

五

百

雨

右
此
水
貫
成
就
仕
候
得
者
間
符
之
中
井
之
こ
と
く
た
A

ゑ
申
水
干
水
仕
新
銅
山
同
前
二
罷
成
末
ミ
大
分
榮
可
申

候
然
共
此
水
貫
成
就
仕
候
迄
者
是
に
掛
り
居
申
候
併
私
唯
今
迄
敷
ヶ
所
普
請
仕
掛
置
申
候
間
符
之
内
造
用
銀
少

分
二
入
申
所
者
随
分
掘
出
シ
可
申
候
然
者
水
貫
仕
候
内
二
も
御
運
上
者
掘
出
シ
候
銅
二
應
シ
無
恙
差
上
ヶ
可
申

候
右
此
水
貫
二
金
子
大
分
入
申
事
二
御
座
候
間
銅
御
運
上
二
被
為
仰
付
可
被
下
侯
銅
千
貫
目
二
付
御
運
上
銅
百

貫
目
代
銀
五
百
―
―
―
拾
目
宛
銀
二
而
差
上
ヶ
可
申
候
右
御
定
二
而
営
子
年
か
来
ル
辰
之
年
極
月
迄
五
年
切
被
為
仰

付
被
下
候
様
二
奉
願
候
御
事

一
御
山
番
所
御
役
人
諸
事
入
用
者
山
師
方
か
差
上
ヶ
可
申
候
御
事

（

マ

、

）

一
御
山
去
ル
寛
永
廿
未
年
四
年
者
銅
御
運
上
二
而
銅
千
貫
目
二
付
御
運
上
銅
五
拾
貫
目
宛
差
上
ヶ
申
候
唯
今
直
段



附
録 御

奉

行

様

ニ
而
者
此
代
銀
戴
百
六
拾
五
匁
也
其
後
慶
安
元
子
ノ
年
よ
り
銀
運
上
二
罷
成
壼
ヶ
年
二
銀
―
―
一
百
枚
或
者
爪
百
五

拾
枚
又
者

三
百
三
拾
枚
宛
差
上
ヶ
申
候
其
後
中
絶
仕
候
虞
二
寛
文
十
戌
年
御
江
戸
町
人
奉
願
候
所
二
脇
か
せ
り

人
罷
出
壼
ヶ
年
二
銀
千
一
三
一
百
八
拾
三
枚
餘
宛
二
而
三
年
限
二
御
請
負
仕
候
其
後
段
ミ
御
運
上
増
二
奉
願
延
賓
七

未
年
迄
御
請
負
申
者
共
所
ミ
方
ミ
之
者
迄
大
分
損
掛
申
候
如
此
先
年
御
請
負
仕
候
者
共
者
凡
三
ヶ
年
限
其
内
半

途
二
仕
廻
申
者
も
御
座
候
第
一
山
か
せ
ぎ
一
園
不
存
白
人
或
者
手
前
不
如
意
成
族
も
御
座
候
而
仕
居
ケ
不
申
候

乍
憚
私
義
者
諸
闘
二
而
山
か
せ
き
能
た
ん
れ
ん
仕
り
大
分
仕
入
銀
仕
置
手
廣
ク
か
せ
ぎ
仕
候
故
御
山
無
恙
唯
今

迄
相
勤
申
候
御
事

右
之
通
大
水
貫
被

仰
付
候
得
者
御
山
相
績
仕
候
間
乍
憚
被
為
聞
召
分
被
仰
付
被
下
候
者
難
有
可
奉
存
候
以
上

天

和

四

年

子

正

月

天
和
四
年

の
再
稼
行
願
開
係

彦

兵

衛



天
和
四
年
の
再
稼
行
願
閥
係

ヶ

候

手

形

覺

一
備
中
國
川
上
郡
吹
屋
村
銅
御
山
此
度
水
貫
五
ヶ
年
限
二
泉
屋
彦
兵
衛
奉
願
訴
状
之
通
被
仰
付
難
有
奉
存
候
水
貫

仕
候
内
御
運
上
之
儀
者
掘
出
候
銅
千
貫
目
二
付
御
運
上
銅
百
貫
目
此
代
銀
五
百
三
拾
目
宛
之
積
り
を
以
月
切
ニ

銀
二
而
差
上
ヶ
可
申
候
勿
論
銅
之
鑓
上
ミ
ニ
て
銀
多
有
之
候
者
し
ほ
り
申
時
分
御
改
を
請
増
銀
差
上
ヶ
可
申
候

右
御
山
か
せ
ぎ
候
内
為
質
銀
と
拾
貫
目
差
上
ヶ
置
申
候
請
人
吉
左
衛
門
儀
別
紙
二
書
上
ヶ
候
通
京
大
坂
二
家
屋

鋪
所
持
仕
造
成
者
二
而
御
座
候
若
御
運
上
遅
二
仕
候
款
又
者
水
貫
無
情
二
仕
掘
不
申
候
か
不
依
何
事
二
御
公
儀

御
損
失
参
候
様
成
不
居
仕
候
者
質
銀
並
御
山
二
而
掘
出
置
候
銅
等
者
不
及
申
上
諸
色
被
召
上
其
上
い
ヶ
様
に
も

可
被
仰
付
候
御
事

一
右
御
山
稼
申
内
金
銀
之
絃
御
座
候
者
御
注
進
可
仕
候
其
上
二
而
御
運
上
之
儀
御
了
簡
次
第
二
差
上
ヶ
可
申
候
若

御
山
之
様
子
御
後
闇
儀
御
役
人
衆
御
見
出
被
成
候
ハ
、
私
共
越
度
二
御
座
候
間
被
仰
付
次
第
違
胤
申
上
間
鋪
候

一
右
御
運
上
銅
代
銀
之
外
御
番
所
御
入
用
米
百
九
石
爪
斗
之
分
私
方
か
差
上
ヶ
申
御
定
二
御
座
候
間
其
年
之
―
―
―
歩

壼
御
直
段
を
以
銀
二
而
上
納
可
仕
候
尤
御
番
所
小
屋
之
儀
御
差
圏
を
請
私
方
か
建
渡
可
申
候
御
番
小
屋
破
損
修

御
事

附
録

指

上

ヶ

申

一

札

之

事

ハ
左
衛
門
様
、
四

上

四



附
鋒

右
之
通
少
も
違
鋭
仕
間
鋪
候
若
相
違
之
義
於
御
座
候
二
者
本
人
者
不
及
申
請
人
共
い
ケ
様
之
曲
事
に
も
可
被
仰
付

△
子
九
月
廿
三
日
六
左
衛
門
様
椋
見
二
御
出
則
山
入
被
仰
付
候
時
此
方
願
書
諸
事
此
趣
被
仰
付
候
乍
去
奥
書
計
御
望
二
て
左

之
通
二
仕
上
ヶ
申
候

一
大
水
貫
之
儀
茶
木
間
歩
か
可
仕
候
此
壼
ヶ
所
一
日
も
無
僻
怠
為
切
可
申
候
火
燈
り
不
申
節
者
風
廻
シ
可
仕
候
其

天
和
四
年
の
再
稼
行
願
閥
係

△

願

書

服
部
六
左
衛
門
様

貞

享

元

年

子

八

月

候
其
節
異
義
申
上
間
鋪
候
為
後
日
一
札
如
件

覆
之
義
も
以
後
迄
此
方
か
仕
御
公
儀
御
物
入
二
仕
間
鋪
候
御
事

請
負
人

請

人

五

同

彦

兵

衛

同

吉
右
衛
門

大
阪
あ
わ
ち
町
壼
丁
目

請

人

泉

屋

吉

左

衛

門



下

番

衆

上

奉

行

馬 廿

眉

力

笠
月

一
御
山
御
奉
行
下
御
番
衆
御
道
迎
加
籠
馬
之
御
定
被
仰
付
可
被
下
候
御
事

一
下
財
小
屋
之
儀
先
年
之
通
被
仰
付
可
被
下
候
御
事

一
白
長
山
稼
申
節
者
用
水
―
―
障
無
之
様
二
可
仕
候
御
事

天
和
四
年
の
再
稼
行
願
閥
係

外
五
拾
間
―
―
―
拾
間
之
水
貫
之
儀
者
此
方
勝
手
次
第
段
ミ
切
可
申
候
御
事

一
大
水
貫
成
就
不
仕
内
者
千
枚
閥
東
大
根
戸
古
壺
水
鋪
者
稼
申
間
鋪
候
其
外
者
勝
手
次
第
二
稼
仕
度
候
不
入
壺
ニ

而
も
埋
申
間
鋪
候
井
危
所
念
入
可
申
候
御
事

一
御
山
年
季
之
儀
五
年
目
極
月
諸
色
仕
舞
可
申
候
併
嘗
年
者
か
せ
き
申
間
も
無
御
座
候
間
御
了
簡
奉
願
候
御
事

一
末
廣
間
歩
か
上
六
枚
東
迄
や
ら
い
仕
候
儀
者
喜
多
方
領
分
二
下
財
ゑ
ふ
引
水
取
日
用
か
な
め
女
等
御
山
稼
仕
候

も
の
敷
多
御
座
候
取
分
寒
風
之
節
者
難
儀
仕
候
間
や
ら
い
之
儀
御
免
可
被
下
候
御
事

右

之

通

ニ

被

仰

付

候

一
山
内
間
歩
何
ヶ
所
二
て
も
又
者
普
請
等
諸
事
先
年
之
通
山
師
勝
手
次
第
稼
仕
候
様
―
―
被
仰
付
可
被
下
候
御
事

右
之
通
被
仰
付
被
下
候
者
難
有
可
奉
存
候
大
水
貫
之
儀
若
油
斯
仕
候
者
御
吟
味
可
被
仰
付
候
且
又
御
山
之
様
子
ニ

附
録



附
録

よ
り
以
来
無
御
心
元
被
思
召
儀
於
御
座
候
に
者
不
依
何
事
に
至
其
時
御
改
可
被
遊
候
若
違
背
仕
候
者
御
山
可
被
召

上
候
其
時

一
言
之
御
駈
申
上
間
鋪
候
以
上

貞

享

元

子天
和
四
年
の
再
稼
行
願
開
係

服
部
六
左
衛
門
様 九

月

泉

屋彦

兵
七

衛

判



附
録

一
床
屋
荒
吹

一
床
屋
員
吹

此
正
味
ゑ
り
鑓
百
貫
目

貞
享
二
年
九
月
の
覺

一
や
ぎ
釜

一
ゆ
り
物

一
く
た
ぎ

右
之
鑓

覺

貞
享
二
年
九
月
の
覺

（覺）

一
後
藤
角
右
衛
門
様
丑
九
月
廿
三
日
吉
井
村
御
着
同
廿
六
日
吹
屋
村
御
泊
り

一
間
符
か
掘
出
申
候
生
鑓
百
三
拾
貫
目

但
拾
貫
目
二
付
直
段
壼
匁
か
爪
匁
迄
山
師
買
取
申
候



一
拾
六
人

内

/
銅
拾
壼
貫
六
拾
目

此
員
吹
銅
八
貫
六
拾
目
但

一
か
わ
拾
三
貫
目

附
録

貞
享

二
年
九
月

の
党

但

ゑ
り
鎚
拾
貰
目

二
付

壼
貫
百
六
匁
宛

か
ら
み

二
成
捨
り
申
候

生
鎚
拾
貫
目

二
付

八
百
五
拾
目
宛

か
わ
拾
貫
目
二
付

銅
六
貫
戴
百
目
宛

是
を
釜
二
而
燒
申
候
生
鑓
か
銅
二
仕
候
迄
二
日
敷
三
十
五
日
か
五
十
日
迄
掛
り
申
候

残
而
三
拾
貫
目
く
た
ぎ
ゆ
り
物
二
仕
候
故
石
土
二
捨
り
申
候

一
ゑ
り
譴
百
貫
目
釜
二
而
燒
申
侯
得
者
七
拾
貫
目
二
成
申
候
残
而
―
―
―
拾
貫
目
程
轄
ク
成
申
侯

一
ゑ
り
鑓
百
貫
目
燒
申
候
を
荒
吹
二
仕
候
得
者

一
床
尻
銅
―
―
一
貫
目

残
而
八
拾
八
貫
九
百
四
拾
目

一
か
わ
百
貫
目
員
吹
二
仕
候
得
者
正
味
銅
六
拾
爪
貫
目
二
成
申
候
残
而
三
拾
八
貫
目
か
ら
み
二
成
捨
り
申
候

一
山
師
家
内
人
敷
三
拾
五
人間

符
四
ヶ
所
鑓
番
人



附
鈴

一
五
拾
人

二
白
五
拾
七
人

一
三
拾
人

二
瓜
百
八
人

一
四
拾
七
人

一
大
坂
二
而
銅
賣
直
段
拾
貫
目
二
付
五
拾
目

右
之
通
二
御
座
候
以
上

一

四

拾

六

人

水

樋

引

一

六

拾

戴

人

得

符

引

一
山
内
下
財
人
敷
六
百
人

一
九
人

一
三
人

二
瓜
人

一
五
人

日
用

掘
子

鑓
く
だ
ぎ
場
役
人

媛
燒
木
支
配
人

賣
物
方
手
代
中
間
共

床
屋
大
工
手
子

く
た
含
ゆ
り
物
女

老
人
井
子
共

貞
享
二
年
九
月
の
覺

床
屋
役
人



佐
藤
守
右
衛
門
様

加
賀
美
彦
兵
衛
様

貞

享

爪

年

附
録

貞
享
二

年
九
月

の
覺

丑

九

月

廿

八

日

泉

屋
彦

兵

衛

四



附
録

差
上
可
申
候
尤
番
所
小
屋
等
是
又
前
こ
之
通
私
方
か
建
渡
修
覆
等
も
可
仕
候

元
緑
元
年
の
稼
行
網
績
願
闘
係

乍

恐

書

付

ヲ

以

御

訴

訟

申

上

候

（

力

）

（

力

）

一
備
中
國
川
上
郡
吹
屋
村
銅
山
之
儀
先
年
御
請
仕
稼
申
候
虞
敷
百
年
相
績
之
御
山
故
間
符
共
愈
深
鋪
二
罷
成
水
甚

出
御
山
稼
不
罷
成
既
及
断
絶
候
然
共
西
國
一
番
之
結
構
成
御
山
捨
り
可
申
段
残
多
奉
存
候
二
付
十
ヶ
年
切
二
御

請
仕
大
水
抜
仕
度
之
旨
服
部
六
左
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
奉
願
候
得
者
先
五
ヶ
年
切
―
―
仕
候
様
二
と
被
仰
付
天

和
四
子
年
か
嘗
辰
極
月
迄
之
御
定
二
而
大
水
抜
切
掛
り
只
今
迄
二
大
通
り
百
四
拾
間
小
切
風
廻
六
拾
間
程
掘
明

（

力

）

申
候
存
之
外
岩
石
堅
ク
御
座
候
而
大
分
之
失
却
掛
り
勝
手
迷
惑
仕
候
乍
去
切
届
不
申
段
残
念
二
奉
存
候
二
付
御

訴
訟
申
上
候
束
已
正
月
か
酉
極
月
迄
五
ヶ
年
之
内
被
為

一
右
之
内
出
申
銅
御
運
上
之
儀
者
只
今
迄
之
通
出
山
本
御
改
ヲ
請
出
来
銅
千
貫
目
二
付
銅
百
貫
目
此
代
銀
五
百
五

拾
目
宛
差
上
可
申
候

一
右
御
運
上
改
御
役
人
衆
御
給
米
百
九
石
戴
斗
之
代
銀
只
今
迄
之
通
備
中
御
物
成
米
―
―
―
分
一
御
直
段
ヲ
以
私
方
か

元
誅
元
年
の
稼
行
戦
績
願
開
係

大
通
り
井
小
切
風
廻
と
も
に
百
五
拾
間
計
も
切
抜
申
積
り
御
座
候

仰
付
被
下
候
ハ
、
難
有
可
奉
存
候
左
候
ハ
、
右
之
末



右
之
通
被
仰
付
被
下
候
ハ
、
諸
事
御
定
井
請
人
證
文
等
只
今
迄
之
通
無
相
違
御
請
可
仕
候
水
切
抜
候
ハ
、
大
盛
仕

末
永
御
山
榮
可
申
様
二
奉
存
候
少
も
早
ク
切
抜
候
得
者
御
運
上
も
多
上
り
私
共
も
相
應
二
徳
分
御
座
候
間
願
之
通

元

緑

元

戊辰

十

月

備
中
図
川
上
郡
吹
屋
村
銅
山
之
儀
来
巳
正
月
か
酉
極
月
迄
五
ヶ
年
切
二
御
請
仕
度
旨
奉
願
候
虞
二
唯
今
迄
之
御
運

上
二
而
ハ
被
仰
付
間
鋪
候
間
御
運
上
増
申
候
様
二
と
被
仰
渡
候
最
前
か
申
上
候
通
大
分
之
失
却
二
而
水
抜
仕
儀
御

座
候
得
者
只
今
迄
之
御
運
上
も
引
下
ヶ
御
断
申
上
度
奉
存
候
上
増
之
儀
迷
惑
奉
存
候
乍
去
敷
年
大
分
之
金
子
入
掘

掛
り
候
儀
二
御
座
候
故
難
捨
置
奉
存
候
間
只
今
迄
御
運
上
銅
百
貫
目
二
付
銀
五
百
―
―
―
拾
目
ッ
、
買
上
申
候
得
と
も

後
藤
覺
右
衛
門
様

被
為
仰
付
被
下
候
ハ
、
難
有
可
奉
存
候
以
上

附
録

元
緑
元
年
の
稼
行
栂
績
願
開
係

乍

恐

口

上

書

ヲ

以

申

上

候

同

所

同

介

七

大
坂
淡
路
町
壺
丁
目

泉
ゃ

勘

介



附
録 後

藤
覺
右
衛
門
様

来
已
ノ
正
月
か
ハ
銀
戴
拾
目
ッ
、
増
銅
百
貫
目
二
而
銀
五
百
五
拾
目
ッ
、
二
買
上
可
申
候
間
被

此
外
者
縦
不
被
仰
付
候
と
も
増
之
儀
罷
成
間
鋪
候
御
山
少
之
内
二
而
も
中
絶
仕
候
得
者
下
財
等
散
行
又
集
候
二
殊

之
外
手
間
取
申
候
且
又
間
符
二
水
湛
候
二
付
水
取
捨
申
失
却
大
分
相
掛
り
申
候
故
年
季
之
内
か
跡
御
山
奉
願
儀
ニ

御
座
候
少
も
早
ク
被

元

緑

元

戊
辰

十

月

右
之
通
私
御
代
官
所
備
中
國
川
上
郡
吹
屋
村
銅
山
御
運
上
之
儀
去
ル
子
ノ
年
服
部
六
左
衛
門
御
代
官
所
之
節
常
辰

年
迄
五
ヶ
年
切
二
被
仰
付
候
虞
二
常
暮
年
季
明
申
候
二
付
束
巳
正
月
か
酉
ノ
極
月
迄
五
ヶ
年
切
二
御
請
仕
度
旨
大

坂
泉
や
勘
介
同
介
七
と
申
者
願
書
差
出
申
候
只
今
迄
ハ
掘
出
候
銅
千
貫
目
二
付
御
運
上
銅
百
貫
目
此
代
銀
五
百
三

拾
目
ッ
、
銀
二
而
上
納
致
候
へ
と
も
御
運
上
増
候
而
御
請
仕
候
様
二
と
致
吟
味
候
故
銅
百
貫
目
二
付
銀
戴
拾
目
宛

増
シ
五
百
五
拾
目
ッ
、
ノ
直
段
ヲ
以
御
請
可
仕
候
井
御
運
上
改
役
人
給
米
之
儀
も
前
ミ
か
通
り
備
中
御
物
成
米
―
―
―

元
緑
元
年
の
稼
行
艇
績
願
開
係

仰
付
被
下
候
ハ
、
難
有
可
奉
存
候
以
上

同

所

同

勘

介

大
坂
淡
路
町
壼
丁
目

泉

屋

助

七
仰
付
可
被
下
候



召
上
其
上
如
何
様
二
も
可
被
仰
付
候
御
事

元
緑
元
年
の
稼
行
艇
績
願
開
係

分
一
御
直
段
ヲ
以
銀
二
而
差
上
ヶ
可
申
候
其
外
番
人
小
屋
等
迄
山
師
入
用
二
而
可
仕
由
如
此
願
書
差
出
申
候
外
ニ

望
之
由
申
来
候
者
も
無
御
座
候
間
被
仰
付
可
然
奉
存
候
於
然
者
請
人
證
文
等
前
ミ
ノ
通
取
候
ハ
、
御
運
上
銀
御
米

代
共
ミ
急
度
取
立
可
申
侯
尤
所
ミ
障
二
罷
成
侯
義
も
無
御
座
候
如
何
可
被
仰
付
候
哉
奉
窺
候

一
備
中
國
川
上
郡
吹
屋
村
銅
御
山
水
抜
之
儀
今
度
泉
屋
助
七
勘
介
奉
願
訴
状
之
通
五
ヶ
年
限
被
仰
付
難
有
奉
存
候

御
運
上
之
儀
ハ
掘
出
し
候
銅
千
貫
目
二
付
御
運
上
銅
百
貫
目
此
代
銀
五
百
五
拾
目
宛
之
積
ヲ
以
月
切
二
銀
二
而

差
上
ヶ
可
申
候
勿
論
銅
之
鑓
上
ミ
ニ
而
銀
多
ク
有
之
候
ハ
、
し
ほ
り
申
時
分
御
改
ヲ
請
増
銀
差
上
ヶ
可
申
候
右

御
山
稼
之
内
為
質
銀
拾
貫
目
指
上
ヶ
置
申
候
若
御
運
上
遅
ミ
仕
候
款
又
者
水
抜
無
情
二
仕
掘
不
申
候
欺
不
寄
何

事
二
御
公
儀
御
損
失
参
候
様
成
不
届
仕
候
ハ
、
質
銀
井
御
山
二
而
掘
出
し
置
候
銅
等
ハ
不
及
申
上
ル
ニ
諸
色
被

附
録

指

上

ヶ

申

一

札

之

事

御

勘

定

所

後

藤

覺

右

衛

門

四



附
録

元
緑
元
年
の
稼
行
檄
績
願
闊
係

後
藤
覺
右
衛
門
様

元

腺

元

年

辰

十

二

月

候
其
節
異
儀
申
上
間
鋪
候
為
後
日
之
一
札
如
件

間
鋪
候
御
事

同

所
同

五

同

勘

介

同

所
請

負

人

泉

や

助

七

大
坂
淡
路
町
壼
丁
目

請

人

泉

屋

吉

左

衛

門

一
右
御
山
稼
申
内
金
銀
之
絃
御
座
候
ハ
、
御
注
進
可
仕
候
其
上
二
而
御
運
上
之
儀
御
了
簡
次
第
二
指
上
ヶ
可
申
候

若
御
山
之
様
子
御
後
闇
義
御
役
人
衆
御
見
出
し
被
成
候
ハ
、
私
共
越
度
二
而
御
座
候
間
被
仰
付
次
第
違
胤
申
上

一
右
御
運
上
銅
代
銀
之
外
御
番
所
御
入
用
米
百
九
石
戴
斗
之
分
私
方
か
差
上
申
御
定
二
御
座
候
間
其
年
之
三
分
一

（

マ

、

）

御
直
段
ヲ
以
銀
二
而
上
納
可
仕
候
尤
御
番
所
小
屋
之
儀
御
差
圏
を
請
私
方
か
建
渡
可
申
候
御
番
小
屋
破
損
需

（

マ

、

）
覆
之
義
も
以
後
迄
此
方
か
仕
御
公
儀
御
物
入
二
仕
間
鋪
候
御
事

右
之
通
少
も
違
胤
仕
間
鋪
候
若
相
違
候
儀
於
御
座
候
者
本
人
者
不
及
申
請
人
共
ミ
如
何
様
之
曲
事
二
も
可
被
仰
付



附

緑

元

祁
六
年

の
稼
行
脱
績
願
書

乍

恐

書

付

を

以

御

訴

訟

申

上

候

一
備
中
國
川
上
郡
吹
屋
村
御
銅
山
私
御
請
負
仕
稼
申
儀
嘗
極
月
限
二
而
御
座
候
依
之
跡
御
請
負
来
ル
戌
年
か
寅
極

月
迄
五
ケ
年
奉
願
候
御
運
上
之
儀
者
山
出
シ
銅
千
貫
目
二
付
御
運
上
銅
百
貫
目
此
代
銀
五
百
―
―
―
拾
匁
宛
銀
子
ニ

而
差
上
申
度
旨
奉
願
候
尤
已
年
か
嘗
酉
年
迄
者
御
運
上
銅
百
貫
目
二
付
代
銀
五
百
五
拾
目
宛
そ
而
御
諮
負
仕
候

得
共
御
山

二
水
大
分
御
座
候
而
大
水
抜
キ
ニ
失
却
多
ク
掛
り
其
上
只
今
稼
申
六
枚
間
符
之
義
水
底

二
罷
成
候
ニ

付
営
年
中
者
鑓
績
キ
申
間
敷
様
二
奉
存
候
間
右
之
通
五
百
三
拾
匁
二
被
仰
付
被
下
候
様
二
奉
願
候
得
共
再
三
御

吟
味
之
上

二
御
座
候
間
山
出
シ
銅
千
貫
目
二
付
御
運
上
銅
百
貫
目
此
代
銀
五
百
五
拾
目
宛
如
跡
ミ
之
差
上
ケ
御

一
銅
御
改
御
番
所
諸
古
又
御
入
用
米
如
跡
ミ
之
百
九
石
爪
斗
備
中
御
物
成
三
歩
一
御
直
段
を
以
銀
子
二
而
差
上
可
申

候
尤
御
番
所
修
覆
私
方
か
可
仕
候
御
事

（
元
ノ
誤
）

一
先
年
服
部
六
左
衛
門
様
御
支
配
之
節
大
水
抜
キ
奉
願
貞
享
―
―
―
子
年
か
辰
年
迄
五
ケ
年
御
請
負
仕
大
水
抜
キ
掘
候

ヘ
共
岩
石
堅
ク
右
御
請
負
之
内
成
就
不
仕
其
後
後
藤
覺
右
衛
門
様
、は

御
代
り
又
巳
年
か
酉
迄
五
ヶ
年
奉
願
未
二

請
可
仕
候
御
事 元

誅
六
年
の
稼
行
網
績
願
書



元

緑

六

年

酉

五

月

ミ
大
水
抜
キ
入
用
金
井
二
川
普
請
失
却
未
得
取
返
シ
不
申
候
御
事

同

所

同

勘

介

大
坂
淡
路
町
壼
丁
目

泉

屋

介

七

月
六
日
迄
二
大
水
抜
キ
爪
百
間
壼
尺
除
掘
抜
キ
成
就
仕
侯
依
之
井
之
こ
と
く
水
湛
先
前
之
山
士
不
及
力
捨
置
申

古
間
符
敷
ヶ
所
干
水
二
仕
鑓
掘
出
シ
申
候
然
共
御
山
敷
百
年
二
及
大
分
掘
下
り
申
故
大
水
抜
キ
ニ
而
干
水
ニ
ハ

仕
候
得
共
谷
か
土
底
に
掘
下
り
申
二
付
程
な
く
又
水
強
ク
樋
敷
大
分
二
立
失
却
掛
り
申
候
且
又
大
水
抜
キ
か
登

隔
り
六
枚
と
申
間
符
口
者
川
端
二
有
之
候
故
川
水
馳
込
申
二
付
四
拾
年
以
来
捨
り
居
申
所
私
敷
代
御
料
私
領
敷

ヶ
所
銅
山
仕
来
り
申
鍛
錬
を
以
川
筋
長
サ
六
拾
間
餘
厚
板
二
而
張
詰
間
符
之
内
ど
ろ
水
を
さ
ら
へ
水
＜
A

り
不

申
様
二
申
正
月
か
五
月
迄
大
普
請
仕
立
申
候
依
之
去
年
中
鑓
か
さ
掘
上
ケ
御
運
上
銀
大
分
差
上
ヶ
申
候
然
共
年

右
之
通
跡
御
山
五
ヶ
年
被
仰
付
被
下
候
ハ
、
捨
り
居
申
古
間
符
悉
吟
味
仕
末
ミ
御
山
永
ク
榮
申
様
二
仕
立
御
運
上

銀
大
分
差
上
ヶ
私
も
立
身
仕
度
候
只
今
年
季
之
内
か
奉
願
候
儀
者
御
山
少
も
中
絶
仕
候
得
ハ
諸
図
‘
は
下
財
等
散
り

行
間
符
共
水
湛
重
而
取
明
ヶ
申
二
大
分
失
却
掛
り
御
山
相
績
難
成
奉
存
候
乍
恐
被
為

難
有
可
奉
存
候
以
上

附

録

元

緑

六

年

の
稼
行
臨
績
願
書

聞
召
分
被
仰
付
被
下
候
者



附

録

元

緑

六
年
の
稼
行
椴
績
願
書

右
之
通
私
御
代
官
所
備
中
國
川
上
郡
吹
屋
村
銅
山
御
運
上
之
儀
去
ル
辰
年
か
嘗
酉
年
迄
五
ヶ
年
切
大
坂
泉
屋
介
七

勘
介
と
申
者
二
被

仰
付
候
虞
嘗
酉
暮
年
季
明
申
二
付
来
戌
正
月
か
寅
極
月
迄
五
ヶ
年
切
御
請
仕
度
旨
右
之
者
共

奉
願
候
只
今
迄
掘
シ
候
銅
千
貫
目
二
付
御
運
上
銅
百
貫
目
此
代
銀
五
百
五
拾
目
宛
銀
二
而
致
上
納
候
此
度
奉
願
候

者
御
山
二
水
大
分
御
座
候
而
大
水
抜
二
失
却
多
ク
掛
り
其
上
只
今
稼
申
六
枚
間
符
之
儀
水
底
二
罷
成
鍵
績
申
間
敷

様
二
奉
存
候
間
御
運
上
銅
百
貫
目
此
代
銀
五
百
三
拾
目
―
―
被

増
シ
候
様
二
再
―
―
―
吟
味
仕
候
へ
共
右
之
通
失
却
多
掛
り
其
上
御
運
上
之
外
山
役
人
給
米
百
九
石
賦
斗
差
上
ヶ
申
儀

ニ
御
座
候
故
御
運
上
増
候
儀
難
罷
成
由
申
候
於
然
者
只
今
迄
之
通
御
運
上
銅
百
貫
目
二
付
代
銀
五
百
五
拾
目
宛
ニ

而
御
請
仕
候
様
二
と
為
申
聞
候
虞
二
左
候
ハ
、
跡
ミ
之
通
御
運
上
銅
百
貫
目
二
付
代
銀
五
百
五
拾
目
宛
指
上
ケ
御

請
可
仕
由
申
候
方
ミ
相
燭
入
札
二
も
申
付
候
ハ
、
御
運
上
増
シ
候
而
御
請
仕
候
者
も
可
有
御
座
様
二
奉
存
候
へ
共

身
肱
薄
者
山
不
案
内
之
者
杯
御
請
仕
御
山
仕
損
シ
末
ミ
御
山
も
捨
り
申
様
二
仕
成
シ
申
候
而
ハ
如
何
二
奉
存
候
間

平
岡
吉
左
衛
門
様

仰
付
被
下
候
様
二
と
願
書
差
出
シ
申
二
付
御
運
上

諮
人
同
所

同

吉
左
衛
門



上

酉

六

月

御

勘

定

所

尤

緑

六

年

酉

五

月

取
立
可
申
候
尤
所
ミ
障
り
二
罷
成
儀
も
無
御
座
候
如
何
被

右
介
七
勘
介
奉
願
候
通
被

七

右

衛

門

印

博

左

衛

門

印

伊 美

賀

印

曲
辰

印

寸ヽー、

平

岡

吉

左

衛

門

印

仰
付
可
然
奉
存
候
於
然
者
請
人
證
文
等
前
之
通
取
之
御
運
上
銀
井
御
米
代
共
―
―
急
度

附
録

元
緑
六
年

の
稼
行
樅
績
願
書

仰
付
候
哉
奉
窺
候
以
上

書
面
之
備
中
御
代
官
所
吹
屋
村
銅
運
上
之
義
銅
百
貫
目
二
付
代
銀
五
百
五
拾
目
宛
運
上
出
シ
来
戌
年
か
寅
極
月
迄

五
ヶ
年
請
負
度
由
只
今
迄
請
負
候
者
願
候
二
付
段
ミ
其
方
被
遂
吟
味
候
虞
此
通
申
付
可
然
之
旨
左
候
ハ
、
證
文
被

申
付
右
願
之
通
可
被
申
付
候
尤
運
上
銀
井
諸
入
用
米
代
銀
共
急
度
取
立
年
ミ
可
有
勘
定
候
所
者
本
文
二
有
之
候
以

四



附
録

メ
是
迄
鋪
二
而
働
申
候
分
如
此
御
座
候

備
中
銅
御
山
仕
様
之
覺

備

中

銅

御

山

仕

様

之

覺

一
鋪
か
掘
出
シ
鑓
凡
五
拾
荷

是
を
床
壼
枚
吹
と
申
候

但
翌
荷
拾
戴
貫
目
之
積
り

一
右
之
鑓
鋪
二
而
掘
申
者
を
横
番
共
又
掘
子
と
も
申
候

右
買
鑓
二
仕
候
故
横
番
自
身
明
り
へ
追
上
ヶ
申
候

一
鋪
之
内
普
請
仕
候
大
工
を
山
留
役
人
と
申
候

一
鋪
之
水
を
樋
と
申
物
二
而
取
捨
申
候
此
者
を
水
引
と
申
候

（

力

）

右
之
水
引
を
集
申
役
人
を
水
夫
頭
と
申
候

一
右
鋪
之
内
萬
事
下
知
仕
候
者
を
鋪
廻
と
申
候
是
者
手
代
分
之
者
二
而
御
座
候

一
右
掘
出
候
鑓
く
だ
き
候
時

備
中
銅
御
山
仕
様
之
覺

一
右
之
鑓
鋪
二
而
掘
候
場
所
仕
道
普
請
遣
申
を
得
歩
引
と
申
候

此
貫
目
六
百
貫
目



一
吹
床
二
招
候
炭
を
臼
二
而
は
た
き
申
者
を
寸
灰
と
申
候

備
中
銅
御
山
仕
様
之
覺

右
之
内
百
貫
目
計

悪
鑓
撰
出
シ
捨
申
候

一
此
鑓
く
だ
ぎ
申
者
を
砕
女
と
申
て
下
財
之
妻
子
二
致
さ
せ
申
候

残
而
正
味
鑓
四
拾
荷

此
貫
五
百
貫
目

一
右
鑓
燒
申
者
を
燒
大
工
と
申
候
外
二
鼈
手
子
と
申
候

此
醒
申
鍵
を
床
屋
と
申
へ
出
シ
吹
申
候

一
右
燒
鼈
か
床
屋
へ
出
シ
申
人
足
燒
出
シ
と
申
候

一
右
燒
鍵
四
拾
荷

一
右
吹
申
者
を
鉛
大
工
と
申
壼
人
二
而
吹
申
候

一
吹
子
指
申
者
を
鉛
手
子
と
申
而
吹
子
賦
挺
戴
人
二
し
て
指
申
候

此
吹
炭
凡
百
六
拾
貫
目
計
入

床
壼
間
二

而
一
夜
二
吹

但
五
つ

分
ヶ

壼
吹

二
八
荷
ツ

、
吹
申
候

一
如
此
木
炭
を
入
燒
申
候
ヘ
ハ
凡
日
敷
廿
―
二
日
程
醒
申
候

一
右
鑓
砕
女
場
か
燒
鼈
へ
は
こ
び
申
人
足
を
鑓
持
と
申
侯

此
鑓
を
燒
鼈
と
申
へ
入
燒
申
候
二
い
琴
立
門
門
訂
入
申
候

附
録



附
録 此

跛
七
拾
貫
目
計

此
床
尻
銅
八
貫
目
計

一
右
跛
七
拾
貫
目

此
吹
銅
―
―
一
拾
五
貫
目
計

正
味
銅
賦
口
/
四
拾
一
孟
一
貫
目

船
二
て
上
せ
申
候

是
ハ
右
跛
へ
き
取
候
跡
―
一
壼
吹
ニ

壼
ツ

つ
4

御
座
候
但
正
味
銅
二
而
御
座
候

故
直
ー
一
大
坂
へ
上
せ
申
候

此
鋏
間
吹
床
壺
軒
二
而
一
夜
一
吹
二
仕
候

右
之
銅
翌
朝
床
屋
二
而
御
役
人
衆
御
改
被
成
候

(
「
二
仕
馬
」
力
）

一
右
之
銅
山
師
方
へ
請
取
拾
六
貫
目
宛
壼
固
仕
高
二
而
成
羽
へ
出
シ
成
吼
か
川
舷
二
而
倉
敷
へ
出
し
大
坂
ヘ

右
者
鋪
か
鑓
掘
出
銅
―
―
成
申
候
迄
床
壼
枚
吹
と
申
大
法
如
此
御
座
候
鑓
善
悪
大
分
不
同
御
座
候
右
之
外
懸
物
品
ミ

大
分
御
座
候
得
共
悉
難
知
御
座
候
以
上

備
中
銅
御
山
仕
様
之
覺

一
床
尻
八
貫
目

一
間
吹
銅
三
拾
五
貫
目

一
此
吹
様
右
鉛
吹
同
前
大
工
壼
人
手
子
爪
人
寸
灰
壺
人
入
申
候

此
吹
炭
凡
六
拾
貫
計
入

是
を
間
吹
床
と
申
二
而

又
吹
立
候
而
本
銅
―
—
成
申
候

如
此
仕
吹
候
ヘ
ハ
鍛
と
申
二
成
へ
ぎ
取
申
候



右
之
通
大
坂
二
て
御
認
山
木
様
へ
御
上
ヶ
被
成
候
窟
如
此

元
緑
九
年
）

子
ノ

附
録

九

月

備
中
銅
御
山
仕
様
之
覺

泉
屋
貞
右
衛
門

備
中
吉
岡
御
銅
山
師

四



附
録 違

一
山
鉛
壼
荷

備
中
銅
山
貨
銀
計
量
等
大
概

上
坐
斤
雨
拾
戴
貫
匁

銅
斤
雨
二
而
拾
四
貫
七
百
匁
有
之
大
方

物
二
て
候
東
國
或
西
國
中
國
杯
釦
之
貫

も
可
有
之
候

木
方
拾
三
貫
七
百

備
中
銅
山
賃
銀
計
量
等
大
概

但
銅
斤
雨
拾
四
貫
七
百ツ

、

内
六
歩
八

外
七
歩
―
―
―

一
燒
木 匁

軽
キ
所
二
て
ハ
拾
戴
貫
匁
二
合
申
所

爪
割
半
ノ
延
卜
見
之
拾
戴
貫
匁
ハ
タ
テ

但
負
得
歩
共
風
袋
程
ハ
色
有
之

備
中
銅
山

拾
―
―
一
貫
七
百
也

一
砕
鉛
釜
入
壺
荷

木
方
斤
雨
拾
三
貫
匁

但
床
屋
小
升
ツ

砕
鍵
壼
斗
五
升
也

汰
物
ハ
壼
升
壻
壼
斗
六
升

但
右
之
通
二
焚
候
得
者
床
屋
出
し

欠
無
之
積
り

一
床
屋
五
ッ
吹
地
升

木
方
二
て
壼
貫
匁
也

ツ
、

内
壼
割
戴
歩
四

0
九

外
壼
割
四
分
壼
六

違

但
上
座
八
百
七
拾
五
匁
九
分
一
厘
が

一
上
座
斤
雨
拾
戴
貫
匁
木
方
斤
雨
二
て
見
候
ヘ
ハ



と
端
タ
イ
ツ
ル
以
是
ヲ
舟
六
と
成
也

是
ヲ
升
ノ
山
森
り
登
戴
五
ヲ
以
割
候
ヘ
ハ
舟
五

減
ハ
小
升
―
―
山
も
り
二
入
か
け
候
故
也
依
之
四

（

力

）

拾
五
は
い
鉄
代
壼
は
い
分
四
拾
六
は
い
と
成

右
地
升
燒
鉛
仕
か
け
五
吹
ニ
―
一
拾
七
は
い
此
升

升
壼
斗
五
升
三
夕
五
才

但
壼
尺
壼
寸
八
歩
四
方
深
サ
七
寸

但
六
九
八
二
て
候
へ
共

一
同
小
升

（

力

）

此
外
ー
一
鉄
代
と
申
テ
燒
出
し
壼
ッ

入
ル

「七九 八七六闊」

此
升
六
石
七
斗
六
升
八
合
也

但
五
尺
四
方
深
サ
壼
尺
七
寸
五
歩
五

此
坪
敷
四
萬
――一
千
八
百
七
拾
五
坪

但
壼
寸
四
方
ノ
坪

ニ
シ
テ

但
小
升
四
拾
五
入

附
録

備
中
銅
山
貨
銀
計
量
等
大
概

ダ＞ 一
味
曾
塩

一
本
前
四
吹

一
鉛
大
工

床
吹
賃

一
生
鉛
燒
ふ
へ

メ
壼
割
半

一
米
壼
升

一
壼
割
半

代

ハ
厘

相
庭
考
代
六
分
五

一
登
割
七
分

一
翌
割
三
分

一
噌
壺
吹
―
―
付

一
扶
持
一
日
分

賃
壼
匁
戴
分

賃
八
分
ッ
、

代
七
分
壼
厘
ツ
、

一
壺
割

一
戴
割

一
壼
割
半
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一
員
大
工

一
無
扶
持

一
鉛
ス

一
噌
壺
吹
―
一
付

一
扶
持
一
日
分

一
本
前
四
吹

一
噌
壼
吹
ー
一
付

一
本
前
四
拾
五
貫
匁

一
噌
吹
皮
拾
貫
匁

一
扶
持
一
日
分

一
鉛
手

代
七
分
壺
厘

備
中
銅
山
賃
銀
計
量
等
大
概

賃
六
分
三
厘

賃
五
分
ッ
、

代
七
分
壼
厘
ツ
、

賃
壺
匁
戴
分

賃
三
分
ツ
、

賃
登
匁
戴
分

一

本

前

四

吹

賃

七

分

其
後
無
扶
持
二
而
賃
定

匁
内
五
貫
匁
引
残
四
拾
五
貫
匁
也

吹
之
時
ハ
扶
持
方
な
し
員
吹
五
拾
貫

一
無
扶
持

一
員
ス

ご
嗜
皮
拾
貫
匁

一
扶
持
一
日
分

一
本
前
四
拾
五
貫
匁

一
噌
皮
拾
貫
匁

右
之
通
先
年
之
賃
銀
也
且
亦
鉛
爪
つ

一
員
手

賃
壺
分

賃
壷
匁

代
七
分
壼
厘

賃
六
分
三
厘

一
本
前
四
拾
五
貫
匁
賃
七
分



一
鉛
持
賃

一
燒
出
シ
持
賃
壼
吹
二
付

右
之
通
定
来
り
候

メ
ス
灰一

登
分
六
厘

大

工

手
一

四

分

六

厘

一

四

分

一
員
吹
皮
拾
貫
匁
二
付

賃
三
分
ッ
、

ス
灰二

二
分

大

工

手
一

五

分

七

厘

一

四

分

戴

厘

一
鉛
壼
吹
二
付
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備
中
銅
山
賃
銀
計
量
等
大
概

一
呂
粕

亥
二
月
六
日

一
拾
枚

六

文

但

壼

分

拾
登
文
但
登
分
六
厘

一
末
廣

九
文

一
成
戸

八
文

一
柴
山

九
文

一
庭
山

拾
戴
文

一
瀬
戸
相
老

拾
壼
文

一
車

八
文

但
壼
分
戴
厘

一
舟
敷

同

断

但

登

分

六

厘

一

下

六

枚

拾

壼

文

但

壼

分

六

厘

一

上

六

枚

拾

戴

文
二
文

一
栗
山

登

文

半

但

八
文

九
文

但
壼
分
煎
厘
五
毛

但
壼
分
壺
厘

．
 

一
千
代
平
千
荷
七
文

一
岸
山
闘
東

一
千
枚

一
罷
井
拾
枚

但
九
厘
七
毛

但
四
厘
戴
毛

四
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下
段
ハ
下
財
ヽ
右
之
通
＿
二
取
之

一
戴
本
松

七

文

但

壼

分

一
釜
山

子
二
月

一
桐
木

子
二
月
か

一
開
東
千
荷
櫻
七
文

拾
戴
文

四
文

亥
六
月

一
金
山

”
九
月

一
藤
本

拾
文

戴
分

一
長
門

八
文

一
北
山

但
壷
分
定

但
壼
分
戴
厘

横
番
鎚
不
入

但
壼
分
四
厘

但
七
厘
ッ
、

但
壷
分
七
厘

メ
上
段
釦
持
錢
ノ
相
庭
八
拾
文
定

一
山
留
給
銀
壼
ヶ
月
五
拾
匁

外
＿
一
矢
先
釦
三
拾
目
内
外

備
中
銅
山
賃
銀
計
呈
等
大
概

拾
登
文
但
登
分
六
厘

一
山
切
壼
番

間
吹
道
具
斤
目

一
皮
こ
き

/
亭
品
貫
五
百

鉛
吹
道
具
斤
目

一
皮
こ
き

メ
七
百
四

十

但
訊
丁
入
也

ひ
つ
共

/
八
百
廿

五

一
炭
垣
ひ
つ
共

一
ス

灰

か

ら

う

す

口

鉄

メ

七
百
匁

メ
六
百
八
十

（

力

）

一
鉄
垣

ひ
つ
共

一
口
取
ひ
つ
共

ひ
つ
共

一
ま
た
ひ
つ
共

賃
九
分
ッ
、

メ
壼
貫
匁

メ
八
百
七
十

斤＿
―
-
百
二
三
十
目
指
渡
六
寸
爪
分

但
皮
筋
寸
法
長
サ
七
寸

（

こ

き

力

）

厚

サ

三
歩
八
リ
ソ

手
ノ
幅
登
寸

一
木
引
壼
匁
壼
分
壼
匁
位



一
得
歩
引
ハ
四
分
か
九
分
迄
二
遣
申
候

一
鯨
油
升

ー
シ
テ
下
ル

但
拾
煎
は
い
入

右
者
亥
年
大
坂
へ
申
上
ス

百
匁
七
分
七
厘
か
へ

小

賦
百
匁

櫃
ノ
斤
目

一

大

五

百

匁

一
中

三
百
匁

大
格
右
之
通
斤
目

メ
七
百

メ
六

百
十
匁

一
皮
へ
ぎ
ひ
つ
共

一
か
ら
み
引
ひ
つ
共

メ
八
百
五
十

一
か
ら
み
垣
ひ
つ
共

附
録

備
中
銅
山
賃
銀
計
量
等
大
概

メ
壼
員
九
百
五
十

一
塩
升
四
寸
九
分
戴
寸
五
分 一

釘
ひ
つ
共

但
桶
船
二
い
た
し
候
八
尺
物
ハ
本
間

一
壼
寸

一
六
分

一
五
分

一
四
分
ニ――分

一
松
板

代
戴
匁
六
分

代
戴
匁
煎
分

代
戴
匁
四
分

代
三
匁
八
分

代
爪
匁

壼
錢
ツ
、
馬
持
駄
賃
か
引
取
遣
ス

一
方
頭
平
三
郎
馬
燭
賃
銅
壷
丸
二
付

一
本
番
手
子
前
得
歩
引
者
三
拾
六
匁

得
不
参
候
二
付
三
拾
六
匁
給
銀
相
定
メ
申
候

一
山
留
半
右
衛
門
治
右
衛
門
年
寄
敷
へ
も
碇
ミ
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一
三
尺
更

備
中
銅
山
賃
銀
計
呈
等
大
概

同
煎
匁

一

山

は

し

更

同

五

分

一
同
小

一
前
垣
大
更

一
斧
更

一
同
小

一
山
鎚
更

一
同
口
巻

一
鍛
冶
本
番
賃
定

（
サ
ラ
）

一
玄
能
更

一
樋
板
翌
挺
分

同
六
分

同
七
分

一

同

先

か

け

同

五

分

同
壼
匁
三
分

同
七
分

一
露
は
し
受
大
同
八
分

但
口
巻
ハ
無
賃
之
定

代
三
匁
五
六
分

直
し
代
四
匁
ッ
、

賃
戴
匁
五
分

同
壼
匁
五
分

賃
壺
匁
五
分

但
新

―
―
岡
山
二
て

賣
代
十
六
匁

一
と
う
し
ん
立

一
鉄
通
シ
子
壼
本

子
ノ
本
敷
五
拾
三

本
有
之

一
折
釘

一
鈎
同

同
六
リ
ン

一
同
鍬
さ
ら

一
釘
貫
さ
ら

一
鉄
大
鞍
輪

同
壼
匁
一――分

同
三
匁

同
三
厘
ッ
、

同
三
分

ー
か
な
鎚
さ
ら
同
壺
分
五

一
錬
さ
ら

一
矢
さ
ら

一
皮
切
さ
ら

賃
六
分

同
三
分

同
戴
匁

同
壼
匁

同
戴
分

一
鉄
棒
崎
か
け
同
戴
匁

一
同

先

か

け

同

七

分

一
同
績
先
か
け
同
登
匁

七



一
髪
油
壺
合

一
酢
壼
升

代
四
分

代
五
分

但
肥
後
茶
也

f
 但

右
同
断
之
節
ハ
紙
匁
し
分
位

代
八
分

一
茶
壺
匁
二
六
升
ツ
、

但
右
同
断
之
節
賦
匁
五
分
六
分
迄

一
炭
山
着

春
先
ノ
代
ハ
―
―
ー
月
大
方
節
供
彿
之
心
持
也

一
手
鉄
燒
賃

一
五
尺
さ
ら

備
中
銅
山
賃
銀
計
量
等
大
概

賃
銀
之
定
如
此

一
備
中
番
所
へ

一
醤
油
翌
本

但
戴
厘
三
三
ッ
、

賃
三
匁

同
壼
匁
五
分

右
者
山
之
鍛
鉄
此
方
ふ
遣
し

二
納
ニ
テ
玄
の
ふ
登
丁
代
四
匁
三
分
五

f
八
百
五
拾
匁
定
也

一
床
屋
吼
口
壼
人
土
打
十
―
―
一
程
ッ
、
致
候

一
味
噌
九
百

一
燒
木
山
着
二
而
賦
拾
貫
匁
替

一
松
栗
拾
貫
匁

代
戴
匁
四
五
分

但
松
山
領
御
蔵
ー
一
成
候
節
爪
匁
爪
分
迄
―
-

一
伐
交
同
断

一
堅
炭
同
断

代
戴
匁
七
八
分

代
戴
匁
九
分

メ

一
同
績
先
か
け

一
か
ら
笠

代
壼
匁
六
分

一

同

先

か

け

同

壼

匁

一
赤
椀

代
五
分
五

一
赤
折
敷

代
五
分

附
録

代
壼
匁

八
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一
九
匁 但

壼
か
―
―
付

此
荷
藪
三
拾
六
荷

内
戴
拾
戴
石

残
汰
正
味
五
石

汰
物
ニ
シ
テ
捨
り

此
貫
五
百
拾
貫
匁

但
登
ヶ
月
ニ

水
く
さ
｀
、
二
て
少
重
く
水
程
捨
り

メ
壻
申
積
り

内
八
拾
貫
匁
計

正
ミ
四
百
三
拾
貫
匁

一
拾
四
匁
七
分

燒
木
百
八
拾
貫

吹
賃
燒
出
し
共

但
鉛
四
吹
半
皮
四
拾
貫
ニ
シ
テ

備
中
銅
山
賃
銀
計
量
等
大
概

水
ノ
ヘ
り

有
之

是
ハ
床
屋
小
升
二
て
粉
一
日
―
—
六
は
い
ッ
、
定

但
か
ら
う
す
壼
挺
二
而
一
日
出
来
粉
九
斗

は
た
き
粉
高
戴
拾
七
石

一
元
詭
子
ノ
比
汰
り
爪
番
粕
は
た
き
物
之
事

メ

木
割

九

焚
―
ー
シ
テ
壷
か
二

壼
分

0
七
九
ツ
、

一
か
賃
八
匁
六
分
―――

厘
八
拾
か
汰
り
物

燒
釜
人
足

一
七
匁
七
分
六
厘

但
汰
り
物
十

三
人
二
四
人
水
扱

水
扱

一
拾
戴
匁
六
分

一
拾
六
匁

同
手
子
女
舟
人

一
三
拾
六
匁

か
ら
う
す
踏
六
十
人

一
七
拾
八
匁
登
分
六
厘

は
た
き
入
用

一
拾
四
匁
登
分
六
厘

銅
運
上

一
七
匁
六
分

一
四
拾
三
匁
四
分

壺
人
ニ
―
――分
七
厘
ッ
、
割
方

一
壼
匁
壼
分

ニ
ニ
匁
八
分
戴
厘

二
霊
匁
戴
分

銅
太
賃
船
ち
ん

汰
り
物
師
廿
壼
人

釜
之
持
ち
ん

大
工
爪
人
手
子
三
人
衣
木
持

炭
代



一
拾
匁
五
分
六
厘
右
鉄
四
貫
六
拾
匁

備
中
銅
山
賃
銀
計
量
等
大
概

出
来
銅
百
八
拾
斤

五
ッ
戴
百
斤
ニ
シ
テ

但
百
斤
ー
ー
付
九
拾
戴
匁
八
分
也

一
汰
物
汰
り
立
壼
升
九
百
匁

I
干
立
七
百
匁

壼
ヶ
月
壼
丁
―
―
五
匁
壼
分
鉄
代
賃
銀
割

一
拾
四
匁
八
分

き
ね
崎
五
挺
賃

入
也

一
右
か
ら
う
す
入
用
之
外

内
百
匁

干
へ
り

一
和
が
り
汰
も
の
八
百
匁

水
く
4

ミ
引

（
力
｝

残
干
立
八
百
匁
有
之
是
ハ
稼
シ
申
候

内
百
匁

メ
百
六
拾
七
匁
頁
リ
ン
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二
瓜
貫
戴
百
戴
拾
七
匁
五
分
六
厘

メ
テ

―
―
―
匁
壼
分
―
―
―
厘

銀
夜
也

一
六
百
三
拾
四
匁
五
分
三
厘

メ
テ

八
百
拾
六
匁
八
分
試
厘

長
木

細
木

燒
木

f
七
拾
一
一
一
貫
百
拾
登
匁
九
分

メ
テ

四
拾
五
貫
九
百
七
拾
爪
匁
爪
厘

一
五
拾
貫
戴
百
九
拾
八
匁
登
分
戴
厘

一
拾
四
貫
七
百
九
拾
匁
七
分
五

メ
テ
な
し

メ
テ
四
拾
―――匁
七
分
七
厘同

断

五
口

1
戴
百
五
拾
三
貫
四
百
九
拾
四
匁
五
分
九

炭

二
白
八
拾
五
貫
五
百
四
拾
三
匁
六
分

米

内

元
禄
九
子
年
中

一
賣
物
高
―
―
―
百
七
拾
貫
九
百
拾
五
匁
六
分
九
厘

メ
戴
拾
五
匁
三
分
六
厘
五
挺
分

1
0
 



附
録

又
拾
翌
貫
戴
百
五
拾
煎
匁
戴
分
九

買
平
シ

――
て
彿
ー
ー
出
候
＿
一
付
如
此

戴
ロ
メ
戴
百
五
拾
八
貫
四
百
九
拾
四
匁
五
分
九

一
七
拾
三
貫
百
拾
壼
匁
九
分

一
登
貫
八
拾
戴
匁
三
分
壼
厘

但
渡
し
高
拾
壼
貫
戴
百
五
拾
煎
匁
戴
分
九
厘

戴
ロ
メ
七
拾
四
貫
百
九
拾
四
匁
戴
分
壺
厘

備
中
銅
山
賃
銀
計
呈
等
大
概

但
銀
か
し
高
共
二
入
也

銀
か
し
歩

"＂"-

口
ノ
禾

引
疫
賣
物
代
百
戴
拾
三
貫
六
百
七
拾
三
匁
三
分
九

是
ハ

豪
所
入
用
賣
物
之
内
米
代
諸
事

又
五
貫
匁

弓I

一
戴
百
五
拾
三
貫
四
百
九
拾
四
匁
五
分
九
厘
右
五
口
引

内

戴
ロ
メ
三
百
八
拾
戴
貫
百
六
拾
七
匁
九
分
八
厘

下
財
銀
か
し

右
高
三
百
七
拾
貫
九
百
拾
五
匁
六
分
九
厘

七
分
四
厘

（
テ
カ
）

/
卜
四
拾
六
貫
八
百
舟
五

匁

元
禄
丑
七
月

一
閥
東
撰
出
シ
鉛
は
た
ぎ
物
之
事

但

ロ

ニ
て

一
小
角
―
―
―
寸
賦
歩 右

五
ロ
ノ

ー

，禾
弓

内
四
拾
六
貫
八
百
舟
五
匁
七
分
四
厘

但
銀
か

し
歩
除
之
メ
賣
物
利

賤
テ
戴
拾
七
貫
三
百
五
拾
八
匁
四
分
七
厘

此
銀
右
疫
賣
物
代
二
て
見
候
得
ハ

内
訳
~百
廿
壷
匁
爪
分
壼
厘
三
ッ
、

外
爪
百
八
拾
四
匁
五
厘
爪
二
四

ッ
、

但
壼
貫
匁
―
一
付

右
之
積
り
ヲ
以
月
ミ
入
目
考
申
候
勿
論
賣

一
備
中
大
角
樋
内
乗
三
寸
八
歩
尻
三
歩
/
り

且
又
丸
金
三
尺
五
寸
也

か
ん
柄
引
手
―――尺

升
形

三
寸
壺
歩

ロ

ニ
て

一
同
中
角
三
寸
六
歩

物
＿
一
格
違
有
之
時
ハ
外
―
一
仕
立
見
可
申
候

割
1

一
入
ル



一
拾
三
匁
五
分

f
 

一
拾
五
匁

一
三
拾
六
匁

一
五
拾
壼
匁

ハ
分汰

師
廿
戴
人
半

五
分

入
手
壺
人
舟
人

六
分

踏
人
爪
人
六
拾
人

一
シ
テ
拾
五
貫
六
百
也

六
十
匁
水
ヶ
有
之
干
へ
り
メ
テ
正
味

汰
立
十
七
貫
百
六
拾
匁
内
壼
貫
五
百

は
た
き
粉
床
屋
小
升
六
は
い
定

口
九
歩
斤
百
九
拾
八
斤
五
ッ
戴
百
廿
斤

此
汰
立
五
百
拾
四
貫
八
百
壼
丁
一
日

メ
四
百
六
拾
八
貫

但
出
来
三
拾
六
荷

壼
か
拾
―
―
一
貫
匁
ッ

、

か
ら
う
す

一
百
八
拾
壺
匁
八
分
登
厘
壼
挺
壼
ケ
月
積

附
録

備
中
銅
山
賃
銀
計
量
等
大
概

衣
木
持
候

拾
か
ー
ー
六
分
爪
厘
八
七
五
ッ
、

手
爪
人
／
五
匁
―
―
―
厘
之
割
也

但
八
拾
か
―

7
大
工
壼
人
衣
壺
人

一
戴
匁
戴
分
六
厘
釜
前
入
目

一
壼
匁
四
分

一
四
匁
四
分

一
壼
匁
壼
分
賽
厘
五

撰
出
候
釦
持
ち
ん

ゆ
り
物
釜
ヘ

但
壼
人
賦
百
貫
割
申
候

壷
匁
賦
分

木
割壼

人
壼
七

但
拾
か
―
ー
六
拾
貫
ッ
、

但
ゆ
り
四
人
―
―
水
汲
壺
人

一
拾
壺
匁
七
分

一
六
匁
七
分
五

ゆ
り
申
候

燒
木
戴
百
舟
四
貫

壼
匁
賦
分

水
汲
五
人
六
戴
五

但
か
ら
う
す
四
丁
ノ
粉
三
人
二
て



附
録

一
七
百
廿

六

匁

五

分

八

月
五
日

歿
拾
匁

一
五
拾
九
匁
五
分

一
拾
五
匁
八
分
四
厘

斤
九
拾
壼
匁
八
分
戴
厘
＿
一
嘗

一
銅
水
へ
り
之
事

一
銅
五
百
舟
匁
平

一
五
百
廿
五
匁

一
五
百
廿

―――
匁

一
五
百
廿
匁

但
壼
貫
匁
―
—
付

一
銅
七
百
舟
匁備

中
銅
山
賃
銀
計
量
等
大
概

八
月
四
日

内
拾
八
匁
八
分
六
厘
七
毛

外
拾
九
匁
爪
分
六
厘

水
へ
り 八

月
二
日

八
月
三
日

八
月
十
四
日

八
月
朔
日

外
か
ら
う
す
入
用
少
入
申
候

一
五
匁
―
―
一
分
四
厘
銅
入
用

f
 

運
上

一
九
匁

吹
ち
ん

す
み

一
本
拾
枚 歩

附
大
法

一
ぎ
ろ
ふ
竹
長
サ
壼
尺
六
寸
也

但
壺
貫
匁
―
―
付

一
銅
七
百
八
拾
五
匁

一
七
百
七
拾
壼
匁
―――
分
八
月
廿
四
日

残
拾
―
―
―
匁
七
分

但
壷
貫
匁
―
―
付

一
鉛
屋
吼
口
竹

一
前
七
寸
五
分

一
舟
鋪
平
ツ

一
七
百
廿
五
匁

残
テ
五
匁

賦
百
七
八
九
拾
斤
ふ

四
拾
斤
ま
て

但 但
―
―
―
百
七
拾
斤

一
後
壺
尺
六
寸

内
十
七
匁
四
分
五

外
十
七
匁
七
分
六
厘

水
へ
り

八
月
十
六
日

内
六
匁
八
分
四

外
六
匁
八
厘
九
七

水
へ
り

八
月
十
四
日



但
亥
極
月
か
子
一＝

月
迄

（
力
）

一
千
荷
稼
シ

備
中
銅
山
賃
銀
計
量
等
大
概

一
中
拾
枚
釜
山
ロ
―
―
て

但
同
亥
七
月
ふ
子

五
月
九
日
迄

一
船
鋪
中
通
り

戴
百
六
七
拾
斤
ふ

賦
百
四
拾
斤
迄

但

但
元
緑
子
三
月
十

三
日
か
同
九
月
晦
日
迄

但
爪
百
三
四
拾
五
斤

但
子
八

月
三
日
ふ
十
月
晦
日
迄

但
爪
百
爪
拾
斤

一
飽
井
山

但
上

‘
4

ハ
一二

百
斤
位
見
分

但
子
十
一
月
ふ
丑
二
月
廿
五
日
迄

一
船
鋪

但
訳
百
五
六
拾
斤

一
釜
山

晶

疇

勺

麟

い

言

？

十

斤

但
右
之
頃

- .. . → . . -

メ
一
備
中
日
雇
平
ハ
壼
匁
壼
分
汰
り
手
子
木
割

一
藤
の
本

但
上
鉛
計
撰
候
而
ハ
四
百
五
六
拾
斤
有
之
候

三
百
拾
斤
汐

111

百
升
斤
迄

日
一

｛
 

但
元
腺
亥
二
月
鎚
入
七
月
迄

附
鋒

ハ
旦
雇
平
シ
壼
匁
壼
分
二
定
候
由

釜
前
者
壼
匁
爪
分
宛
也
白
長
大
普
請
之
節

一
丑
五
月
床
屋
拾
物

一
同
床
大
工
拾
物

一
新
古
か
ら
み
拾
物
計

一
釦
ず
り
買
拾
物

（
力
）

一
同
断
拾
物
替
口

一
太
鞍
堂
汰
物

但
百

五
拾
八
斤
七
分

但
百
八
拾
斤

但
煎
百
厭
拾
斤

但
賦
百
拾
壼
斤

但
賦
百
廿
八
斤

但
百
七
拾
壼
斤

右
ハ
子
ノ
ニ
月
廿
四
日
ふ
七
月
十
日
迄

但
立
ノ
五
挺
坪
出
来
取
合
――一百
五
拾
斤

一
闘
東
立
ノ
八
挺

但
三

百
三
四
拾
斤

一
四



住
友
の
吉
岡
銅
山
罷
螢
は
、
第
一
次
の
天
和
元
年
よ
り
元
緑
十
一
年
ま
で
十
八
年
間
の
所
謂
自
力
鰹
螢
と
、
第

二
次
の
元
緑
十
五
年
よ
り
享
保
元
年
に
至
る
十
五
年
間
の
幕
府
の
要
請
に
基
く
所
謂
幕
府
助
成
の
鰹
螢
と
に
分
た

れ
る
。
本
輯
に
は
先
づ
第
一
次
紐
螢
に
つ
い
て
論
述
し
た
。
既
述
の
如
く
吉
岡
銅
山
の
鰹
螢
は
住
友
鎖
業
史
上
に

於
い
て
重
大
な
意
義
を
有
す
る
の
み
で
は
な
く
、
又
地
元
大
塚
家
並
に
京
都
銀
座
の
鰹
螢
等
と
共
に
、
近
世
天
和

年
間
以
後
の
本
銅
山
鰹
螢
の
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

昨
年
十
二
月
初
旬
、
親
し
く
吉
岡
銅
山
を
訪
ね
現
地
調
査
を
試
み
た
が
、
幸
ひ
元
吹
屋
町
長
片
山
浅
治
郎
氏
・

吹
屋
蕉
家
大
塚
倫
子
氏
は
じ
め
地
元
関
係
御
各
位
よ
り
多
大
の
御
配
慮
並
に
御
教
示
を
恭
う
し
、
大
塚
家
文
書
の

閲
覧
、
銅
山
蕉
跡
調
査
等
所
期
以
上
の
成
果
を
攀
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
尚
、
現
地
調
査
に
際
し
京
都
大
學
教
授

小
葉
田
淳
博
士
は
じ
め
脇
田
修
氏
•
藤
井
學
氏
に
は
御
同
道
の
上
種
々
御
指
導
御
配
慮
を
賜
は
っ
た
。

又
、
本
輯
の
刊
行
に
常
つ
て
も
博
士
よ
り
懇
切
な
る
補
訂
を
戴
き
向
井
氏
の
遺
稿
を
し
て
一
層
債
値
あ
る
も
の

た
ら
し
め
得
た
。

昭
和
―
―
―
十
五
年
秋

後

記

修

史

室
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